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　　　はじめに




　こんにちは、この本の著者である伊藤和幸です。

　本書を手にとっていただいた方々に、まずは感謝といくつかご忠告を。




　読者のみなさまには、それぞれの本の読み方というものがあると思いますが、本書においては結末を先に確認したりしないよう、あとがきのネタバレも先に読まないようにすることを、強くお勧めします。

　また、この本は『ダブルクロス・リプレイ・エクソダス』シリーズの第二巻目にあたります。

　そのため、前巻『悲しきランナウェイ』の内容を踏まえて書かれている場面がありますので、第一巻を読んでから本書をご覧いただくことを推奨いたします。




　さて、ここからは初めての方のために少々説明を。

　本書はＴＲＰＧ『ダブルクロス The 2nd Edition（以下ＤＸ２）』のリプレイです。

　ＴＲＰＧとはテーブルトーク・ロールプレイング・ゲームの略称で、将棋やトランプ、麻雀といったテーブルゲームの一種です。

　ＧＭ（ゲームマスター）と呼ばれる司会進行役のもと、他の参加者（プレイヤー）は各自ひとり一体のキャラクターを作成して、会話によって物語を進行していきます。

　イメージとしては仲間同士、即興で楽しむ演劇のような感じでしょうか。




　このリプレイで使用するＴＲＰＧルール『ＤＸ２』の舞台は現代にごく近い未来。

　つまり我々が住む世界とほぼ同じです。

　ただ、一見変わりないこの世界の裏側には、一般人の知らない秘密があります。

　それはレネゲイドと呼ばれる謎のウィルスの存在。この謎のウィルスは発症者に超常能力を与え、オーヴァードと呼ばれる存在に変異させてしまいます。

『ＤＸ２』のプレイヤーはこのオーヴァードとなり、超常能力を持つが故に、世界の裏側で戦いを繰り広げることになります。




　そして、そんなＴＲＰＧを実際に遊んだ風景を読み物として書き起こしたものが本書、リプレイと呼ばれるものになります。




　さて、ここまで説明してきましたが、そろそろ本編に参りましょう。

　百聞は一見にしかず。本書を通して、ＴＲＰＧの空気を感じていただければ幸いです。







　　　前巻までのあらすじ




　家族や友人と共に平凡な高校生活を送っていた少年、諏訪原真也すわばら・しんや。

　だがある日、彼はファントムセルを名乗る組織によって絶海の孤島に拉致されて、Ｘナンバーズと呼ばれるオーヴァード実験体に改造されてしまう。突然、超常能力を与えられ困惑する真也。しかし、そんな彼にファントムセルに反逆してＸ島の脱出計画を進めていた四名の実験体───エミリア・ラウラ、アイヴィ・ノールズ、ガブリエル・ガルシア、ピクシーが救いの手を差し伸べる。幾多の障害を乗り越え、Ｘ島を脱出する五人の仲間たち。

　一週間後、彼らは真也の故郷である、日本の暮林市にたどり着く。だが、ファントムセルの魔手は彼らを逃がさなかった。真也たちを追う追跡者が現れたのだ。

　Ｘナンバーズのニーラム・アールティとベルトルト・ダウン───ふたりの手によって真也の家は炎上、真也の両親も行方不明になり、暮林市にも多大な被害が出た。ついには真也の親友の楠見亮太くすみ・りようたまでもが人質として捕らえられてしまう。

　真也たちは亮太を救うためにニーラム、ベルトルトと対決、見事に撃退する。

　その後、親友と故郷を二度と危険にさらさぬため、行方不明になった真也の両親を捜すため、五人の逃亡者はＵＧＮの保護下に入り、暮林市を後にしたのであった。
















　　　PREPLAY




　昨日と同じ今日。

　今日と同じ明日。

　世界は繰くり返かえし時を刻きざみ、変わらないように見えた。

　だが、人々の知らないところで、世界は大きく変へん貌ぼうしていた……。




　その日、俺おれ、伊藤和幸いとう・かずゆきはぼんやりと天てん井じようを見上げながら考えていました。

　お題はもちろん、『エクソダス』第三話のシナリオです。

　第一巻かんで自分たちを閉じ込める檻おり───Ｘ島を脱だつ出しゆつ、追っ手との戦いの末、ＵＧＮに保ほ護ごされることになったＰＣたち。

　せっかく、ＵＧＮに保護されたのだし、今までとはちょっと雰ふん囲い気きの違ちがうシナリオにしたいところです。

　だけど、ＰＣたちが逃とう亡ぼう者しやであるという部分については、ちゃんとプレイヤーに意い識しきさせ続けていきたいところ。さて、どうしたものかと悩なやむ日々。




　今までとは違う雰囲気───これは前巻でほとんど描びよう写しやすることのできなかった、日にち常じようの部分をピックアップすることで出すことができるのではないか。

　ならばそれにふさわしい舞ぶ台たいは？

　どんなキャラクターを出したらいいのか？

　うまく考えがまとまっては喜び、どうしたらいいかと煮に詰つまっては悶もん絶ぜつして同どう僚りように相談に乗ってもらい───そして迎むかえたセッション当日。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の会議室には、四人のプレイヤーたちが集まっていました。

　それでは早速、今回のリプレイに参加する面々をご紹しよう介かいしましょう。




▼藤ふじ澤さわさなえ（以下、藤澤）

　クリエイター集しゆう団だんグループＳＮＥ所しよ属ぞくのライター。ドラゴンマガジンにて連載中の『ソード・ワールド[image: ]　たのだん』のプレイヤー兼けん著ちよ者しやと言えば、ご存ぞんじの方も多いのではないでしょうか。

　ほがらかな笑顔と、ノリのいい性せい格かくでセッションを引っぱる生きつ粋すいのムードメーカー。彼女をプレイヤーに迎むかえられたのは、『エクソダス』シリーズにとって最大の幸運のひとつと言えるでしょう。

　本シリーズではＦＨのオーヴァード実験体───Ｘナンバーズのひとりにして、占うらない好きの元気少女、エミリア・ラウラを担たん当とうしています。

　彼女が執しつ筆ぴつする『ソード・ワールド[image: ]リプレイ　たのだん①』、絶ぜつ賛さん発売中です！




▼矢野俊策やの・しゆんさく（以下、矢野）

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社員で、言わずと知れた『ダブルクロス』シリーズのデザイナー。そして、数多くのＴＲＰＧリプレイを執筆している偉い大だいなる先せん輩ぱいです。

〝クレバー矢野〟〝王子〟〝薔薇ばら〟、さまざまなふたつ名を持ついじられ役だったのが、最近ではレベルアップしてすっかりいじる側に。

　本シリーズではＸナンバーズの最新型として改かい造ぞうされた高校生、諏訪原真也すわばら・しんやを担当。

　矢野俊策が手がけた、新データや新ルール、『ＤＸ２』の秘密に迫るキャンペーンシナリオを掲載した『ハートレスメモリー』（富士見書房刊）絶賛発売中です！




▼しのとうこ（以下、しの）

『ダブルクロス』シリーズのメインイラストレーター。プライベートでも、積極的にさまざまなゲームを遊び、楽しむゲーマーでもあります。実戦形式で身に付けた知ち識しきや経けい験けんが仲間を助けることもしばしば。

　本シリーズでは優すぐれたピアノの演えん奏そう技ぎ術じゆつを持つがゆえに、Ｘナンバーズに改造された女の子、アイヴィ・ノールズを担当しています。




▼鈴吹太郎すずふき・たろう（以下、鈴吹）

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の代表取とり締しまり役やくにして、『トーキョーＮ◎ＶＡ The Detonation』（エンターブレイン刊）などのゲームデザイナー。その立場ゆえにみんなから〝社長〟と呼よばれています。

　本シリーズでは元軍人にして、Ｘナンバーズに改造されて死の淵ふちより蘇よみがえった男、ガブリエル・ガルシアを担当しています。




　以上、四名のプレイヤーとＧＭの俺、伊藤和幸を交えてお送りする『エクソダス』第二巻。

　最後までおつき合いいただけると幸いです。

　それでは、リプレイ本ほん編ぺんをお楽しみください！





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：みなさん、おはようございまーす。

一同：おはようございまーす。

ＧＭ：これより『エクソダス』シリーズの第三話の収しゆう録ろくを開始します。みなさん、よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす！

ＧＭ：さて、前回、みなさんはＸ島を脱出、暮くれ林ばやし市での騒そう動どうを解かい決けつしてＵＧＮの保ほ護ごを受けたわけですが。それから二ヶ月ほど時間が進んでいます。

藤澤：おおー。

矢野：前、夏だったよね？

ＧＭ：だいたいそれぐらいのイメージでした。なので、今回のシナリオは、季節が秋に移うつり変かわっている頃ころになりますね。

しの：今、私たちはどこにいて、何をしてるんですか？

ＧＭ：まず最初の一ヶ月は、ファントムセルの目をくらませるために、日本各地の支し部ぶを転々としました。

藤澤：た、たらい回しにされてたんですか？（笑）

ＧＭ：ファントムセルの追つい跡せきを振ふり切きるための処しよ置ちなので、そこは我が慢まんしてもらったということで（笑）。んで、その後の一ヶ月はとある学園に身を寄よせています。

矢野：とある学園？

ＧＭ：ええ。というわけで、まず今回の主な舞台となる学園について説明しましょう。

一同：はーい。

ＧＭ：まず学園の正式名めい称しようは、加か賀がの宮みや学園と言います。

藤澤：加賀宮学園……と（メモしてる）。

ＧＭ：前回の舞台である暮林市は沿えん岸がん部ぶにある工業都市でしたが、今回は内陸にある自然豊ゆたかな都市、加賀宮市に設せつ立りつされた全ぜん寮りよう制せいの小中高一いつ貫かん校こうになります。規き模ぼはそれほど大きくなく、小中高すべて合わせて五百人ほどになります。

しの：ふむ、生徒数は少ないんですね。

藤澤：でも、私たちがそこに入れられるってことは、普ふ通つうの学校じゃないんですよね？

ＧＭ：ええ。ＵＧＮ学園とでも言いましょうか。ＵＧＮが出資して作った学校で、レネゲイド事じ件けんに巻まきこまれた子こ供どもたちを保護するための施し設せつのひとつです。

鈴吹：ああ、そうか。もしかして、事件の被ひ害がい者しやの子供だけを生徒として受け入れてるから生徒数が少ないのか？

ＧＭ：そういうことです。ちなみに学園長は霧谷雄吾きりたに・ゆうご。

一同：霧谷かい！（笑）

矢野：ＵＧＮ日本支部の支し部ぶ長ちようで忙いそがしいだろうに……何やってんだ（笑）。

ＧＭ：ほら、メイド喫きつ茶さ作る人ですし、その勢いきおいで学校のひとつぐらい作っててもおかしくないですよ、うん。

しの：いや、それはさすがにどうかと（笑）。

鈴吹：ちなみに子供を保護する施設ってことは、ＵＧチルドレンの育成機関なのか？

ＧＭ：いえ、育成よりも保護に重点を置いた施設になります。オーヴァードになった子にはレネゲイドコントロールの訓練が課せられますが、あくまで暴ぼう走そうしないようにという最さい低てい限げんのものですね。あと、オーヴァードじゃない子もいます。

矢野：単たん純じゆんに被害者ってだけの子もいるわけか。

ＧＭ：はい。いろんな事じ情じようで───たとえば記き憶おく処しよ理りが難むずかしかったり、国元に置いておくのは危き険けんだと判はん断だんされた場合、加賀宮学園で保護する感じですね。

藤澤：それで、私たちはそこの生徒をしていると。

ＧＭ：その通り。

鈴吹：ちなみに俺は？

ＧＭ：校こう務む員いんか教きよう師し、どちらかお好きな方をやってもらおうかと（笑）。

鈴吹：なら、校務員だな。元軍人の厳いかめしいおっさんだし、教師って柄がらじゃない（笑）。

ＧＭ：了りよう解かいしました（笑）。あと、この学園には日本だけでなく、世界各地の子供を保護しています。比ひ率りつとしては日本人四：外国人六ぐらいですね。

矢野：結けつ構こう、外国人多いんだな。

ＧＭ：ええ。アメリカ、イギリス、ドイツ、ベラルーシ、スーダン、etc,etc,さまざまな出身国の子供たちがいます。

藤澤：それだと、真也以外のみんなも普通に馴な染じみやすそうだね。

ＧＭ：そうですね。違和感とかはあまり感じないでしょう。というわけで、そんな加賀宮学園が舞台となります。

一同：はーい。

ＧＭ：では、舞台を説明したところで、次にハンドアウトを読み上げて行きましょう。




▼諏訪原真也用ハンドアウト

ロイス：冬野真樹ふゆの・まき　　　推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：親近感／ネガティブ：恐きよう怖ふ

カヴァー／ワークス：高校生／指定無し

　ＵＧＮの保護を受けてから二ヶ月後、キミは加賀宮学園の生徒として生活している。

　高等部教師兼寮りよう監かんである冬野真樹の力ちから添ぞえもあり、ここでの生活にも慣なれてきた。

　両親の行方ゆくえが分かるまでの仮かり初そめの日にち常じよう。

　今日も学園での生活が始まる。




矢野：この冬野って人はどんな人なの？

ＧＭ：真也が住んでる男子寮の寮監ですね。ぼさぼさの髪かみを目が隠かくれるぐらいまで伸のばした、地味な雰ふん囲い気きの持ち主です。いつもぽややんと笑っていて、いかにもいい人という感じ。

矢野：いい人なのか。

ＧＭ：ええ、いい人です。みなさんと同じく一ヶ月前に赴ふ任にんしてきた新任の先生で、同時期に来た真也のことを何かと気にかけてくれている感じですね。

矢野：なるほど、了解。




▼エミリア・ラウラ用ハンドアウト

ロイス：ヴァイオリンの少年　　　推奨感情　ポジティブ：保護／ネガティブ：不安

カヴァー／ワークス：高校生／指定無し

　キミが加賀宮学園での生活を始めてから一ヶ月。

　ある日、キミは日直当番なのに朝寝ね過すごしてしまった上に、学校へと向かう途と中ちゆうでひとりの少年とぶつかってしまった。初等部の子だろう。ヴァイオリンを抱かかえた子だ。

　驚おどろいた顔で尻しり餅もちをついている少年を助け起こすため、キミは手を差さし伸のべた。




藤澤：これは、食パンをくわえてぶつかるわけですね！

ＧＭ：それはまた、すごい王道なファーストコンタクトですね（笑）。

しの：ベタベタだー（笑）。

矢野：しかし、ヴァイオリンの少年か……。なんか『人造人間キカイダー』とかしか出てこないんだが（笑）。

鈴吹：あれはヴァイオリンじゃなくてギターじゃないか（笑）。

ＧＭ：ちなみに、この子の持ってるヴァイオリンには武ぶ器きは仕し込こまれてないですよ（笑）。

しの：じゃあ、ヴァイオリンケースの方に───。

ＧＭ：ないですから！（一同爆笑）




▼アイヴィ・ノールズ用ハンドアウト

ロイス：ユーリ・アンスラン　　　推奨感情　ポジティブ：友ゆう情じよう／ネガティブ：不安

カヴァー／ワークス：小学生／指定無し

　キミが加賀宮学園に入学してから仲良くなった友達。それがユーリだ。

　彼はキミと同じく音楽を志こころざす少年で、優すぐれた腕うでを持つヴァイオリニストでもある。

　ある日の放課後、ユーリと一いつ緒しよに音楽を演えん奏そうしている途中、キミは彼の様子がおかしいことに気づいた。なんだか演奏に集中できていないような……。

　何かあったのだろうか？




しの：ユーリくん……どんな子なんですか？

ＧＭ：フランス出身で、アイヴィと同じ十二歳さいの男の子です。ちょっとクセのある金きん髪ぱつに、碧へき眼がんで、いかにも育ちが良さそうな感じで物もの腰ごしは穏おだやか。一言で言うなら……天使みたいなという表現が似合う子ですね。

しの：ほほう。同じく音楽を志す者として仲良くなった感じですかね。

ＧＭ：それでＯＫです。アイヴィは有名人でしたし、彼の方は名前を知っていたのかも。

藤澤：そっか。アイヴィはピアニストで、演奏会とかもやってたんでしたよね。

しの：ちなみにこの子はオーヴァードなので？

ＧＭ：いえ、オーヴァードではありません。一いつ般ぱん人じんです。もしかしたら、アイヴィと同じような理由でさらわれそうなところを保ほ護ごされたのかも。

しの：なるほど。それならお互たがいに共感できるところも多そうですねー。




▼ガブリエル・ガルシア用ハンドアウト

ロイス：霧谷雄吾　　　推奨感情　ポジティブ：同どう情じよう／ネガティブ：敵てき愾がい心しん

カヴァー／ワークス：校務員／指定無し

　霧谷の計らいで身を寄よせることになった加賀宮学園。

　キミは校務員として、学園での日々を過ごしている。

　ファントムセルにさらわれて以来、訪おとずれることの無かった平へい穏おんな時間。

　最初はうまく馴な染じめるかとも思ったが、意外となんとかなるものだ。

　だが、不安もある。この平穏な日にち常じようはいつまで続くのだろうか。




矢野：たぶん、小学生とかに懐なつかれたりしてるんじゃないかと予想してみる。

しの：身体からだ大きいですし、人間ジャングルジムになってそうですよね（笑）。

ＧＭ：男の子とかには、義手とか格好良く見えてそうな気はしますね。「メカ、カッケー！」って感じで（笑）。

鈴吹：俺はロボか！（一同爆笑）

ＧＭ：ほら、身体の半分は機械化してるって設せつ定ていですし。

鈴吹：まあいいけどさ（笑）。ちなみに全ぜん寮りよう制せいってことだったけど、俺も寮に住んでるのか？

ＧＭ：ええ。霧谷の配はい慮りよもあって、真也と同じ男子寮に部屋を割わり当てられています。

鈴吹：そうか。その方が何かあった時に便利だし助かるな。

ＧＭ：ちなみにエミリアとアイヴィは同じ女子寮に住んでますよ。

藤澤：はーい。

しの：了りよう解かいしました。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：さてさて、ハンドアウトを配ったところで、次はキャラクターの成長をお願いします。

一同：はーい。

しの：前回で経験点を稼げましたし、今回はいろいろ成長できそうです。

藤澤：（ルールブックを開きつつ）んー、どのエフェクトを取ったらいいですかね？

矢野：とりあえず、持ってるエフェクトのレベルを上げるといいと思いますよ。新しいのを取ってコンボの組み合わせを増やすと、侵蝕率も上がりやすくなりますし。

藤澤：なるほどなるほど。

鈴吹：あとは余裕があるなら、占いに使えそうなエフェクトを一個ぐらい取るといいんじゃないか。

藤澤：いいですね（笑）。何かいいエフェクトは……（ルールブックとにらめっこ中）。




　手に入れた経験値で成長を始める一同。

　ルールブックやサプリメントとにらみ合うこと一時間後、成長は無事に終しゆう了りようした。




ＧＭ：みなさん、成長は終わりましたか？

一同：はーい。

ＧＭ：では、それぞれ報ほう告こくをお願いします。







ＵＧＮ　正式名称、ユニバーサル・ガーディアンズ・ネットワーク。オーヴァードを支援し、非オーヴァードとの共存をはかる組織。

グループＳＮＥ　『ソード・ワールド[image: ]』を始め、数多くのＴＲＰＧデザイン・製作を行なってきたクリエイター集団。アナログゲーム製作だけでなく、小説執筆や海外出版物の翻訳なども行なっている。

ドラゴンマガジン　富士見書房が隔月刊行するライトノベル雑誌。富士見ファンタジア文庫の母体雑誌でもある。

ＵＧチルドレン　幼い頃からＵＧＮの施設で育てられ、オーヴァードとして戦闘訓練を受けてきた子供たちのこと。

『人造人間キカイダー』　悪の組織ダークと人造人間キカイダーの戦いを描いた石ノ森章太郎原作の漫画。

ヴァイオリンじゃなくて～　『人造人間キカイダー』の主人公キカイダーが人間の姿でいる時のトレードマークがギターである。
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▼諏訪原真也　～矢野俊策

矢野（以下、真也）：じゃあ、まずは僕ぼく……諏訪原真也から。【肉体】を１点上げて、あと《孤こ独どくの魔ま眼がん》を取ったよ。

ＧＭ：能のう力りよく値ちを上げてきましたか。

真也：判定の時、素で振れるダイスの数を底上げしないと不安でさ（笑）。これで【肉体】６になったから、ちょっと安心できたかな。

しの：《孤独の魔眼》もいいですね。範はん囲い攻こう撃げきの被ひ害がいを抑おさえられますし。

ＧＭ：うーむ、防ぼう御ぎよ能力がより充じゆう実じつするのか。厳きびしいなあ（笑）。

藤澤：そういえば、前回と違ちがって、今回はプリプレイで成長するんだね（笑）。

真也：ＵＧＮの保護を受けたし、時間も二ヶ月経たってるしね。レネゲイドコントロールの訓練をちゃんと受けたり、右手の歯車の使い方を少し認にん識しきした感じ。

藤澤：ああー、なるほど。

しの：能力の応おう用ようの仕方を学んだと。

真也：だね。ところでＧＭ、ひとつ確認しておきたいんだけど、両親の行方については新しい情報が入ってたりする？

ＧＭ：ＵＧＮが探ってくれていますが、残念ながら手がかりは見つかってないですね。

真也：そっか……。それだと、ちょっとヤキモキしながら学校生活してるかもな。




▼エミリア・ラウラ　～藤澤さなえ

ＧＭ：では、次は藤澤さん、お願いします。

藤澤（以下、エミリア）：オッケー。エミリア・ラウラだよ。今回は《クリスタライズ》と《レインフォース》を２レベルまで上げて、《インスピレーション》も取った！

ＧＭ：《インスピレーション》……ＧＭに直ちよく接せつ質しつ問もんできるエフェクトですか。

エミリア：これで、念願の占いができるようになったんだよ！

ＧＭ：ちゃんとデータ的な裏うら付づけが付いたと。

エミリア：うん、やっと……やっとだよ。今いま更さらかよって感じがいいよね（一同爆笑）。

しの：Ｘ島では全然だったのに（笑）。

エミリア：外に出た途と端たん、ちゃんと占いできるようになっちゃった（笑）。

真也：たぶん、Ｘ島ではそういうのやらせてもらえなかったんだろなあ。

ＧＭ：それが外に出て普通に練習できるようになって、才さい能のうがようやく開花したと。

エミリア：うん、そんな感じかな（笑）。




▼アイヴィ・ノールズ　～しのとうこ

ＧＭ：では、次はしのさん。報告をお願いします。

しの（以下、アイヴィ）：はい、アイヴィ・ノールズです。今回は露つゆ払はらいの能力を強化しましたよ。使うときついエフェクトなので、取るか迷まよったんですけど……。

エミリア：何のエフェクト取ったの？

アイヴィ：えーっと……《マシラのごとく》２レベル取っちゃいました（笑）。

ＧＭ：それはまた、侵蝕率の高いエフェクトを取りましたね（笑）。

エミリア：（ルールブックをめくりながら）うわっ、それ使ったら、一気に侵蝕率10点も上がるじゃん！

真也：今でも結けつ構こうきついのに、よく取ったな（笑）。

鈴吹：でも、アイヴィは戦闘だと先手取るから、確かく実じつに敵てきを仕し留とめてもらえると助かるのも確たしかだよな。

アイヴィ：そうなんですよ。これでいよいよ、最初の一発で全力を尽つくしたら、あとは寝ねてるだけな勢いに（笑）。

ＧＭ：ずいぶんとピーキーなキャラになってきましたねえ。

アイヴィ：あと、攻撃を命中させやすくするために《光の衣》を取りました。

ＧＭ：今でもアイヴィの攻撃はきついのに……。勘かん弁べんしてください（一同笑）。




▼ガブリエル・ガルシア　～鈴吹太郎

ＧＭ：では、最後。社長、報告をお願いします。

鈴吹（以下、ガブリエル）：ガブリエル・ガルシアだ。んで、成長なんだが……それについて、ちょっと相談したいんだよ。

ＧＭ：はい、何でしょうか？

ガブリエル：実はセッション中に成長させたいんだ。

ＧＭ：前回は真也でしたけど、今回はガブリエルですか（笑）。

ガブリエル：今、攻撃も防御も中ちゆう途と半はん端ぱな感じなんだが……。どっちを成長させるべきか決めきれなくてな。まあ、俺のわがままなんで、ダメならダメって言ってくれ。

ＧＭ：そうですね……。（しばし黙もつ考こうし）それでいいですよ。

アイヴィ：おっ、許きよ可かが下りましたね。

ＧＭ：ガブリエルが取得できるエフェクトを考えると、今回のシナリオは途中で成長できるようにしておいた方が面白くなるかなと思いまして。

ガブリエル：むっ、なんか意味深な発はつ言げんだな。

エミリア：どういう意味かな？

ＧＭ：そこは後々のお楽しみです（笑）。では、ガブリエルの成長については、保ほ留りゆうということで先に進めましょう。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：キャラクターの成長も終わったところで、ＰＣ間ロイスを結んで参りましょう。今回の順番は、真也[image: ]ガブリエル[image: ]アイヴィ[image: ]エミリア[image: ]真也で。

エミリア：おっ、今までとは順番逆ぎやくなんだね。

ＧＭ：ええ。今回はシナリオも前とは一風変わったものにしてみたので、ＰＣ間ロイスの方にも変化をつけようと思いまして。

真也：なるほど。じゃあ、まずは僕からガブリエルへか。

ガブリエル：父さん……と呼よんでくれていいんだぞ？

一同：……えっ？

ガブリエル：冗じよう談だんだ。一度言ってみたかったんだよ（一同爆笑）。

真也：よかった。さすがに父さんとは呼べないよ（笑）。

ＧＭ：真也のお父さん、ちゃんといますからね（笑）。さて、それでは真也、ガブリエルへのロイスを結んでください。

真也：ポジティブは〝信しん頼らい〟、ネガティブは〝隔かく意い〟にするよ。大人で頼たよりになるなあと思ってるけど、身体からだを機械化してたり違う部分も多いから距きよ離りを置いてる感じかな。

ガブリエル：あと砂すなっぽいからだろ？（笑）

真也：そうそう、砂っぽいし（笑）。

ＧＭ：では、次はガブリエルからアイヴィへ。

ガブリエル：ポジティブは〝慈じ愛あい〟だな。学園で普通の小学生として過ごしているところを見て、やっぱり子こ供どもなんだよなと再さい認にん識しき。守ってやらないとなと考えている。

アイヴィ：おおー。ネガティブは何ですか？

ガブリエル：〝不安〟だな。いつまでこんな普通の生活をさせてやれるんだろうなと不安を感じてるわけだ。

アイヴィ：分かりました。じゃあ、次は私からエミリアですね。ポジティブ〝友情〟、ネガティブ〝不安〟で取りますよ。相変わらず仲良しなんですけど、学園に来て初等部と高等部に分かれているので、他の人に迷めい惑わくかけてないかとハラハラしていたり（笑）。

エミリア：心配されてる!?（笑）

ガブリエル：アイヴィの方がお姉さんっぽいのは変わらずか。

アイヴィ：ですね（笑）。

ＧＭ：では、最後。エミリアから真也へ。

エミリア：ポジティブ〝友情〟かな。ちゃんと仲良くなってるよー。

真也：まあ、二ヶ月一緒に行動してるしね。たぶん、訓練に付き合ってもらったりもしてるんだろうな。

エミリア：もちろん。で、ネガティブは〝恐怖〟にするね。真也の力がどんどん強くなっていってるから、そのことに怖こわさを感じてたりもするの。

ＧＭ：なるほど。了解しました。では、ＰＣ間ロイスを結び終えたところで、オープニングフェイズに参りましょう。みなさん、よろしくお願いします！

一同：よろしくお願いしまーす。







《孤独の魔眼》　重力で攻撃を自分に引き寄せるバロールのエフェクト。

《クリスタライズ》　相手を結晶化させて粉砕するモルフェウスのエフェクト。

《レインフォース》　武器の強度を上げて、威力を増すモルフェウスのエフェクト。

《インスピレーション》　ＧＭに直接ＹＥＳ／ＮＯ形式で質問できるノイマンのエフェクト。

《マシラのごとく》　神経速度を上げ、超高速で攻撃を行なうハヌマーンのエフェクト。

《光の衣》　光の屈折率を変更し、自身の姿を隠すエンジェルハィロゥのエフェクト。
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　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆校こう務む員いんの朝は早い


Scene Player ─── ガブリエル・ガルシア






　加か賀がの宮みや学園、小鳥のさえずる早朝。ガブリエルは竹たけ箒ぼうきを手に、初等部校こう舎しや前を歩いていた。

　校務員として働くこと一ヶ月。この生活にもずいぶんとなれた。

　今日の仕事は掃そう除じからだ。




ＧＭ：オープニングはガブリエルのシーンから。侵しん蝕しよく率りつを上げてください。

ガブリエル：俺おれからか。侵蝕率は……（ダイスを振ふる）おっ、１上がった。

アイヴィ：いい出目ですねー。

ガブリエル：出だしは好調といったところだな。んで、どういう状じよう況きようなんだ？

ＧＭ：ＵＧＮの保ほ護ご下に入ってから二ヶ月後。ガブリエルはＵＧＮの保護施し設せつ───加賀宮学園で校務員をしています。現げん在ざいは早朝帯で、初等部校舎周辺の清掃時間。冬が間近な季節、地面にはかなりの量の落ち葉が積もっている。

ガブリエル：なら、竹箒を手に落ち葉を集めるとしよう。……しかし、ずいぶんと量があるな。こいつは苦労しそうだ。

エミリア：おおっ、ちゃんと仕事してる～。

ガブリエル：そりゃするだろ（笑）。俺は元軍人だし、納なつ得とくできる規き律りつはきちんと守るぞ。こういう仕事もそんなに苦には感じないな。

ＧＭ：ガブリエルが掃除を始めてから一時間後、落ち葉がちょっとした山を作るぐらい集まる。そして、時じ刻こくは登校時間になり、周囲に学生たちの姿すがたがちらほらと見え始めます。

ガブリエル：もうそんな時間か。

ＧＭ：登校する学生たち───特に元気のいい少年たち数名が、ガブリエルに近づいてくる。「あっ、ガブリエルだ！　おっはよー！」

ガブリエル：ずいぶんと親しげだな。俺は怖こわがられたりしてないのか？　右手の義ぎ手しゆとかあきらかに普ふ通つうじゃないと思うんだが。

ＧＭ：むしろメカチックなところに子こ供どもたちは惹ひかれてる感じですね。

アイヴィ：そういうのに憧あこがれる年とし頃ごろなんでしょうか？（笑）

ＧＭ：ガブリエルのメカ部分を少年たちがキラキラした目で見つめてたりする。「ガブリエル、今日も格かつ好こいいなぁ！」（笑）

エミリア：格好いいってさ、ガブリエル！　よかったじゃん（笑）。

ガブリエル：悪い気はしないな（笑）。じゃあ、なつく子供たちに挨あい拶さつしようか。（妙みようにほがらかな笑顔で）みなさん、おはようございま～す。

一同：……えっ？

ガブリエル：あと、子供たちにせがまれて肩かたに乗せてやったり、腕うでを曲げて、ぶら下がらせてやったりするぞ。はっはっはっ、みんな今日も元気だな～（[image: ]すごいほがらか）。

一同：!?!?!?




　突とつ然ぜんのガブリエルの変へん貌ぼうに驚きよう愕がくする一同。




ガブリエル：今日も勉強に遊びに、一日がんばれよ～（[image: ]超ちようほがらか）。……と、そんな感じで俺は子供たちを送り出すわけだが───。

一同：…………。

ガブリエル：どうした、みんな急に黙だまり込こんで？

アイヴィ：ど、ど……。

ガブリエル：ん？

アイヴィ：どうしたじゃないですよ！　性せい格かく変わりすぎでしょう!?（一同爆笑）

真也：なんで、そんなに穏おだやかになってるんだ（笑）。

エミリア：そうだよ、ガブリエルってもっとこう……渋しぶい感じだったじゃん（笑）。

ガブリエル：ここ一ヶ月ほど平へい穏おんだったみたいだし、子供たちにも好かれてたんでな。性格が丸くなったんだよ（笑）。




　丸くなりすぎです。




ＧＭ：想そう像ぞう以上になじんだなぁ。面おも白しろい（笑）。さて、しばらくじゃれついて満足すると、子供たちは元気に手を振ふりながら立ち去る。「またな～、ガブリエル！」

ガブリエル：おう、またな。……さて、俺も仕事再さい開かいといくか。

ＧＭ：では、あなたがゴミ袋ぶくろを手に落ち葉の処しよ理りに戻もどろうとしたところで、背はい後ごから声をかけられますよ。「ずいぶんと子供たちに好かれているようですね」

ガブリエル：誰だれだ？　後ろへ振り向くぞ。

ＧＭ：そこには穏おだやかな微び笑しようを浮うかべるスーツ姿の男───霧谷雄吾がいます。

ガブリエル：ああ、あんたか。久ひさしぶり……になるのかな？

ＧＭ：ええ。彼はここの学園長ですが、日本支し部ぶの仕事もあるので滅めつ多たに学園にはいません。今回は二週間ぶりぐらいの来らい訪ほうになります。

ガブリエル：なら、一いち応おう軽くお辞じ儀ぎして言おう。……久しぶりだな。

ＧＭ：それに対して霧谷は微笑ほほえんで。「お久しぶりです、ガブリエルさん。そんなにかしこまる必要はありませんよ。楽にしてください」

ガブリエル：そうかい。なら、お言葉に甘あまえさせてもらおう。……それで、今日は何の用だ？

ＧＭ：「あなた方が学園になじめているか確かく認にんしに。もっとも余よ計けいな心配だったようですが」先ほどの子供たちとのやり取りを思い出して、霧谷がくすりと笑う。

ガブリエル：義手に触ふれながら答えるぞ。……こんな俺を好いてくれる子供たちには感かん謝しやしてるよ。この学園はいいところだな。まるで……天国のようだ。

ＧＭ：その言葉に霧谷は満足そうにうなずく。「その言葉が聞けただけでも、来た甲か斐いがありました。これで安心して仕事に戻れます」

ガブリエル：もう行くのか？

ＧＭ：「ええ。強ごう引いんにスケジュールを入れたので、早く日本支部に戻らないと部下に仕事をしろと怒おこられてしまいますから」

ガブリエル：なるほど。組そ織しきの上に立つってのも大変なもんだな。

ＧＭ：「その分、やりがいはありますよ。何かあったら連れん絡らくをください。では私はこれで」最後に自分の連絡先を渡わたすと、彼は立ち去ります。

ガブリエル：なら、霧谷の連絡先をポケットにねじ込んで、俺も仕事に戻ろう。

ＧＭ：では、ガブリエルが落ち葉掃きを再開したところで、シーンを切りましょう。







◆Opening 02◆起き床しよう


Scene Player ─── 諏訪原真也






　加賀宮学園男だん子し寮りよう。窓まどからはまばゆい朝日が差し込むさわやかな朝。

　ベッドの上で、真也がむくりと身体からだを起こした。




ＧＭ：では次は真也のオープニングになります。

真也：おう。それじゃあ侵蝕率を上げて……ぐあ!?　９も上がった……。

アイヴィ：ガブリエルから一転、一気に上がりましたね（笑）。

真也：まあ、まだ最初だし大だい丈じよう夫ぶだろ。

ＧＭ：そんな風に油ゆ断だんしていると、あとあとひどい目に……（笑）。

真也：不ふ吉きつなこと言うなよ！（一同爆笑）

ＧＭ：ふっふっふっ、話を進めましょう（笑）。加賀宮学園の男子寮、朝の一ひと幕まくといった感じで、寮の自室で目を覚ますところから話は始まります。

エミリア：ちなみに寮の部屋ってどんな感じなのかな？

ＧＭ：広さ六畳じようほどの個こ室しつですね。ワンルームタイプの部屋で、個室設せつ備びとしてエアコンとベッド、机つくえにクローゼットなどがあります。

ガブリエル：必要なものは最初からそろってる感じか。

ＧＭ：ですね。あと共用設備として食堂があって、朝夕は食事が出ます。女子寮の方も同じような感じだと思ってください。

エミリア＆アイヴィ：はーい。

ＧＭ：というわけで、窓から差し込んでくる太陽の光に、真也は目を覚ます。外では小鳥がさえずり、玄げん関かんの方からは同じ寮に住む学生たちの声がざわざわと聞こえてくる。

真也：もう朝か……。あくびを嚙かみしめながら起きて、とりあえず寮の食堂へ向かうよ。朝食出るらしいし。

ＧＭ：では、部屋から共用廊ろう下かに出ると、すでに多数の生徒たちが行き交かっています。何人かは真也に気づいて挨あい拶さつしてくる。「おう、真也」「おはよーさん」「ういーっす、真也」

真也：おう、おはよう。適てき当とうに挨拶を返しながら食堂へ行く。

ＧＭ：食堂はそれなりに広く、二十人ほどの男子が席についている。ひとりで黙もく々もくと食べている者もいれば、仲良くグループで集まって食べていたりと、過ごし方はいろいろですね。

真也：とりあえず食事を受け取ろう。カウンターとかで配ってるのかな？

ＧＭ：です。メニューは和洋中のローテーションで今日は洋食。トーストとフレッシュサラダにベーコンエッグ。トーストにぬるバターやジャムは自由に取れて、飲み物はオレンジジュースや牛ぎゆう乳にゆうなどからやはり好きなものを選んでという感じです。

真也：じゃあ、バターと牛乳を選んで、朝食を受け取るよ。ガブリエルはもう仕事に出てるみたいだし、ひとりで食べるから適当な席に座ろう。

ＧＭ：では、真也がひとりで食事をしていると、ひとりの青年が近づいてくる。ぼさぼさの髪に寝ね癖ぐせをピンピンと跳はねさせている、どこか夢見心地な笑みを浮かべた男───男子寮の寮監の冬野真ま樹きです。

エミリア：この人が冬野先生か～。

ＧＭ：「やあ、おはよう真也君。ふわぁあ……」挨拶と同時、眠ねむそうにあくびをかみ締しめる冬野。これはほぼ毎日、日課のように繰くり広ひろげられている光景ですね。

アイヴィ：毎日、挨拶してあくびするんですか？（笑）

ＧＭ：するんです（笑）。

真也：なんか先生というわりには、間の抜ぬけた感じのする人だな（笑）。

ＧＭ：たしかに、もっさりした風ふう貌ぼうとあいまってぼんやりしてる印象が強いですね（笑）。彼は人のよさそうな笑みを浮うかべながら言う。「前の席、いいかな？」

真也：ええ、どうぞ。

ＧＭ：にこにこ笑いながら冬野は真也の前に座ると、早速話しかけてくる。「真也君が学園に来てからもう一ヶ月だねぇ。ここの生活には慣なれたかい？」

真也：えーっと……。ちなみにこの学園って世界中の子供たちを保ほ護ごしてるんだよな？

ＧＭ：そうですよ。周囲を見み渡わたせば、日本だけでなく、アメリカやフランス、ロシア、中国、ドイツ、インド、etc, etc,……。さまざまな国の子供がいます。

エミリア：外国人がいっぱいだ（笑）。

真也：なんだよね。そういう環境は初めてだし、まだ戸と惑まどってる気がするな。……えっと、まだここに来て一ヶ月ですし、完全には慣れてないですね。

ＧＭ：「そっかぁ。まあ、ここは他とは違ちがっていろいろと特とく殊しゆな学校だし、一ヶ月で慣れろといっても難むずかしいよねぇ」冬野はその気持ちも分かるよとばかりに、何度もうなずく。

真也：でもまあ、最初の頃ころよりはマシになったと思います。

ＧＭ：「そっか、それはよかった。まあ、何かあったら気軽に相談してくれていいからね」冬野はのほほんと笑いながら言い、トーストをかじる。

真也：こくりとうなずいてから、残りの朝食を食べ終えて先に上がるよ。……それじゃあ冬野先生、お先に失礼します。

ＧＭ：すると、冬野はぽややんと微笑んで───。




「遅ち刻こくしないように気をつけてね。行ってらっしゃい」

　交わされる他愛もない朝の挨拶。

　そして今日も、平穏な学園生活が始まる。







◆Opening 03◆忘わすれていた役目


Scene Player ─── エミリア・ラウラ






　階かい段だんから跳ちよう躍やく、そして着地と同時にダッシュ。

　猛もう然ぜんと走るエミリアの姿すがたに女子たちが驚おどろくが、そんなことに構かまっていられない。

　女子寮を飛び出しながらエミリアが叫さけぶ。

「今日、日直だったの忘れてた───っ！」




ＧＭ：では、次のシーンプレイヤーはエミリアです。

エミリア：はーい。侵しん蝕しよく率りつを上げるね。……うわ、９も上がった！

ガブリエル：真也に続いて飛ばしてるな。

アイヴィ：ガブリエルとは対照的ですね。

エミリア：とほほだよ～。

ＧＭ：まだ最初だから大だい丈じよう夫ぶですよ（笑）。それでは朝、学校に行くところからシーンは始まります。午前八時十分───普通なら遅刻する時刻じゃないですが、今日は日直当番で早めに登校しないといけない日なので、ちょっとデンジャラスな感じです。

エミリア：しまった、昨日もうちょっと早く帰ってくればよかった！　慌てて寮から飛び出しながら叫ぶよ。

アイヴィ：早く帰ってくれば？　何か用事でもあったんですか？

エミリア：（しれっと）友達と一緒に、夜中に寮を抜ぬけ出して街で遊んでた！

ＧＭ：ぶほっ！　そんなことしてたんですか!?

エミリア：やっぱり寮生活といったら抜け出ししないと。仲良くなった子から抜け道を教えてもらって、モルフェウスの能のう力りよくで作ったバイクで一緒に遊びに行ったりとかさ！（笑）

ガブリエル：盗ぬすんだバイクどころか、作ったバイクで走り出してんのかよ（笑）。

真也：ずいぶんと馴な染じんでるな（笑）。

ＧＭ：馴染みすぎですよ（笑）。

エミリア：あはは（笑）。というわけで、やっちゃったーっと思いながら走ってるよ。

ＧＭ：では、駆け足で高等部校こう舎しやへと向かう途中、通学路に購こう買ばい部ぶの店があるんですが、その前を通り過すぎようとした時に、目の前に小さな人ひと影かげがすっと現あらわれます。

エミリア：わわっ!?　驚いてなんとか避よけようとする！

ＧＭ：しかし、一度ついた勢いきおいはそう簡かん単たんには止まりません（笑）。

エミリア：あ、あぶなーいっ！　そこの人、避けてー！

ＧＭ：エミリアの大声にようやく相手もあなたに気づきますが、時ときすでに遅おそし！　目の前に現れた人影───小さな少年とぶつかってしまう。




　互いの身体に衝撃が走る。ただ、少年の方が体重が軽かったらしい。

　エミリアは軽くよろめいただけだったが、少年が体勢を崩して転んでしまう。




ＧＭ：「うわっ!?」驚きの声を上げる少年、転んだ拍子に手からケースバッグがこぼれ落ちる。

エミリア：あっちゃ～、やっちゃった……。

ＧＭ：「いたた……」少年は尻しり餅もちつきながら、痛いたみに表ひよう情じようを曇くもらせる。あと、彼が落としたケースバッグは、エミリアの足元に転がっています。

エミリア：とりあえず相手の子の様子を確かめるよ。どんな子かな？

ＧＭ：ふわふわとした金きん髪ぱつ、明るい碧へき眼がんで、ちょっと華奢な少年ですね。見ているとつい守ってあげたくなる、小動物のような雰囲気があります。

エミリア：おおっ、可愛い男の子っぽい（笑）。

ＧＭ：ええ、〝天使のような〟という形けい容ようが似に合あいます。容よう姿しには多分に幼おさなさが残っていて、身長はエミリアよりも頭一個分低い。おそらく初等部の生徒でしょう。

エミリア：なるほどね～。じゃあ、足元のケースバッグを拾い上げて、少年に手を差し出して起こしてあげるよ。……ごめん！　大丈夫だった？

ＧＭ：「え、ええ……。大丈夫……です……」差し伸べられた手を取り、立ち上がろうとしたところで、エミリアを見た少年がぽかんとした表情で固まる。

エミリア：ん？　なに、あたしの顔に何かついてる？

ＧＭ：そんな言葉も届いていないのか、少年は時が止まったかのように動かない。呆ぼう然ぜんとエミリアを見つめ続けています。

エミリア：何だろ？　とりあえずもう一回声をかけてみるよ。……えっとキミ、大丈夫かな？　怪我けがとかしてない？

ＧＭ：心配そうにするエミリアに、少年はハッとして立ち上がる。「し、失礼しました！　あなたの方こそ、お怪我はありませんか？」逆ぎやくに気き遣づかうように問う少年。

エミリア：あたしは全然平気。それより本当にごめん！　ぺこぺこ謝しや罪ざいしながら、ケースバッグを渡すね。……中身壊こわれてたりしないよね？

ＧＭ：大丈夫ですよ。かなり頑がん丈じようなつくりのヴァイオリンケースで、軽く落とした程てい度どで中身に影えい響きようは出ませんから。

アイヴィ：ヴァイオリンケース……。

エミリア：アイヴィ、どうかした？

アイヴィ：いえ、ちょっと気になったので。……ああっ、どうぞ先に進めてください（笑）。

ＧＭ：では。少年はエミリアからケースバッグ───ヴァイオリンケースを受け取ると丁てい寧ねいに頭を下げて言う。「こちらこそ不注意でした。申もうし訳わけありません」

エミリア：なんか礼れい儀ぎ正ただしい子だね～。

ＧＭ：所作も洗練されていて、年ねん齢れい以上に大人びた雰ふん囲い気きはありますね。と、ふたりで謝しや罪ざいし合っていると、エミリアのクラスメイトの女子が通りかかって、怪け訝げんそうに立ち止まる。

エミリア：おっ？

ＧＭ：女子がエミリアに問いかける。「あれ、エミリア。あんた今日、日直じゃなかったっけ？　こんな時間にここにいていいの？」

エミリア：……ああっ、そうだった！

真也：そういや、日直で急いでたからぶつかったんだっけか（笑）。

エミリア：ごめん、あたしもう学校行かないと！　男の子にもう一度謝あやまってから、学校に向かってダッシュだよ！

ＧＭ：では、少年がぽかんと走り去るエミリアの後うしろ姿すがたを見送りシーン終了になります。




　偶ぐう然ぜん出会ったエミリアと少年。

　これが後に、ちょっとした騒さわぎを起こすきっかけになろうとは……。

　この時のエミリアには、知る由よしもなかった。







◆Opening 04◆放課後の演えん奏そう会かい


Scene Player ─── アイヴィ・ノールズ






　初等部の音楽室で、アイヴィは心躍おどらせながらピアノを演えん奏そうしていた。

　隣となりでは、この学園で知り合った友人のユーリがヴァイオリンを弾ひいている。

　放課後、彼と一緒に演奏するのがアイヴィの最近の日課なのだ。




ＧＭ：オープニング最後はアイヴィのシーンになります。

アイヴィ：はーい。

ＧＭ：さて、アイヴィは今、学園の初等部校こう舎しや───放課後の音楽室にいる。部屋にはあなた以外に友人のユーリがおり、今まさに一緒に演奏している最中ですね。

アイヴィ：分かりました。

ＧＭ：ユーリはアイヴィの隣に立ち、ヴァイオリンを構かまえて弦げんの上に弓を走らせています。

アイヴィ：私もご機き嫌げんでピアノの鍵けん盤ばんの上に指を走らせましょう。

ＧＭ：では、演奏を始めてから数分ほどが経けい過かしたところでアイヴィはふと気づく。どうも今日はユーリの演奏がおかしいと。

アイヴィ：おや？

ＧＭ：最初は気にならなかったんですが、だんだんと演奏がずれてきているのが分かるんです。彼のヴァイオリンの腕前はなかなかのもので、こういうことは珍めずらしい。

アイヴィ：ピアノの演奏を止めて呼びかけますよ。……ねえ、ユーリ。

ＧＭ：ところがユーリは反はん応のうしない。ピアノの音が止んでいるのにも気づかず、ぼんやりしたままヴァイオリンを弾き続けています。

アイヴィ：むむ、もう一度大きい声で呼びます。……ユーリ、聞こえてますか！

ＧＭ：すると、ユーリはびくりっと身体を震ふるわせて演奏を止め、驚きながらもアイヴィの方へと振り返る。「えっ……？　どうかしましたか、アイヴィ？」

[image: ]

アイヴィ：どうかしたのか、じゃないですよ。さっきから音がずれてます。

ＧＭ：「ああっ、すみません……」あなたの指し摘てきにしゅんとするユーリ。

アイヴィ：ユーリは最近ずっとこんな感じなんでしょうか？

ＧＭ：いえ、こうなるのは今日が初めてですね。

アイヴィ：（少し考えて）ちなみに身体からだのどこかをすりむいてたりとかしませんか？

ＧＭ：ちょっと袖そで口ぐちとか、ズボンの裾すそとかが汚よごれてますね。あと彼のヴァイオリンケースをよく見ると、どこかで落としたのか傷きずがついてたりします（笑）。

エミリア：もしかして……あたしが朝ぶつかった子ってユーリ？

ＧＭ：ええ、その通りです。

アイヴィ：やっぱり（笑）。ヴァイオリンケースって聞いた時にもしかしてとは思ったんですけど、当たりだったみたいですね。

真也：それでエミリアのオープニングの時に考え込こんでたのか。

アイヴィ：ユーリに聞きますよ。……何かあったんですか？　服が汚れてますし、ヴァイオリンケースにも傷がついちゃってるみたいですけど。

ＧＭ：「えっ!?　これはちょっと朝に……」アイヴィの質問に、彼は目に見えてうろたえる。

アイヴィ：そんなうろたえるなんて、朝に何があったんですか？

ＧＭ：「え、ええ。まあ、ちょっと……」落ち着かない様子で、そわそわするユーリ。

アイヴィ：ちょっとお姉さんっぽく嘆たん息そくして。……本当にどうしたんですか？　何か悩なやみがあるなら相談に乗りますよ。

ＧＭ：「それは、その……」

アイヴィ：人に言ってしまった方が楽になれることもありますしね。困こまった時は頼たよってください。私たちは友達でしょう？

ＧＭ：アイヴィの親身な態たい度どに、ユーリはしばし考え込んでから、決心したようにあなたを見つめます。「では、相談に乗ってもらえますか？」

アイヴィ：もちろんです。ピアノの椅い子すに座すわって改めて話しましょう。……それで、いったい何があったんですか？

ＧＭ：では、ユーリは照れくさそうにこう言う。「実はその……好きな人ができたんです」

アイヴィ：……なんと、びっくり。はぁ、最近の十二歳は進んでるんですねー。

ガブリエル：最近のって、アイヴィも同い年じゃないか（笑）。

アイヴィ：それはそうなんですが（笑）。ちなみに誰を好きになったのかを訊ききますよ。クラスメイトの名前とか、最近仲がよい女の子の友達の名前をつらつらと挙げてみたり。

ＧＭ：するとユーリは首を横に振ふって、はにかむように微笑み。「いや、初等部の子じゃないんです。今朝会ったばかりの方なんですけど、一目見た瞬間、好きになってしまって……」

アイヴィ：一ひと目め惚ぼれですか!?　……ユーリって結けつ構こう、情じよう熱ねつ的てきな子だったんですねぇ。

ＧＭ：彼自身、自分にそんな面があるとはと驚いていますよ。

アイヴィ：なるほど。……えーっと、とりあえず初等部の子じゃないということは、つまり───大人の女？（一同爆笑）




　いきなり何を言いますか。




ＧＭ：「ち、違いますよ！　確かに年上ですけど、たぶん高等部の学生だと思います」慌てて否ひ定ていするユーリ（笑）。

アイヴィ：年上の人なんですね。それで、どんな人なんですか？

ＧＭ：では、ユーリは朝に遭そう遇ぐうしたアクシデントについて話しつつ、好きな人物の特とく徴ちようを挙げていきますよ。「その人とは朝に購買部前でぶつかってしまって……」

エミリア：あ、朝に購買部前……？

ＧＭ：「金きん髪ぱつ碧へき眼がんで、とても元気のいい方で……」

真也：金髪碧眼で元気がいい（[image: ]エミリアをちらりと見る）。

ＧＭ：「あと真っ赤な薔薇ばらの髪かみ飾かざりと指輪をしてました。他には……ゴシック服というんでしょうか。ちょっと不思議な服を着てましたね」

ガブリエル：真っ赤な薔薇に───。

アイヴィ：ゴシックな服ふく装そうですか（[image: ]ガブリエルと一緒にエミリアを見る）。

エミリア：えっ、えっ？　あの、それってもしかして───。

ＧＭ：「お名前はたしか……友人の方がエミリアと呼よんでいました」

エミリア：あ、あたし───っ!?

ＧＭ：ええ、ユーリはあなたに一目惚れしたのです！

エミリア：がーんっ！　そんな……。こんなことなら、ちゃんとフラグを立てておくんだったーっ！（一同爆笑）

ガブリエル：どういうショックの受け方だ！（笑）

エミリア：フラグって重要だよ？（笑）あーあ、ちょっと素そっ気けなかったよねぇ。

ＧＭ：そこは今度会った時にがんばってもらうということで（笑）。ユーリが切なくため息を吐つきながらつぶやく。「エミリアさん……とても素す敵てきな方でした」

アイヴィ：何となく予想はしてましたけど……。内心、頭を抱かかえながら言いますよ。……それにしても一度しか会ってない相手を、よくはっきりと覚えられましたね。

ＧＭ：「目が合った瞬間、身体からだに電流が走って、あの人の姿が一いつ瞬しゆんで目に焼きついたんです」時が止まったと思えるほどの衝しよう撃げきだったとユーリは語る。

アイヴィ：そ、そこまで……（笑）。

ガブリエル：これは本気で惚ほれこんでるみたいだな。

エミリア：なんか、ちょっと照れちゃうね（笑）。

ＧＭ：分かります。言ってる俺も照れくさいんで（一同笑）。さて、そんな訳わけで、アイヴィの前にはもじもじするユーリがいるわけですが！

アイヴィ：とりあえず、エミリアさんと知り合いなのを隠かくしておくのもなんですし、ずばり言いましょう。……あの、実はその人とは知り合いっぽいんですけど（笑）。

ＧＭ：そう告げた瞬間、ユーリは驚く。「エミリアさんを知ってるんですか!?」

アイヴィ：う、うん。一ヶ月前、一緒に転校してきたんです。ユーリの勢いにたじたじしながら答えて、内心は「こんな子だったっけ？」って首を傾かしげてます。

ＧＭ：恋こいは人を変えるんです。

アイヴィ：変わりすぎですよ（笑）。

ＧＭ：それだけ、ユーリにとっては一大事なんですよ。彼は真しん剣けんな表情でアイヴィを見つめながら言う。「アイヴィ、できたらでいいんですけど……」

アイヴィ：エミリアさんのことを紹しよう介かいして欲ほしい───ってところですか？

ＧＭ：正せい解かいです。ユーリは照れくさそうにしながらも、こくりとうなずく。

アイヴィ：まあ、紹介するのはいいですけど……。いや、いいのかな？

ＧＭ：「お願いしますっ！」目をキラキラさせながら、アイヴィの手をガシッと握にぎるユーリ。

アイヴィ：（たじたじしながら）でも、私にできるのは紹介ぐらいですよ？

ＧＭ：「それで十分です。それじゃあ早速ですけど、明日の朝にお願いできますか。場所は……体育館裏うらあたりでどうでしょうか？」

アイヴィ：分かりました。じゃあ明日、エミリアさんに話してみます。

ＧＭ：「ありがとうございます！」

アイヴィ：はあ……。なんだか厄やつ介かいなことになってきましたね。




　輝かがやくような笑顔を浮かべるユーリを横目に、内心アイヴィはため息を吐ついた。

　想像の中でエミリアとユーリを並ならべてみるが、どうにも恋こい人びと同士の姿が想像できない。

　予想外の恋話に、アイヴィはぽつりとつぶやいた。

「この恋、どうなるんでしょうか」





＊　　　＊　　　＊






アイヴィ：なんかラブコメな展てん開かいでしたね（笑）。

ＧＭ：前回はヘヴィな展開盛もりだくさんだったので、今回は雰囲気を変えてみました。

ガブリエル：変わりすぎだ（笑）。いっそタイトルも変えるか？　学園ラブコメエクソダス！

エミリア：つまらない日にち常じようから恋の日常へ（笑）。

真也：これがあればどんな生活でも薔薇ばら色いろになります（笑）。

ＧＭ：それは勘かん弁べんしてください（笑）。







　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆告白


Scene Player ─── エミリア・ラウラ






　今日の朝食は和食だった。

　最初は苦戦していた箸はしの扱あつかいも、この一ヶ月でずいぶんとなれた……と思う。

　焼き鮭ざけの身をほぐして口に運んでいると、アイヴィが食堂にやってくる。

　何やら困こまった様子のようだが……何かあったのだろうか？




ＧＭ：では、ミドルフェイズに参りましょう。オープニングの翌日。場所は女じよ子し寮りようの食堂で、登校前の朝食時間。今日は日直じゃないので、ゆっくりできますよ。

エミリア：よかった（笑）。昨日は洋食だったから、今日は和食とかかな？

ＧＭ：では、和食ということで。ご飯に焼き鮭、大根の味み噌そ汁しるに野菜のおひたしなど、栄養バランスの考えられた献こん立だてがエミリアの前に並んでいる。

エミリア：おいしそうじゃん。いただきますして、早速食べ始めるよ～。

アイヴィ：そこに登場します。ユーリとの約束もありますし、エミリアさんと話がしたいので。

ＧＭ：どうぞ。侵しん蝕しよく率りつは上げておいてください。

アイヴィ：分かりました。では、朝食を持ってエミリアさんの正面の席に座すわって。……おはようございます、エミリアさん。

エミリア：おはよう、アイヴィ！

アイヴィ：エミリアさん、ちょっとお話があるんですけどいいですか？

エミリア：なに？（もぐもぐ）

アイヴィ：実はこの学園にきてからできた友達がいるんですよ。とてもヴァイオリンがうまい子で、よく一いつ緒しよに演えん奏そうしたりするんですけど。

エミリア：ふむふむ、それでそれで？（もぐもぐ）

アイヴィ：その子がその……エミリアさんに大変興きよう味みがあるらしくて……。それで彼と会ってあげてもらえませんか？

エミリア：別にいいけど……。あっ、ちなみにあたしはユーリが昨日ぶつかった子だと、全然気づいてないということで（笑）。

真也：ノイマンなのに（笑）。

エミリア：ほら、あたしうっかりさんだから（笑）。アイヴィに聞き返すよ。……別に会うのはいいけど、何であたしなの？　楽器とか弾ひけないけど大だい丈じよう夫ぶなのかな？

アイヴィ：あ、それは大丈夫です。とりあえず彼と会ってくれれば。……というわけで、エミリアさんをユーリのところへ連れて行きたいんですが。

エミリア：アイヴィについて行くよ～。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、朝食を終えた後、あなたたちが体育館裏うらへ向かうと、そこにはすでにユーリがいて、そわそわと待っています。

アイヴィ：手を振りながら声をかけます。……ユーリ、お待たせしました！

ＧＭ：声をかけると、彼は弾はじかれたようにあなたたちの方へと振ふり返り、にこりと微笑ほほえむ。「いえ、僕ぼくも今きたところですから」

エミリア：彼の顔を見てようやく気づくよ。……あっ、昨日ぶつかった子じゃん！　やっぱり怪我けがとかしてて、あの……怒おこられる……とか？

アイヴィ：いえ、それは大丈夫みたいですよ。怪我はないって言ってましたしね。

ＧＭ：「ええ、安心してください。ほら、この通り、大丈夫です」不安そうなエミリアを安心させようと、ユーリは身体をぐりぐり動かして無事をアピールする。

エミリア：そっか、よかった～。

アイヴィ：ただ、ある意味怪我より深しん刻こくな問題がありまして……。

ＧＭ：アイヴィが話を切り出すと、ユーリの顔に緊きん張ちようが走りますよ。かあっと顔を紅こう潮ちようさせてうつむいてしまいます。

ガブリエル：盛もり上がってきたな（笑）。現げん場ばを目もく撃げきしたいんだが登場していいか？

ＧＭ：どうぞ。登場は自由にしてかまいません。真也もよろしければどうぞ。

真也：いや、僕はもう少し様子見しておくよ。

ガブリエル：なら、俺おれだけ登場だな。体育館裏の花か壇だんの手入れをしていると、アイヴィたちの声が聞こえてきて、そちらを見るぞ。……あいつら、何やってんだ？

アイヴィ：たぶん、私はユーリとエミリアさんのことで手一杯なので、ガブリエルには気づかないと思います（笑）。

エミリア：あたしも気づかないかな（笑）。

ＧＭ：もちろんユーリもエミリアのことで頭がいっぱいなので気づかないですね。

ガブリエル：それでかまわん。雑ざつ草そうをむしりながら、ぼんやり三人のことを見てるから、俺のことは背はい景けいのひとつだと思って先に進めてくれ（笑）。

真也：本当にただ見たかっただけなんだ（笑）。

ガブリエル：だから、そう言ったじゃないか（笑）。

ＧＭ：では、背後でガブリエルが草むしりをしている一方、問題の三人は奇き妙みような緊きん張ちよう感に包まれながら対たい峙じしている。

アイヴィ：とりあえず、ユーリのことをエミリアに紹しよう介かいしましょう。……こちら、最近一緒に演奏をするユーリくんです。ヴァイオリンがとてもうまいんですよ。

ＧＭ：「ユーリ・アンスランといいます。先日は失礼しました」一歩前に出て、礼れい儀ぎ正ただしくお辞じ儀ぎするユーリ。

エミリア：あたしもにっこり笑って挨あい拶さつするね。こっちこそごめんね。エミリア・ラウラだよ。よろしくね！

アイヴィ：ふう、とりあえずここまでは順調ですね。

真也：ちなみにさ……。

ＧＭ：はい？

真也：ユーリは何かプレゼントとか用意してたりする？（笑）

ＧＭ：します（笑）。よく見るとユーリの手には、真っ赤な薔薇ばらの花束が握にぎられている。

アイヴィ：それはまたストレートな。というか昨日の今日でよく準備できましたね。

ＧＭ：園芸部あたりに頼たのみ込こんで手に入れたのです（笑）。ユーリは薔薇の花束をエミリアに差し出して言いますよ。「あの、これ受け取ってください！」

エミリア：え？　え？　いきなりのことにぽかんとしちゃうよ。

ＧＭ：呆気あつけに取られるエミリアに、ユーリはあわあわしながら。「薔薇の髪かみ飾かざりと指輪をしてらしたので、薔薇がお好きなのではと思って……。よろしければ受け取ってください！」

エミリア：じゃあ、薔薇の花束を受け取って。……綺き麗れいな薔薇だね。ありがと！

ＧＭ：「いえ、喜んでいただけて、僕も嬉うれしいです」テレテレと顔を赤くしながら、ユーリが頰ほおをぽりぽりとかく。

エミリア：でも、もらいっぱなしも悪いな……。お返しに、お昼のおやつ用の飴あめをあげる！

真也：薔薇と飴ってずいぶん安い交こう換かんだなぁ（笑）。

ＧＭ：それでも、ユーリはメチャメチャ嬉しそうに受け取ります（笑）。エミリアからもらった飴を両手で大事に持ちながら言う。「ありがとうございます！　これ、家か宝ほうにします！」

一同：家宝!?（爆ばく笑しよう）

エミリア：そんな大げさな！　お昼にでも食べて、ねっ？

ＧＭ：「そんなもったいないことできませんよ！」（一同爆笑）

エミリア：ええ───っ!?（笑）

アイヴィ：こ、このふたりは……もうメチャクチャだー！（笑）（[image: ]頭を抱えてる）

ガブリエル：あー……、助け船ぶねだした方がいいか？

アイヴィ：……いえ、もう少しがんばってみます！

ガブリエル：そうか（笑）。なら、俺は草むしりを続けるぜ。……ふう、今日も平和だ。

ＧＭ：相変わらず平へい穏おんなガブリエルであった（笑）。その一方で三人組の方は奇妙な方向にテンションが上がってきてるわけですが───。

アイヴィ：ここは少し強ごう引いんにでも修しゆう正せいしますよ。ちょっとエミリアさんを横に引ひっ張ぱって。……エミリアさん、エミリアさん。

エミリア：ん？　何？

アイヴィ：薔薇とかもらったんですよ？　もっとこう……何かないんですか？

エミリア：嬉しいよ。あたし薔薇好きだし！

アイヴィ：そうじゃなくってっ！（一同爆笑）

ＧＭ：エミリア、あくまで自分からは気づかないつもりですね？

エミリア：ほら、あたしって鈍どん感かんだから（笑）。

アイヴィ：くっ、さすがですねエミリアさん！（笑）　内心わなわなしながら。……うーん、これはどうしたものでしょうか……。

ＧＭ：（これはユーリから動いた方がいいかな……）では、ふたりがひそひそと話していると、ユーリが真しん剣けんな表ひよう情じようでエミリアを見つめますよ。

エミリア：おや？

ＧＭ：「エ……エミリアさん、少々よろしいですか！」

エミリア：えっ、うん。何かな？

ＧＭ：まっすぐに向かい合うエミリアとユーリ。ユーリはあなたをじっと見つめて───。

ガブリエル：もしかして告白か？

アイヴィ：いいですね。もう、それしかないかなと思ってましたし（笑）。

一同：（期待のまなざし）

ＧＭ：いや、そんな風に見られると……その……。うおぉおおお、ダメだ！　これから言うことを考えるだけで心が折れそうになる！（一同爆笑）

真也：あんたが挫くじけてどうすんだよ！（笑）

アイヴィ：ＧＭ、ファイトです！（笑）

ＧＭ：ちょ、ちょっと待ってください。（深しん呼こ吸きゆうして）よし、覚かく悟ご完かん了りよう！

エミリア：おおっ！

ＧＭ：耳まで真っ赤にしながらユーリは、「昨日会った瞬しゆん間かん、あなたが好きになってしまいました。大好きです！　僕とつき合ってください！」とエミリアに向かって告白します！

エミリア：その瞬間、あたしは目が点になっちゃう。……えっ？

アイヴィ：ふう、ようやく気づいたみたいですね。

エミリア：驚おどろきながらアイヴィの方を見て。……好きって、あたし？

アイヴィ：（こくりとうなずき）だから、赤い薔薇のプレゼントだったんじゃないですか。

エミリア：え……ええ───っ!?




　体育館裏に響き渡る、エミリアの驚きの声。




エミリア：で、でも、ユーリくんとは昨日会ったばかりだし───。

ＧＭ：「愛に時間は関係ないと思います！」

エミリア：その……ど、どうしよう!?　うーん、あんまり仲良くなりすぎると、あとで事じ件けんに巻まき込こまれそうな気がするし……。

ＧＭ：では、悩なやむエミリアにユーリは「す、すぐに答えは出さなくていいです！　考えてみてください！」と言って、その場から走り去ろうとします。

真也：逃にげるのか！（笑）

ＧＭ：はい、緊張のあまり脱だつ兎とのごとく逃げ出します（笑）。

真也：じゃあ、そこでユーリと入いれ違ちがいに登場するよ。訓練の話もあるし、エミリアを探さがして体育館裏うらにやってきたということで。

ＧＭ：了りよう解かいしました。すると、入れ違うように出てきたユーリとぶつかりそうになる。「す、すみません！」と謝あやまりながらも彼は走り去ろうとしますね。

真也：それを怪け訝げんそうに見送って、エミリアに声をかけるよ。……エミリア、ここにいたのか。今日の約束なんだけどさ～（一同爆笑）。

ＧＭ：ぶほっ!?　また、そんな勘かん違ちがいさせるようなこと！

真也：ここは勘違いさせるタイミングだろ？（笑）

ＧＭ：この人、ノリノリだよ！（一同爆笑）　真也の声を聞いたユーリは、思わず立ち止まって振ふり返かえってしまいますね。

真也：無む論ろん、僕はそれには気づかない。

アイヴィ：……真也さん、スペシャルタイミングすぎですよ。顔を手で覆おおってます。

ＧＭ：ユーリはエミリアと親しげな真也に、しばらくショックを受けたように固まっていますが、やがてその場から走り去っていきます。

アイヴィ：ああ、待ってください！　慌あわててユーリを追いかけますよ。

ＧＭ：ユーリに続いてアイヴィも走り去り、体育館裏には真也とエミリアだけが残される。

真也：（ぽかんとアイヴィを見送り）なんだ、何かあったのか？

エミリア：まあ、いろいろとね。ちょっとあたしも混こん乱らんしてるから、この話はまた後でね。遅ち刻こくしたらやばいし、学校へ行こう。

真也：あ、ああ。首をひねりながら、エミリアの後についていくよ。

ＧＭ：では、エミリアと真也が体育館裏を後にしたところで、シーンを切りましょうか。

ガブリエル：じゃあ、最後にひとつ───。




　誰だれもいなくなった体育館裏。

　最後まで気づかれることなく状じよう況きようを見ていたガブリエルが、ぽつりとつぶやいた。

「やれやれ、青春だねえ」







◆Middle 02◆咲さいた花、散った花


Scene Player ─── アイヴィ・ノールズ






　走り去ったユーリを、アイヴィは追いかける。

　だが、その間にも、ひとつの難なん問もんに答えを出すべく思考を回転させていた。

　その難問とは───落ち込むユーリをどう励はげませばよいのか、というものだった。




ＧＭ：次はアイヴィのシーンで、先ほどのシーンからの続きになりますね。

アイヴィ：はい。

ＧＭ：ユーリを追いかけたアイヴィは、教室で彼に追いつきます。ホームルーム前の教室はざわついていて、何人かがへこんでいるユーリを「どうしたんだろう？」と怪訝そうに見ている。ちなみにアイヴィの席はユーリの隣となりです。

アイヴィ：では、自分の席に腰こしを下ろしてユーリの様子をうかがいます。

ＧＭ：彼は目に見えて落ち込んでいますね。恐おそらくその脳のう裏りでは、エミリアと親しそうに話していた真也のことがぐるぐると回っているでしょう。

ガブリエル：なら、ユーリがつぶやくんだろ。「恋こい人びと……いたんですね。綺き麗れいな人ですし、当然と言えば当然ですよね」

ＧＭ：悲しげに微笑ほほえみながらユーリはさらに続ける。「あの男の人、たぶん高等部の人ですよね。格かつ好こう良くて、エミリアさんとお似に合あいでした……」

真也：いろんなものを想そう像ぞうされてるな。

ＧＭ：そういう風に勘違いさせたのは真也でしょうに（笑）。

真也：いや、そうなんだけどね（笑）。

ＧＭ：そんなわけで、ユーリはものすごくへこんでます。

アイヴィ：じゃあ、励はげましの言葉をかけますよ。……そんなに落ち込まないでください。

ＧＭ：「アイヴィ……」

アイヴィ：ユーリにもいつか、いい彼女ができると思いますよ？




　それは励ましに見える追おい討うちです。




ガブリエル：あきらめるのはもう前ぜん提ていなのかよ！（笑）

エミリア：ダメだ！　これはもうダメだよ！（笑）

ＧＭ：マッハで恋こい心ごころをぶった切られてしまいました……（笑）。

アイヴィ：いやいや、これにはちゃんと理由があるんです。

ＧＭ：ほほう、どのような？

アイヴィ：私たちはファントムセルから逃とう亡ぼう中の身じゃないですか。

真也：だな。

アイヴィ：エミリアさんも言ってましたけど、あまり仲良くなると厄やつ介かいごとに巻まき込こんでしまうでしょうから、こうした方がいいと思うんですよ。

ＧＭ：ふむ……。ユーリのことを考えるからこそ、あきらめてもらおうというわけですか。

アイヴィ：ええ。というわけで、励ましつつも、エミリアさんのことはあきらめてもらった方がいいんじゃないかと思いまして……。

ガブリエル：まあ、それも友ゆう情じようのひとつの形かもしれんな。

アイヴィ：ほら元気出してください、ユーリ。そんな暗い顔をしていると幸運まで逃にげちゃいますよ？

ＧＭ：「すみません……」真っ白に燃もえ尽つきたユーリが力無く答える。

アイヴィ：燃え尽きたって……思っていた以上に重じゆう症しようですね。

ＧＭ：という感じで、あなたが友情と自分の事じ情じようの板ばさみになりながらも、彼を励ましていると、その途と中ちゆうでホームルームの時間が来る。教室に担たん任にんの先生が入って、生徒たちが席に戻もどり始めます。

アイヴィ：じゃあ、ホームルームが始まる前に一言だけ。……こういう時は演奏するのが一番ですよ。放課後に気晴らしに一曲演奏しましょう？

ＧＭ：「そう……ですね……。すみません、色々と気を遣わせてしまって」

アイヴィ：いえ……。私たちは、友達ですから。

ＧＭ：アイヴィの言葉に、彼は弱々しくではありますが微笑んで見せる。そして、それと同時にホームルームが始まります。

アイヴィ：ユーリのことは気になりますけど、ちゃんと先生の方を見ましょう。

ＧＭ：では、ホームルームは挨拶の号令から始まり、先生が連れん絡らく事じ項こうについて話を始めます。内ない容ようは明日の社会科見学についてですね。

アイヴィ：社会科見学ですか？

ＧＭ：ええ。初等部の上級生が対象で、自動車工場と美び術じゆつ館かんを見学するものですよ。

アイヴィ：なるほど。

エミリア：食べ物系けいの工場だったら、食べ物もらえそうだったのに（笑）。

ＧＭ：ああ、たしかに（笑）。

真也：自動車工場とかだと男子が反はん応のうしそうだよな。

エミリア：いろんな機械類とか見られそうだしね～。

ＧＭ：ですねぇ。実じつ際さい、何人かの男子は明日が待ち遠しいとばかりに、目を輝かがやかせてますよ。そんな子こ供どもたちを前に、先生は注意事項についても話します。

ガブリエル：「久ひさしぶりに学園の外に出るわけだが、あまり騒さわぎ過すぎないようにな。引いん率そつの先生にちゃんと付いていくんだぞ」（[image: ]先生）

ＧＭ：ああ、そんな感じです（笑）。そんなこんなでホームルームは終わり、一部の男子たちが早速「自動車工場だってさ！」「組み立てるところ見られるかな!?」と、興こう奮ふんした様子で話に花を咲さかせ始める。

アイヴィ：みんな元気ですねえ。

ガブリエル：学園内だと娯ご楽らくが少ないだろうし、イベントがあると盛り上がっちまうんだろ。

一同：ああー。

アイヴィ：ちなみにユーリの様子はどうですか？

ＧＭ：憂うれい顔でため息をついてますね。周囲が明るい雰ふん囲い気きで満ちているだけに、彼の周辺だけ浮ういてる感じがします。

アイヴィ：じゃあ、彼の肩かたに手をぽんと置いて話しかけます。……明日の社会科見学、いい気分転てん換かんになると思いますよ。ほら、元気出してください。

ＧＭ：ユーリはこくりと頷き。「せっかくの機会ですし、楽しまないと損そんですよね」

アイヴィ：そうですよ！

ＧＭ：「少し気が楽になりました。ありがとうございます、アイヴィ」アイヴィの励ましで元気が出たようで、ユーリはお礼を言いながら淡あわく微笑ほほえんでみせる。

アイヴィ：いえいえ、元気が出たみたいで良かったです。

ＧＭ：では、アイヴィがほっと一息ついたところでシーンを切りましょう。







◆Middle 03◆騒さわがしい昼休み


Scene Player ─── 諏訪原真也






　昼休み、真也は喧けん騒そうに包まれた廊ろう下かを歩いていた。

　四時じ限げん目で同じ授じゆ業ぎようを取っていた生徒たちと一いつ緒しよに食堂へ向かう途中だ。

　歩きながら真也はぼんやりと考える。

　朝の体育館裏で、エミリアたちに何があったのだろうと。




ＧＭ：時間は進みまして昼休みになりますよ。四時限目で同じ授業を取っていた生徒たちと一緒に食堂へ移い動どう中というところです。

真也：みんなで一緒に昼飯ってわけか。せっかくだしエミリアも一緒に行く？

エミリア：おっ、じゃあ登場しようかな。

ＧＭ：どうぞ。侵しん蝕しよく率りつは上げておいてください。

エミリア：はーい。

ＧＭ：というわけで、男女合わせて十人ほどのグループが学校の食堂に着きます。食堂の昼食は日替わりで三種類からの選択式。今日のメニューは〝カツ丼どん〟〝ミートソーススパゲッティ〟〝カレーライス〟で、それぞれにサラダや飲み物などのオプションがつきます。

真也：じゃあ、僕はカツ丼にしよう。

エミリア：あたしはミートソーススパゲッティで！

ＧＭ：全員がメニューを決めたところで、まずはテーブルを確かく保ほ、それぞれカウンターに食事を受け取りに行く。そして、食事をゲットした生徒から順番に、好きな席に座すわっていきます。

エミリア：あたしは当然のように真也の横に座るね（笑）。

真也：うん、別にいいんじゃないか。

ＧＭ：では、ふたりで仲良くならんで食事を摂とっていると、真也は周囲から向けられるいくつかの視し線せんに気づきますよ。

真也：視線……誰だか分かるか？

ＧＭ：視線を感じた方をちらりと見ると、メラメラと嫉しつ妬との炎ほのおを燃もやす男子生徒数名の姿すがたを確認できます。さらに彼らのこんなつぶやきも聞こえてくる。「諏訪原の野や郎ろう、今日もエミリアちゃんと仲よくしやがって……！」

アイヴィ：うわっ、真也さんが嫉妬の対象になってますよ！（笑）

ＧＭ：やはりエミリアは学内でも人気が高いようですね。よく一緒にいる真也は、自然と目をつけられているみたいです。

ガブリエル：なんか決けつ闘とうとか申もうし込こまれたりしてそうだな（笑）。

ＧＭ：あったかもしれませんねぇ。

真也：マジかよ（笑）。

ＧＭ：もっとも一ヶ月も経たつとみんな慣なれたもので、現げん在ざいはエミリアには真也がいるから的なムードができてます。いまだにあきらめきれていない、わずかな男子もいますが（笑）。

真也：別にそういうのでもないんだけどな。……ため息混まじりにつぶやいて、カツ丼をもぐもぐ食おう。

ＧＭ：では、他愛もない世間話で盛もり上あがりながら、食事の時間は過すぎていきます。

真也：ふむ。なら、ちょうどいいからエミリアにユーリのことを聞こうかな。……なあ、エミリア。朝の件けんって結局なんだったんだ？

エミリア：ああ、あれねー。あれは、う～ん……どう説明したものかな。

真也：まあ、言いたくなければ別にいいんだけどさ。もぐもぐとカツ丼を食べながら、エミリアの返答を待ってるよ。

エミリア：じゃあ、ちょっと考え込んでから。……実は昨日、アイヴィの知り合いの子とぶつかっちゃったんだよね。

真也：アイヴィの知り合い？

エミリア：うん、ユーリっていう子なんだけどね。ちなみに真也も知ってる子だよ。ほら、今朝、体育館裏うらですれ違ちがった。

真也：ああ、あいつか。それでそのユーリって子がどうしたんだ？

エミリア：えーっと、実はその……告白……されちゃったんだよね。

真也：へ？　一いつ瞬しゆん何を言われたのか分からないとばかりに、ぽかんとする。

エミリア：だから、ユーリくんに好きですって告白されたの！　思わず大声でもう一回言っちゃうよ。

ＧＭ：エミリアの叫さけびに、今まで特に気にせず食事をしていたクラスメイトたちが、ぴくりと聞き耳を立て始めますよ。「告白されたって、なんだ？」

ガブリエル：「ユーリって誰だ？」（[image: ]男子生徒）

アイヴィ：「えっ、諏訪原君にライバル出しゆつ現げん？」（[image: ]女子生徒）

ＧＭ：という感じで、興きよう味み津しん々しんな様子でざわざわ話を始めるクラスメイトたち。

真也：それは、とりあえず気にしないでエミリアと話を続けるよ（笑）。……でも、そのユーリって子、小学生ぐらいじゃなかったか？

エミリア：うん、アイヴィと同い年みたいだから十二歳さいだね。

真也：ふーん。そういや、薔薇ばらの花束とか持ってたけど、それもそいつから？

エミリア：うん、そうだよ。

真也：十二歳で赤い薔薇の花束か……。最近の子は大人びてるんだな。

アイヴィ：うーん、彼がちょっと特とく殊しゆな気もしますけど（笑）。

ＧＭ：自分で出しておいてなんですが、たしかに普ふ通つうの小学生は、薔薇の花束をプレゼントしようとは考えないでしょうねえ。

真也：そりゃな（笑）。（エミリアへ）んで、つき合うのか？

エミリア：んー、ちょっと十二歳の子とつき合うのは想像できないかな……。それにほら、いろいろと事情もあるしね。しょんぼりしながら言うよ。

真也：そっか……。まあ、いつまでここにいられるかも分からないしな。

エミリア：うん。この学園に来てからすごく楽しい毎日を過ごしてるけど、いつかは出て行くことになるんだよね。

真也：だな……。

ＧＭ：真也とエミリアの間にしんみりとした空気が流れ、話が途と切ぎれる。ところがその瞬間、ここぞとばかりにクラスメイトたちがずいっと首を突つっ込こんできますよ。

エミリア：えっ、みんなどうしたの？　な、何？

ＧＭ：「さっき告白がどうのって話していたけど、何かあったの？」女子たちが口火を切ります。

エミリア：えっと、それはその～。

アイヴィ：男子とかもすごい燃もえてそうですよね。「いったいどこの誰が、エミリアさんに告白したんだ!?」って。

真也：盛り上がってるな……。なんかしんみりしてる暇ひまもない（笑）。

ガブリエル：いいじゃないか。落ち込んでるよりはマシだ。

真也：まあ、それは確かにね。

ＧＭ：さて、思いがけない告白イベントで盛り上がる中、女子のひとりが真也とエミリアに聞く。「そういえば前から聞きたかったんだけど、真也とエミリアって付き合ってんの？」

エミリア：え～？　何言ってんの、そんなことないよ（笑）。からからと笑いながら答える。

ＧＭ：「でも、放課後になるとふたりでいつもどこかに行ってるみたいじゃない」

アイヴィ：「ちょっと仲良すぎるよね！」（[image: ]女子生徒）

エミリア：それはほら、友達だからさ！

真也：そうそう、友達だからな。

エミリア：……えーっと、そこまであっさり肯定されると、それはそれでちょっとむくれるかな。自分でも意識せずに（笑）。

真也：そんな、勘弁してくれよ（笑）。

ガブリエル：いや、いいリアクションじゃないか（笑）。

ＧＭ：では、エミリアの反応もあり、クラスメイトたちの疑いの眼差しは晴れない。

ガブリエル：そこで女子のひとりが言うんだろ。「諏訪原くんってけっこういいなーって思ってたんだよね。それならアタックしちゃおうっかな？」（笑）

エミリア：だってさ真也！　モテモテだね、この色男！　バシバシ真也の背中を叩く（笑）。

[image: ]

真也：だからそういうわけにもいかないだろ……。まいったなと頭を搔かきながらつぶやくよ。

ＧＭ：すると他の男子は、真也に嫉妬の視線を飛ばしてきますよ。「なんで諏訪原ばかり……！」ギリギリギリ（笑）。

真也：本当に勘かん弁べんしてくれ！（一同爆笑）




　友人たちと過すごす騒がしい昼食の時間は、失ってしまった日にち常じようによく似にていた。

　それはとても楽しいものだけれども……。




　だからこそ、真也の心の奥おく底そこに不安がわだかまる。




　───本当に自分はここにいていいのだろうか。

　その答えは見つからぬまま、時間が穏おだやかに過ぎていく。







◆Middle 04◆本日は晴天なり


Scene Player ─── ガブリエル・ガルシア






　学園前にとめられた観光バスに、ガブリエルが黙もく々もくと荷物を積つみ込こんでいく。

　天気は快かい晴せい、今日は絶ぜつ好こうの社会科見学日和だ。

　背はい後ごでは初等部の子こ供どもたちが、引いん率そつの先生の話を聞いている。




ＧＭ：というわけで社会科見学当日。ガブリエルは子供たちの荷物を、観光バスの貨物室に詰つめ込んでいるところになります。

ガブリエル：おう、手て際ぎわよくいくぜ。

ＧＭ：ちなみに初等部の子供たちはすでに集まっていて、引率の先生の話を聞いたり、添てん乗じよう員いんの女じよ性せいとバス運転手に挨あい拶さつしてたりします。

アイヴィ：じゃあ、私も登場した方がいいですね。

ＧＭ：はい、お願いします。ちなみに、今日はピクシーもいますよ。ガブリエルに頼たのみ込んで一いつ緒しよについてきています。

ガブリエル：じゃあ、携けい帯たい端たん末まつをポケットに突つっ込んであることにしよう。

ＧＭ：分かりました。背はい後ごではしゃいでいる子供たちの声を聞きながら、ピクシーが言う。「子供というのは元気がいいものなんだな」

ガブリエル：そりゃ子供だからな。それに今日は学園の外に出られるし、嬉うれしいんだろうよ。

ＧＭ：「社会科見学か……。確か、自動車工場と美術館を見学しに行くんだったね？」

ガブリエル：らしいな。なんだ、お前も興きよう味みがあるのか？

ＧＭ：「まあね。ガブリエル、悪いけどアイヴィを呼よんでもらえるかい」

ガブリエル：別に構かまわんが……。アイヴィ、ピクシーが話したいことがあるみたいだぞ。

アイヴィ：何だろうと思いながら駆かけ寄よります。……何か用ですか？

ＧＭ：「うん、アイヴィに頼みたいことがあってね。実は僕も社会科見学というのに連れていってもらいたいんだ」ちょっとかしこまった表情でピクシーが告げる。

アイヴィ：えっ、ピクシーも社会科見学に行きたいんですか？

ガブリエル：何でまた。お前なら、ネットワークで調べればこと足りるだろ。

ＧＭ：「それはそうなんだが……。まあ、いい加減ネットで情報を得るだけっていうのも味気なく感じていてね。それに───」

アイヴィ：それに？

ＧＭ：「興味があるのさ」とピクシーは、にっと笑いながら言う。

アイヴィ：なるほど。あたしは構いませんけど……。持って行ってばれたら、携帯端末没ぼつ収しゆうとかないですよね？（笑）

ガブリエル：大だい丈じよう夫ぶだろ（笑）。何なら引率の先生に、俺から一言添そえておくさ。

ＧＭ：「とのことだよ。もし、君がよければ連れて行ってくれないかい」

アイヴィ：分かりました。一緒に行きましょう、ピクシー。

ＧＭ：「ありがとう、アイヴィ」彼はにこりと微笑ほほえむ。

ガブリエル：じゃあ、携帯端末に大きめのストラップをつけてやって、アイヴィの首に下げてやろう。これなら落とさずにすむだろ。

ＧＭ：「ああ、これなら安心だ。ありがとう、ガブリエル」

ガブリエル：どういたしましてだ。

ＧＭ：という感じでアイヴィがピクシーを受け取ったところで、引率の先生が集合するように指し示じを出します。バスに乗のり込こんで移い動どうする時間が来たようだ。

アイヴィ：分かりました。ところでユーリはちゃんといますか？

ＧＭ：もちろん。まだ少し表ひよう情じように影かげがありますが、社会科見学を前にワクワクしているようで、笑顔を浮うかべながらクラスメイトと話をしています。

アイヴィ：よかった。ユーリの隣となりに駆け寄って声をかけますよ。……おはようございます、ユーリ。今日は楽しみですね！

ＧＭ：すると、彼もにこりと肯こう定ていします。「ええ。美び術じゆつ館かんはいくつか行ったことがありますけど、自動車工場は初めてです。ワクワクしてしまいますね」

アイヴィ：私も自動車工場は初めてですよ（笑）。

ＧＭ：「じゃあ、今日はお互いに楽しむことができそうですね」

アイヴィ：ええ！（笑）

ＧＭ：そんな感じで話している間にも、子供たちは次々とバスに乗り込んでいき、アイヴィとユーリの番になりますよ。

アイヴィ：じゃあ、ユーリの手を引いてバスに乗りますよ。あと、乗り込む前にガブリエルに挨拶を。……それじゃあ、行って来ますね！

ガブリエル：おう、楽しんで来い。軽く手を振ふりながら。

ＧＭ：では、いよいよ全員がバスに乗り込み、初等部の子供たちは社会科見学に出発します。

エミリア：たぶん、何人か窓まどから顔を出してガブリエルに挨拶したりするんだよ。ほら、人気者だったしさ（笑）。

ＧＭ：いいですね（笑）。「ガブリエル、行ってきまーす！」と、元気よく手を振りながら少年少女たちが挨拶の大合唱をしますよ。

ガブリエル：それには笑顔で応こたえよう。お前ら、先生の言うことちゃんと聞くんだぞ！（笑）

アイヴィ：なんか今回は、ガブリエルがずっと笑顔なシナリオですね（笑）。

ガブリエル：笑顔のまま終わってくれるといいんだが……そんなわけないよなぁ。

ＧＭ：さて、どうなるかはこの先のお楽しみということで（笑）。では、ガブリエルが子供たちを送り出したところでシーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Middle 05◆悪の思おも惑わく


Master Scene






　そこは暗くら闇やみに包まれた部屋だった。

　外界の光を排はいしたその場所に浮うかび上がる人ひと影かげ。

　金色の瞳ひとみを持ち、口元に禍まが々まがしい笑みを浮かべた男だ。

　彼の名は───。




ＧＭ：ここでマスターシーンが入りますよ。

エミリア：おっ。

ＧＭ：どことも知れぬ暗闇に包まれた部屋の中、ひとりの男が立っています。闇の中、オールバックにした純白の髪と、普通の人間にはありえない金色の瞳が輝いている。

アイヴィ：いかにも敵のボスって感じの人ですね。

真也：うん。それに白い髪に、金色の瞳か……。

エミリア：なんだか真也の戦闘モードみたいだね。

ガブリエル：そういえばそうだな。

ＧＭ：金色の瞳を持つ男がたたずんでいると、彼の持つ通信端たん末まつが着信を告げます。通信回線が開かれ、スピーカー越ごしに声が聞こえてくる。




　それは若わかい男の声だった。

　通信相手がひどく丁てい寧ねいな口調で、金色の瞳を持つ男に報ほう告こくをする。

「すべての準じゆん備びが整いました、マスターファントム」




ガブリエル：ついに親玉のご登場か。

真也：Ｘ島で会ったきりだったけど、何をするつもりだろ？

ＧＭ：金色の瞳を持つ男───マスターファントムは満足そうにうなずき……。




　圧あつ倒とう的てきな威い圧あつ感を放ちながら、マスターファントムが指示を出す。

「ならば作戦を開始しろ。ぬかるなよ、Ｘ１０テン」




一同：Ｘ１０っ!?

エミリア：それってニーラムとベルトルトの時みたいな語ご呂ろ合わせとかじゃなくて？

ＧＭ：新たに作られたＸナンバーズ、本物のＸ１０です。

アイヴィ：そんな、Ｘ島はもうなくなったはずなのに……。

ＧＭ：マスターファントムの指示を受けたＸ１０は、しばし沈ちん黙もくしてからこう切り出す。




「ひとつ、質しつ問もんしてもよろしいでしょうか？」

　Ｘ１０の口から紡つむがれる疑ぎ問もん。

　その声こわ音ねにはかすかにだが、苛いら立だちにも似にた感かん情じようが込こめられている。

「なぜ、このように回りくどい作戦を？　所しよ詮せんやつらは旧きゆう型がた。俺おれの力をもってすれば処しよ理りすることなどたやすい」




ガブリエル：大した自信じゃないか。

ＧＭ：自分がＸナンバーズ最強であるという自負がＸ１０にはあるんですよ。しかし、対するマスターファントムはただ一言、鋭するどく告げる。




「私に指図する気か……？」

　その一言でＸ１０は萎い縮しゆくした。

　圧倒的なプレッシャーを受けて、許ゆるしを乞こうことすらできずに震ふるえ上がる。

「お前は私の命令に従したがっていればよい。それができないのならお前に価か値ちなど無い」

　冷たい言葉に歯は嚙がみするＸ１０。

　だが、口から紡がれるのは従じゆう順じゆんな僕しもべとしての返答だ。

「申もうし訳わけありませんでした。すべてはマスターファントムの望むままに……」




ＧＭ：震える声で答え、Ｘ１０は通信を切る。

エミリア：なんか、最新型なのにずいぶんとぞんざいに扱あつかわれてる感じだね。

真也：確かに。何でだろうな……。

ＧＭ：さて、どうしてでしょうか。部屋に静せい寂じやくが戻もどり、マスターファントムはひとり部屋にたたずむ。




「さあ、この新たな試練。お前はどう乗り越こえる……」

　ここにはいない誰だれかに問いかけるように───。

　マスターファントムは、邪じや悪あくな笑みを浮かべてつぶやいた。







ニーラム　前巻『悲しきランナウェイ』でＰＣと対決したＸナンバーズ。目的のためなら心を殺せる、冷静な女。

ベルトルト　前巻『悲しきランナウェイ』でＰＣと対決したＸナンバーズ。自分の欲望に忠実な、卑怯な男。











◆Middle 06◆災さい厄やくは突とつ然ぜんに


Scene Player ─── アイヴィ・ノールズ






　バスの車内は、はしゃぐ子供たちの声でにぎわっていた。

　外に視し線せんを転じれば、自然に包まれた加か賀がの宮みや市の街まち並なみが見える。

　目的地の自動車工場を目指して、バスは進む。




ＧＭ：さて、次のシーン。アイヴィが乗っているバスの中へと場面を移うつしますよ。

アイヴィ：はーい。みんなの様子はどんな感じですか？

ＧＭ：テンション高く騒さわいでますね。話に興きようじる子もいれば、トランプやウノなどカードゲームを楽しんでいる子もいます。

エミリア：きっと、せっかちな子が「先生、お菓か子し食べていいー？」って、菓子袋ぶくろの封ふうを開けようとしてるんだ（笑）。

ＧＭ：それに引率の先生が「こら、我が慢まんしなさい！」と注意してたりもします（笑）。

アイヴィ：みんな元気ですね（笑）。やっぱり、なかなか外出できないから、はしゃいでるんでしょうか？

真也：だろうね。まあ、中には勝手に外に出てる奴やつもいるけど（ちらりとエミリアを見る）。

エミリア：はて、誰のことやら？（一同笑）

ＧＭ：和わ気き藹あい々あいとした雰ふん囲い気きに包まれながら、バスは加賀宮市内を進んでいく。移うつり変かわっていく景色は普通の街並みですが、それを見ている子供たちは楽しそうにしています。

アイヴィ：じゃあ、私もピクシーと一緒に景色を眺ながめてますよ。……ピクシー、どうですか。楽しんでますか？

ＧＭ：「もちろんさ！」携帯端末の中、彼のアイコンが瞳を輝かせながら小躍りします。心なしかモニターの輝度も上がってまぶしい感じがする（笑）。

アイヴィ：ピクシー、すごいはしゃいでますね。ちょっと新しん鮮せんです（笑）。

ＧＭ：Ｘ島で生まれた彼は、島内だけが認にん識しきできる世界でしたからね。外の世界のすべてが初体験ですから、興こう奮ふんもしますよ。

アイヴィ：なるほど（笑）。では、くすりと笑って。……ピクシー、あまり興奮しすぎると最後まで持ちませんよ。社会科見学はまだ始まってもいないんですから。

ＧＭ：「ああ、ボクとしたことが。そうだね、せっかくの機会なのに、この調子だと途と中ちゆうでバッテリー切れになりそうだ」

エミリア：興奮すると消費電力が多くなるんだ（笑）。

ＧＭ：ええ、情報の処しよ理り量りようが増ふえるので、その分だけ増えます（笑）。

真也：適当言ってんなぁ（笑）。

ＧＭ：はっはっはっ（笑）。というわけで、アイヴィがピクシーと話をしていると、やがてバスは高速道路へと入っていく。

アイヴィ：高速を使うってことは結けつ構こう距きよ離りがあるんですね。

ＧＭ：高速道路を飛ばして一時間ほどの距離ですね。インターチェンジを通とおり過すぎて、バスが時速八十キロまで加速。一路、自動車工場へと向かう。ところが───。




　その異い変へんは突とつ然ぜん起こった。

　運転席の上部、天てん井じように取り付けられた車内テレビの電でん源げんがひとりでに入る。

　画面を走る灰はい色いろのノイズの中、次し第だいに映えい像ぞうが結ばれ、やがてひとりの少年が現あらわれた。




アイヴィ：少年……誰でしょうか？

ＧＭ：初めて見る顔ですね。年ねん齢れいは十八歳さい前後、年とし頃ごろが近いせいか少し真也に似にている気がします。髪かみは短く切っていて、目つきが鋭するどい。顔つきは中ちゆう性せい的てきで整っていますが、瞳の奥おくには暗い輝かがやきが宿り、陰いん惨さんな気配が漂ただよっている。

ガブリエル：いかにもやばそうな雰囲気だな、おい。

ＧＭ：この異変に子供たちが何だろうとざわつき始める。添乗員や引率の先生も戸と惑まどうようにテレビ画面を見つめています。

アイヴィ：とりあえず様子をうかがいますけど……。

ＧＭ：すると、映像が安定したところでテレビの少年が口を開く。「加賀宮学園の学生諸しよ君くん。社会科見学の途中悪いが、少し付き合ってもらうよ」そして、一拍ぱくおいてこう言う。「いるんだろう、０５ゼロファイブ。出て来てくれないか」

エミリア：うわっ、その呼よび方かた！

真也：Ｘナンバーズの識しき別べつ番号だな。

アイヴィ：二ヶ月ぶりに識別番号で呼ばれて、一いつ瞬しゆんぽかんとします。……ピクシー、今の聞きましたか？　もしかして彼は───。

ＧＭ：「どうやらファントムセルの追っ手のようだね……」苦虫を嚙かみ潰つぶしたような渋じゆう面めんで、ピクシーが言う。

アイヴィ：やっぱりそうですか。よりによって、こんな場所で……！

ＧＭ：「確たしかに最悪のタイミングだね。高速道路を走るバスの中じゃ、他の人たちを避ひ難なんさせるのにも一苦労だ」

アイヴィ：何とか状じよう況きようを変えないといけませんね。……ピクシー、あたしが彼と話して気を引きます。あなたはガブリエルに連れん絡らくを取ってください。

ＧＭ：「分かった。あまり無茶はしないようにね」彼はうなずき、通信を試み始める。

アイヴィ：席を立ち上がってテレビの前に出て行きますよ。

ＧＭ：「……ああ、そこにいたのか。素す直なおに出てきてくれて嬉しいよ」姿すがたを見せたアイヴィに少年が気づき、あなたを鋭い視線で射い貫ぬく。

アイヴィ：きっ、と少年の映像を睨にらみ返かえします。……あなたはファントムセルですね。

ＧＭ：「察しがいいな。話が早くて助かる」少年が笑みを深める。

アイヴィ：あなたの目的は私たちでしょう。他の人には手を出さないでください！

ＧＭ：「それは君と彼らの態たい度ど次し第だいだ。いつでも殺すことはできるが……少なくともこちらの言うことを聞いているかぎりは、手を出したりはしない」

真也：人ひと質じちを取られた形になってるな。

ガブリエル：白昼堂々、バスジャックとはやってくれる。

アイヴィ：少年に訊ききます。……いったい、私たちをどうするつもりですか？

ＧＭ：「なかなかせっかちだな。せっかくこうして会えたんだ。自じ己こ紹しよう介かいぐらいさせてくれてもいいんじゃないか？」

アイヴィ：少しでも情報が欲ほしいので、黙だまって先をうながしましょう。

ＧＭ：では、少年は慇いん懃ぎんに礼をして。「ファントムセルの放った猟りよう犬けん、マスターファントムの忠ちゆう実じつなる僕しもべ───Ｘ１０だ。よろしく頼むよ」

アイヴィ：Ｘ……〝１０〟？




　Ｘ１０───Ｘ島がなくなった今、存そん在ざいするはずのない呼こ称しよう。

　思いがけない名前に、アイヴィの身体に緊きん張ちようが走る。




アイヴィ：驚おどろいて、震える声で訊きます。……そんな、もうＸ島は存そん在ざいしないのに……どうして新しいＸナンバーズが？

ＧＭ：「たしかにＸ島は自じ爆ばく装そう置ちによって海中に没ぼつした。それと同時に島に保ほ管かんされていたＸナンバーズのデータもまた失われたよ」

アイヴィ：なら、どうして！

ＧＭ：「二ヶ月前、〝Ｘ０３ゼロスリー〟ベルトルト・ダウンと〝Ｘ０７ゼロセブン〟ニーラム・アールティのふたりと戦っただろう。その時に記録した戦せん闘とうデータを元に、俺は作られたのさ」

ガブリエル：前回の戦いか……。

アイヴィ：周囲に風を吹ふかせて威圧しながら訊きますよ。……それで、あなたは何をしようというんですか。もし、みんなに手を出そうというのなら容よう赦しやしません。

ＧＭ：「なに、今すぐどうこうしようとは思ってないさ。今日はひとつ、君たちとゲームをしようと思って来たんだ」

アイヴィ：ゲーム？

ＧＭ：「そうだ。そのバスに乗っている人間たちの命を賭かけた、スリリングなゲームだよ。そして、そのゲームは既すでに始まっている」

アイヴィ：どういう意味ですか？　警戒を強めます。

ＧＭ：「バスに爆ばく弾だんを仕し掛かけさせてもらった。バスの速度が時速六十キロ以下になったら爆発するように設せつ定ていしたものをね」

アイヴィ：ば……!?

一同：爆弾っ!?

ＧＭ：「もし爆弾を解かい除じよしたいのならば、ゲームをクリアするしかない。さて、ルールを聞く気はあるかな？」

ガブリエル：そこで引率の先生が叫さけぶんだよ。「あ、あなたはいったい何なんですか！　さっきから変なことばかり言って……いたずらは止やめなさい！」

アイヴィ：慌あわてて止めます！　あっ、駄だ目め───。

ＧＭ：だが、アイヴィの言葉が届とどくよりも早くＸ１０が動く。「うるさいな、俺は今０５と話している。邪じや魔まをするな！」一いつ喝かつと同時にテレビから雷らい光こうが飛び───。




　まばゆい閃せん光こうがその場にいた人間の目を焼いた。

　轟ごう音おんと衝しよう撃げきが迸ほとばしり、引率の先生の身体からだを一ひと条すじの稲いな妻ずまが貫く！




ＧＭ：引率の先生が弾はじかれるように吹ふき飛んで座ざ席せきに激げき突とつ、ぐったりと動かなくなる。

真也：こいつ、いきなり撃ちやがった……！

ＧＭ：目の前で起こった突然の凶きよう事じに子供たちの悲鳴が響く。

アイヴィ：急いで先生のところに駆け寄ります！

ＧＭ：先生は気を失い、火傷を負っていますが命に別状はありません。ただ、先生が傷つけられたことで、オーヴァードの生徒が何人か敵意も露わに立ち上がる。

アイヴィ：今度こそ止めます！　……みなさん、駄目です！　動かないでください！

ＧＭ：アイヴィの力ある制止の声に、色めき立っていた子供たちが思わず動きを止める。

アイヴィ：Ｘ１０を睨みつけて怒いかりをぶつけますよ。……何てことを！　他の人には手を出さないでと言ったじゃないですか！

ＧＭ：「残念ながら、俺は邪魔をされるのが嫌きらいでね。これ以上犠ぎ牲せいを出したくないのなら、とっととゲームに参加して、クリアすることだ」

アイヴィ：……分かりました。話を聞かせてもらいます。

ＧＭ：「ああ、それでいい」Ｘ１０はにやりと笑い、満足そうに頷うなずく。

アイヴィ：それには無言で睨み返しますよ。

ＧＭ：怒りの視線を受け流し、Ｘ１０はゲームの話を始める。「それじゃあ、ゲームのルールを説明しよう！」というわけで、バスを救出する方法について説明しましょう。ルールはこんな感じになります。




▼爆弾の爆発条じよう件けん

　バスに仕掛けられた爆弾には三つの爆発条件が設定されています。

　一、バスが時速六十キロ以下になった場合。

　二、キャラクターがバスから降りた場合。

　三、バスが加賀宮市外に出た場合。




ガブリエル：一番目の条件を守るのは簡かん単たんそうだな。高速道路で走り続ければいい。

エミリア：二番目があるんじゃ、子供たちをバスから避難させる手は使えないね。

アイヴィ：ですね。ちなみに降りるのは駄目みたいですけど、誰かが乗り込む分には問題なしですか？

ＧＭ：構いません。ただし、一度乗ってしまったら降りられなくなりますが。

ガブリエル：ふむ……。

真也：三番目の条件、ちょっと変わってるな。

ＧＭ：それは爆弾の解除を勝利条件とするための処しよ置ちです。被ひ害がいが出ない山やま奥おくとかで、一気に乗客を救出とかされたら、Ｘ１０としては困こまりますからね。

アイヴィ：なるほど。それで爆弾を解除するにはどうしたらいいんですか？

ＧＭ：では、次に爆弾の解除方法について説明しましょう。




▼爆弾の解除方法

　爆弾には遠えん隔かく制せい御ぎよ装そう置ちが存在し、加賀宮市内のどこかに隠かくされています。

　探たん索さくは情報収しゆう集しゆうによって行なうことができます。

　遠隔制御装置を発見すれば、爆弾を止めることができます。




真也：遠隔制御装置さえ発見できれば、爆弾を止められるわけか。

ＧＭ：その通り。説明を終えたＸ１０が尋たずねてくる。「これがこのゲームのルールだ。理り解かいしてもらえたかな」

アイヴィ：ええ……。爆弾さえ解除すれば、みんなに危き害がいは加えないんですね？

ＧＭ：「ああ。だから是非とも、爆弾を解除してくれ」

アイヴィ：……自分で爆弾を仕掛けておいて、変なことを言う人ですね。

ＧＭ：「だが、本心さ。ゲームクリアまで直ちよく接せつ手を出すなと厳げん命めいされていてな。そんな回りくどいことをせずとも、旧型を始末することなど簡単なのに……」瞳の奥に暗い感情を渦うず巻まかせ、Ｘ１０は舌打ちする。

アイヴィ：なら爆弾を解除して、私たちと戦えばいいじゃないですか。みんなをすぐに解放してください！

ＧＭ：「残念だがそれはできない。マスターファントムの命令は絶ぜつ対たいだ」

ガブリエル：大した忠ちゆう犬けんぶりだぜ。

ＧＭ：Ｘ１０は嘲あざけるように見下ろしながら言う。「だから、君たちにはゲームをクリアしてもらいたい。その時こそ、俺は君たちを倒たおして最強を証しよう明めいできる」

アイヴィ：あなたの思おも惑わくはともかく、爆弾は止めますよ。そこで見ていなさい、爆弾ぐらい簡単に解除してみせます！

ＧＭ：するとＸ１０はにやりと笑い。「その調子だ。せいぜいがんばってくれ。俺のためにな」と告げる。そしてテレビの電でん源げんが落ちて、彼の姿が消えます。

アイヴィ：映像が切れたところでため息を吐つきます。……どうして、ファントムセルの人間はこうも自己中心的なんでしょうか。

ＧＭ：そうつぶやくと同時、子供たちがざわつき出す。「な、何なんだよ今のは」「先生、大だい丈じよう夫ぶ!?」といった声が聞こえてくる。ユーリも困惑した様子で、あなたのことを見つめている。

アイヴィ：説明してあげたいけど、今は爆弾の方が優ゆう先せんです。……ピクシー、ガブリエルと連絡は取れましたか？

ＧＭ：「今、連絡中だよ。もう少し待ってくれ」

アイヴィ：なるべく早くお願いしますね。一いつ刻こくも早く爆弾を止めないと。

ＧＭ：「ああ、わかった」ピクシーが力強く請うけ合う。というわけで、アイヴィが爆弾を止めるべく活動を開始したところで、一度シーンを切ります。







◆Middle 07◆壊こわれる平へい穏おん


Scene Player ─── ガブリエル・ガルシア






　加か賀がの宮みや学園の校門で、ガブリエルは日課の掃はき掃そう除じをしていた。

　平穏な日にち常じようの一ひと幕まく。だが、それがついに崩ほう壊かいする時が来る……。




ＧＭ：では次のシーン。シーンプレイヤーはガブリエルになります。

ガブリエル：了りよう解かいだ。侵しん蝕しよく率りつは……うっ、８も上がったか。

真也：出目が平和じゃなくなってきたな（笑）。

アイヴィ：なんというシナリオ進行に合わせた上じよう昇しようっぷり（笑）。

ガブリエル：それでも、まだ46％で余よ裕ゆうだけどな（笑）。さて、バスを送り出した後だろうから、俺おれは普ふ通つうに校こう務む員いんの仕事中だな。校門あたりで掃き掃除でもしていよう。

ＧＭ：では、ひとり平穏に竹たけ箒ぼうきを動かしていると突とつ然ぜん、携けい帯たいが着信を告げます。着信画面にはピクシーの名前が表ひよう示じされている。

ガブリエル：普通に出るぜ。……ピクシーどうした？　社会科見学は楽しめてるか？

ＧＭ：すると彼は緊きん迫ぱくした様子でまくしたてる。「いや、残念ながらアクシデント発生で、社会科見学どころじゃなくなった」

ガブリエル：……どういう意味だ？

ＧＭ：「ファントムセルだよ。追っ手が現あらわれたんだ。しかも彼はＸ１０を名乗っている」

ガブリエル：首を傾かしげながら聞き返す。……おいおい、何を言ってるんだ。Ｘナンバーズは０９ゼロナインまでだろう。Ｘ１０なんてのは０３の戯ざれ言ごとだぞ。

ＧＭ：そ、そう来ますか……。ガブリエルの返答にピクシーは慌あわてふためく。「な、何を言ってるんだ。これは冗じよう談だんなんかじゃ───」

ガブリエル：ああ、分かってるって。ここのところ平穏だったからな。ちょっと驚おどろかせてみたかったんだよな？

ＧＭ：（素で）ぶほっ！　は、話が通じてねえ───っ！（笑）

アイヴィ：ガ、ガブリエルが平和ボケしてまーすっ！（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「ガブリエル、そんな平和ボケしてる場合じゃないぞ！　さっき言ったのは現げん実じつに起こったことだ！　ファントムセルが───」

ガブリエル：なら！　物事は順じゆん序じよ立てて説明してくれ。いきなり追っ手がきたと言われてもこっちは動けん。いつもの冷静さはどうした。

ＧＭ：「むぐっ!?　……すまない、外に出て舞まい上がっていたかな。冷静さを欠いていたみたいだ」な、なんか納なつ得とくいかねえ（笑）。

ガブリエル：クールに行こうぜ（笑）。で、何があったんだ？

ＧＭ：では、ピクシーは先ほどのシーンで起こったことを順序立てて話す。アイヴィの乗るバスがジャックされたこと。Ｘ１０が現あらわれて爆ばく弾だん解かい除じよのゲームを強要してきたことなど、一通りの状じよう況きようを説明します。

ガブリエル：なるほどな……。状況は分かった。とりあえず協力してくれそうな奴やつに連れん絡らくをつけてから、そっちに向かう。俺がつくまで何とか持ち堪えてくれとアイヴィに伝えてくれ。

ＧＭ：「了解だ。だが、ボクとアイヴィ以外は戦力になりそうもない。長時間持たせるのはきつそうだ。なるべく早く来てくれ」

ガブリエル：ああ、分かってる。そう言って携帯を切る。そして、即そつ行こうで霧谷に連絡だ。もらった連絡先の番号を打ち込こんで、電話する。

ＧＭ：了解です。すると三コールほどで霧谷が電話に出る。「はい、霧谷です。ガブリエルさん、何かありましたか？」

ガブリエル：忙いそがしいところ悪いが、ちょいとばかし面めん倒どうなことが起こっちまった。学園の生徒を乗せたバスがファントムセルにバスジャックされちまったらしい。

ＧＭ：話を聞いた瞬しゆん間かん、電話越ごしに分かるほど、霧谷の気配が鋭するどさを帯びる。「それは確たしかな情じよう報ほうですか？」

ガブリエル：バスに乗ってる奴からの情報だ、間ま違ちがいない。バスに爆弾が仕し掛かけられてることや、時速六十キロ以下になると爆発すること、ピクシーから聞いたことを伝える。

ＧＭ：「なるほど……。かなり危き険けんな状況のようですね」ガブリエルの真しん剣けんな声音に、霧谷は素す直なおに情報を信じて重々しくつぶやきます。

ガブリエル：ああ、一いつ刻こくも早く爆弾を無力化しなくちゃならん。そこで、あんたらＵＧＮの力を借りたいんだが……。

ＧＭ：その協力要よう請せいに、霧谷は沈ちん黙もくする。重い沈黙は十秒ほど続き、そして彼が再ふたたび開いた口から告げた言葉は───。




「残念ですが、それはできません」

　それは明めい確かくな拒きよ絶ぜつ。一いつ瞬しゆん何を言われたのか分からず、ガブリエルの思考が真っ白になる。




ガブリエル：できない？　おい、状況が理り解かいできなかったのか。子こ供どもたちの命がかかってんだぞ！　思わず霧谷に食って掛かる。

ＧＭ：「あなたの話で状況は理解しました。私も子供たちは救いたい。ですが、それでもすぐには人員を出せない事じ情じようがあるのです」あくまで冷静さを保たもったまま彼は告げる。

ガブリエル：どういうことだ？

ＧＭ：「一週間ほど前から、加賀宮市周辺でＦＨの活動が活発化し始めました。加賀宮支し部ぶはそれに対たい応おうするために、全人員を投入しているのです」

エミリア：つまり、すぐに動ける人がいないってこと？

ＧＭ：その通り。霧谷は戦力を出さないのではなく、出せないんです。

真也：な、なるほど。

アイヴィ：私たちが平穏な学園生活をしている間に、ファントムセルは裏うらでこの日のための準じゆん備びを進めていたんですね。

ガブリエル：まったく、用よう意い周しゆう到とうな連中だ。ちなみに、加賀宮支部が動けないなら、他の支部から人を引っぱってくるのはどうだ？

ＧＭ：確たしかにそれは可か能のうです。ですが、それにしても準備に時間がかかる。霧谷は冷静さを保つべく、静かな口調で告げる。「一番近い支部が最速で準備を終えたとしても、そちらに着くには半日───十二時間はかかるでしょう」

ガブリエル：駄だ目めだ、十二時間も待ってる余よ裕ゆうはない。他に何かないのか？

ＧＭ：一いち応おう、学園にもオーヴァードはいますが、実戦に耐たえられるほどの戦せん闘とう訓練を積んだものはいません。

エミリア：そういえば、加賀宮学園って保ほ護ご主体の施し設せつなんだっけ。

ＧＭ：ええ。生徒たちが受けている訓練は、あくまでレネゲイドが暴ぼう走そうしないようにする最低限げん度どのもの。残念ながら、現げん在ざいすぐに動けるのはあなたたちだけです。

ガブリエル：そうか……。それなら、ここでじっとしてる暇ひまはねえ。……分かったよ、霧谷さん。待ってる余裕はないんだ。こうなれば俺たちだけでやる。

ＧＭ：「……本来ならば危険だと止めるべきなんでしょうね」霧谷が、おのれの不ふ甲が斐いなさを自じ嘲ちようするようにつぶやく。

ガブリエル：気にしなくていい。もとはと言えば、俺たちが招まねいた災わざわいだ。自分たちでケリをつけるさ。子供たちも助け出して見せる。

ＧＭ：「分かりました。人員は動かせませんが、物ぶつ資しや情報の提てい供きようなど、可能な限かぎりのバックアップはします。……子供たちのこと、よろしくお願いします」

ガブリエル：ああ、任まかせておけ。何かあったらまた連絡する。そう告げて、連絡を終えるぞ。

ＧＭ：了解しました。では、霧谷は退たい場じようします。

ガブリエル：さて、まずは真也とエミリアに連絡だな。携帯で呼よび出すってことで、登場してくれないか？

エミリア：オッケー。侵蝕率上げるよ……って、また９も上がった！　ああっ、屋上で授じゆ業ぎようさぼってお菓か子しなんか食べてたばかりに！（笑）

真也：さぼってたのかよ（笑）。こっちは６点上がって登場だ。授業中だけど、急用だって抜ぬけ出してこよう。

ＧＭ：では、ガブリエルから連絡を受けた真也とエミリアが来て、三人は合流します。

ガブリエル：おう、お前ら来たか。さっき話した通り、社会科見学に出たバスがジャックされちまった。動けるのは俺たちだけだ。助けに行くぞ。

エミリア：もちろん！　とりあえず、バスを守る人と遠えん隔かく制せい御ぎよ装そう置ちを探さがす人が必要かな？

真也：だな。となると二手に分かれた方がいいか。

ガブリエル：バスの方は俺がなんとかする。お前たちは遠隔制御装置を探してくれ。

真也：ひとりで大だい丈じよう夫ぶか？

ガブリエル：なに、あっちにはアイヴィとピクシーもいる。なんとかなるさ。

真也：……分かった。でも、何かあれば、すぐに追いかけるからな。

ガブリエル：おう。携帯電話ってやつはつながるようにしておくから、何かあったらすぐに連絡をくれ。

エミリア：うん、分かった！　よーし、じゃあ真也行こう！　戦車のタロットを取り出してバイクを作りだすよ。……ほら、後ろに乗って！

真也：その勢いきおいに気け圧おされながら、恐おそる恐るタンデムシートに乗ろう（笑）。

エミリア：しっかりつかまっててね。飛ばすよー！　バビューンとウィリーなんかさせながら、街目指して走り出す（笑）。

真也：うわっ、安全運転でぇえええええっ!?（笑）




　バイクを全速力で走らせ、街へと向かう真也とエミリア。

　真也の悲鳴が瞬く間に消え入る。

　騒がしくも頼もしい仲間を見送ると、ガブリエルもまた動き出す。




ガブリエル：さて、じゃあ俺も学園にある車を適てき当とうに見み繕つくろって、バスを追おう。

ＧＭ：了解です。では、ガブリエルが敷しき地ち内ないにある駐ちゆう車しや場じようへ向かおうとすると、一台の車がやって来て、あなたの目の前で止まる。

ガブリエル：おおっ？

ＧＭ：車を運転しているのは寮りよう監かんの冬野ですね。彼はサイドスクリーンを開けると、話し掛かけてくる。「ガブリエルさん、乗ってください」

真也：なんで冬野先生が？

ＧＭ：「霧谷さんから話は聞きました。バスジャックから、子供たちを助けにいくんでしょう？　お手伝いしますよ。戦う力がなくても、足ぐらいにはなれます」

エミリア：おおっ、協力者だ！

ガブリエル：手伝ってくれるのはありがたいが……危険だぞ？

ＧＭ：「それはそうなんですが……今回の件には真也君も関わっているのでしょう？　だとしたら、放っておけませんよ」

ガブリエル：ほほう。そういや、冬野は寮監で真也のことを気にかけてるんだったな。大した責任感だ。

ＧＭ：「いや、そんな大したものじゃないですよ」謙遜する冬野。

ガブリエル：にやりと笑って車に乗のり込こむぜ。……助かる、ちょうど車を調達しようと思ってたんだ。おかげで他人の車の鍵かぎをぶっ壊こわさなくてすんだ。

アイヴィ：なんか物ぶつ騒そうなこと言ってるーっ！（笑）

ガブリエル：元軍人なんでな。必要なら少しばかり手て荒あらなこともするさ（笑）。

ＧＭ：「そうなる前にこれて良かったですよ」冬野は先の言葉をジョークと取ったのか、笑って答える。そしてアクセルを踏ふみ込み、車を発進させる。

ガブリエル：ピクシーからバスの現在位置を教えてもらって、冬野をナビするぞ。……子供たちが心配だ。急いでくれ、冬野先生！




　ガブリエルの言葉に応え、冬野の運転する車がさらに加速する。




　戦いの火蓋は切って落とされた。

　ファントムセルから加賀宮市を、学園の子供たちを守るための戦いが始まる。







◆Middle 08◆合流


Scene Player ─── アイヴィ・ノールズ






　時速八十キロを維い持じしたまま、バスは高速道路を走っていく。

　減げん速そく＝死という緊きん張ちように、子こ供どもたちは必死に耐たえているが、あまり長くは保もつまい。

　限げん界かいが来る前になんとか爆ばく弾だんを解かい除じよしないと……。

　アイヴィは必死に思考しながら、もうすぐ来る仲間の到とう着ちやくを待っていた。




ＧＭ：次は視し点てんをバス側に移うつしますよ。シーンプレイヤーはアイヴィになります。

アイヴィ：はい。状じよう況きようはどうなってますか？

ＧＭ：Ｘ１０との会話から三十分が経けい過かしました。子供たちが不安にざわめいている中、運転手がガチガチに緊張しながら、しきりに速度メーターを気にしつつ運転しています。

アイヴィ：それはそうですよね。

ＧＭ：現げん状じよう、速度は保たもてていますが、運転手がいつ限界を迎むかえてもおかしくない。

アイヴィ：この人たちはオーヴァードの存そん在ざいは知ってるんですよね？

ＧＭ：知ってます。この運転手や添てん乗じよう員いんはＵＧＮの協力員ですから、それとなくレネゲイドの情報を教えられている。ただ、エージェントではないです。

アイヴィ：クラスにオーヴァードの子は？

ＧＭ：います。ただ、アイヴィのように戦せん闘とうが可か能のうなほど能のう力りよくを高めている者はいません。引いん率そつの先生も気き絶ぜつしたままで、残念ながらバス内に動けそうな人材はいない。

アイヴィ：やっぱり、私たちが何とかするしかないみたいですね。

ＧＭ：現状を冷静に確かく認にんするアイヴィを、周囲の子供たちが頼たのもしそうに見ていますよ。

ガブリエル：よし、そこで登場だ。冬野の運転する車に乗って、バスに追いつくぞ。

ＧＭ：了解。では、バスの後ろの席に座すわっている子供が、それに気づいて声を上げる。「あの車、冬野先生のだ！　あっ、ガブリエルも乗ってる！」

ガブリエル：車を加速させて、バスの出入り口の方に近づいていく。そして、アイヴィに向かってドアを開けてくれとジェスチャーするぜ。

アイヴィ：すぐに運転手さんに駆かけ寄よって。……助けが来ました。ドアを開けてください！

ＧＭ：「は、はい───っ！」裏うら返がえった声で運転手は開かい閉へいスイッチを操そう作さし、ドアを開かい放ほうします。

ガブリエル：よし、ドアの周りから人をどけろ。そっちに飛とび移うつる！

アイヴィ：分かりました。前の席の子供たちを立ち上がらせて、後ろに避ひ難なんさせます。みなさん、下がってください！

ＧＭ：子供たちは大人しく指し示じに従したがって、後ろの席へと移っていく。

ガブリエル：よし、バスに飛び移るぞ。

ＧＭ：では、目もく標ひよう値ち７の〈運動〉判はん定ていをしてください。時速八十キロで走る中、車からバスへと飛び移るのですから、そう簡かん単たんにはいきませんよ。

ガブリエル：むっ、結けつ構こう厳きびしいな……。

ＧＭ：失敗しても車からは落ちませんが、車体や道路に身体からだをぶつけてダメージを受けることになりますので気をつけてください。

エミリア：うわっちゃっ！　ガ、ガブリエル、大だい丈じよう夫ぶ？

ガブリエル：うーん。（しばし黙もつ考こうし）……なあ、ＧＭ。ここで《イオノクラフト》を取って、飛行状じよう態たいで移い動どうしたら、判定が楽になったりするか？

ＧＭ：（にやりと笑って）ＯＫです。空を飛べるなら、わざわざ不安定な状況の中で跳ちよう躍やくする必要はありませんからね。判定なしで飛び移っても構いませんよ。

真也：ああ、なるほど。それでガブリエルに経けい験けん点を使わなくてもいいって言ったのか。

エミリア：どういうこと？

ＧＭ：今回のシナリオには今みたいな障しよう害がいがいくつか設せつ定ていしてあるんですが、状況に合わせてエフェクトを取得して解かい決けつするのもありかなと。

エミリア：おおっ、なるほど！

ＧＭ：ガブリエルにはまだ使ってない機能があるって前にも言ってましたし、こういうのもいいかなと思いまして（笑）。

ガブリエル：おかげで助かったよ（笑）。じゃあ、経験点２点消費して《イオノクラフト》を取得して使うぞ。足にジェットが展てん開かいされて、空を飛ぶ！

ＧＭ：車から飛び出したガブリエルの身体が、強きよう烈れつな推すい進しん力りよくを得て空中に浮うかぶ。その姿すがたに子供たちが歓かん声せいを上げます。「すげえっ！　ガブリエルが空飛んでるぞ！」

真也：「やべえ、ガブリエルかっけ───っ！」（笑）（[image: ]子供）

ガブリエル：子供は無む邪じや気きだな。ちょっとサービスしてやるか。……これがガブリエル百の秘ひ密みつのひとつってやつだぜ（笑）。

アイヴィ：ひゃ、百もあるんですかっ!?（笑）

ガブリエル：もちろん冗じよう談だんだ（一同爆笑）。




　冗談ですかい！




ＧＭ：ちょっと期待してしまった（笑）。飛行状態になったガブリエルは、バスと同じ速度を保たもちながらバスに近づく。そして、無事に車内へと乗り込むことに成功します！

アイヴィ：やりましたね！

ガブリエル：まだスタートラインに立ったばかり、安心はできんさ。とりあえず、冬野にはこのまま後ろに着いてきてもらおうか。状況を報ほう告こくしてくれるだけでいい。

ＧＭ：「分かりました。ガブリエルさん、お気をつけて！」冬野はあなたの要請を快こころよく引き受け、バスの後ろに運転する車をつけます。

ガブリエル：おう、ドアをしめて運転手に言うぜ。……ここからは俺が運転を替かわろう。

ＧＭ：「は、はい！」もう限界ギリギリだった運転手は、ふたつ返事で運転席を譲ゆずります。

ガブリエル：タイミングを取って素す早ばやく運転席に飛とび込こむ。

ＧＭ：運転の交代は問題なく行なわれ、運転手がガブリエルに変わります。

アイヴィ：ふう、これで一安心ですね。ガブリエルの隣となりに並ならんで立ちますよ。

ガブリエル：アイヴィ、待たせたな。

アイヴィ：いえ、来てくれるって信じてましたから。

ガブリエル：嬉しいこと言ってくれる（笑）。ピクシーにも声をかけるぞ。……襲撃のこと教えてくれて助かったぜ。

ＧＭ：するとピクシーは渋面でこう返す。「……なんで来た？」

ガブリエル：あっ？

ＧＭ：「死ぬかもしれないのに……。しかもわざわざこのバスに乗り込むなんて……！」

ガブリエル：おいおい、何を言ってるんだ？　ファントムセルの襲撃を教えてくれたのはお前だぞ。助けにくるのは当然だろうが。

ＧＭ：「それはそうなんだが……」

アイヴィ：ピクシー、どうしたんですか？

ＧＭ：「……すまない。最近ずっと平和だったから、柄にもなく興奮してしまってたみたいだ。もう大丈夫だよ」携帯端末の中、彼のアイコンが大きく息を吐き出すような動きを見せる。

ガブリエル：まあ、気持ちは分かるよ。さて、子供たちに言うぜ。……よう、みんな。とりあえずシートベルトを締しめてもらえるか。

ＧＭ：子供たちが指示に従って、シートベルトを着け出す。

ガブリエル：よーし、いい子だ。そのまま騒さわがずに大人しくしててくれよ。そうすれば俺たちが絶ぜつ対たいに助けてやるからな！

一同：おおーっ！

アイヴィ：さすが、ガブリエル。頼たよりになりますね（笑）。

ガブリエル：唯ゆい一いつの大人としての意地さ（笑）。ただ、これから運転にかかり切りになるだろうから、子供たちの相手はアイヴィに任まかせることになっちまいそうだな。

アイヴィ：大だい丈じよう夫ぶです、任せてください。私も負けてられませんからね。

ＧＭ：では、無事にアイヴィとガブリエルが合流して、役やく割わりを確認しあったところでシーンを終了しましょう。







《イオノクラフト》　地面から浮き上がり、飛行状態で移動を行なうブラックドッグのエフェクト。











◆Middle 09◆探たん索さく開始


Scene Player ─── エミリア・ラウラ






　バイクを駆かって加賀宮市街へとやってきたエミリアと真也。

　だが、街は広い。一体どこに起き爆ばく装そう置ちが隠かくされているのか……。

　顔を見合わせ、途と方ほうに暮くれるようにふたりは頭を抱かかえてしまった。




ＧＭ：では、次のシーン。今度は真也＆エミリア組になります。シーンプレイヤーはエミリアで、真也も登場してください。

真也＆エミリア：はーい。

ＧＭ：ふたりはエミリアの作ったバイクで加賀宮市街まで来たところで、それと同時に携けい帯たいにピクシーから、ガブリエルと無事に合流できたという報ほう告こくのメールが届とどきますよ。

真也：おっ。

エミリア：ほっと胸むねをなで下ろすよ。……でも、安心してられないね。爆弾の遠隔制御装置を早く探さがさないと。

真也：だな。だけど……、こういうのってどこから探せばいいんだろうな？

エミリア：それなんだよね。……どうしたらいいんだろ？

ＧＭ：では、遠隔制御装置の探索方法を説明しましょう。




▼候こう補ほ地ちの絞しぼり込こみ

〈情報：ＵＧＮ〉〈情報：裏うら社会〉〈情報：加賀宮市〉で情報収しゆう集しゆうを行なうことで、遠隔制御装置があると思われる候補地を絞り込むことができます。

　なお、候補地の数は情報収集の結果で変化し、達たつ成せい値ち８で五カ所、10で四カ所、12で三カ所まで絞り込めます。




真也：より高い達成値を出した方が有利ってことか。




▼候補地への移動

　候補地の絞り込み後、どの候補地へ向かうかを選せん択たくしてもらいます。

　向かった先が正せい解かいならば遠隔制御装置を発見。不正解だった場合はもう一度、どの候補地へ向かうかを選択してもらうことになります。




ＧＭ：探索は遠隔制御装置を発見するまで続き、探たん索さく組が移動する度たびにバス組側でいろいろな障しよう害がいが発生するのでご注意を。

エミリア：早く探し出せれば、それだけ負ふ担たんを減へらせるってことだね！

真也：責せき任にん重大だな。

ＧＭ：というわけで、まずは候補地の絞り込みをお願いします。

真也：僕は〈情報：裏社会〉で行く。コネと侵蝕率ボーナスも加えてダイスは５個こだな。達成値は……８だ。

ＧＭ：ＵＧＮからの情報提てい供きようなどを元に、真也は候補地を絞り込んでいく。ピクシーがそれぞれの携帯に加賀宮市の地図を表示し、あなたの意見に合わせて候補地の五カ所にチェックマークをつけていきます。続けてエミリアもどうぞ。

エミリア：あたしは〈情報：加賀宮市〉で……あちゃ、達成値９。あと１足りないや。

ＧＭ：惜おしい。残念ながら、候補地は変わらずの五カ所です。

エミリア：ううっ、あと１だったのにーっ！

ＧＭ：では、判はん明めいした遠隔制御装置の隠かくされていると思われる場所を挙げていきますよ。現在の候補地は次の五カ所になります。




　・繁はん華か街がい

　・ビル街

　・住じゆう宅たく街

　・電でん波ぱ塔とう

　・加賀宮山




ＧＭ：この五カ所から移い動どう先さきを決定してください。

[image: ]

真也：どこが正解か……。うーん、迷まような……。

エミリア：電波塔とかビル街とかあやしい気がするな。やっぱり、悪の組そ織しきは高いところとか好きそうだし（笑）。

アイヴィ：たしかにベタなところではありますけど（笑）。

真也：ちなみに二手に分かれてもいいのか？

ＧＭ：構かまいません。ただし、移動先でトラブルが発生した場合、ひとりで対たい処しよしなくてはならないリスクがありますよ。

エミリア：だよね。うーん、どうするべきか……。




　どの候補地へ向かうかで悩なやむ真也とエミリア。

　ふと降おりた沈黙の中、最初に口を開いたのはガブリエルだった。




ガブリエル：……なあ、ＧＭ。ちょっといいか。

ＧＭ：はい、なんですか？

ガブリエル：俺が《タッピング》を取ったら、それを使って候補地を絞り込めないか？

ＧＭ：いいところに気づきましたね。

エミリア：《タッピング》ってどんなエフェクトだっけ？

ガブリエル：無線電波とかをキャッチして会話を聞くためのエフェクトだよ。遠隔制御装そう置ちも電波を発してるだろうから、そいつをキャッチできないかと思ってな。

ＧＭ：ガブリエルの予測通り、《タッピング》による候補地の絞り込みは可能です。ただ、情報収集とは条じよう件けんが変わりますけどね。達成値８で一カ所、10で二カ所まで候補地を潰すことができます。

アイヴィ：なるほど、どれが不正解の候補地か分かるわけですね。

ＧＭ：その通り。ガブリエル、それでよければ《タッピング》を取得してください。

ガブリエル：十分すぎるぐらいだ。よし、《タッピング》を取得する。そして、真也の携帯越しに登場するぞ。

ＧＭ：了解です。では、真也が起爆装置の捜そう索さくをしていると真也の携帯が着信を告げる。着信画面に表示されるガブリエルの名前。

真也：すぐに電話を受けるよ。……もしもし？

ガブリエル：俺だ。状況はどうなってる？

真也：遠隔制御装置がありそうな場所を五カ所まで絞しぼり込こめたよ。と、ガブリエルにさっき調べた候補地のことを教えよう。

ガブリエル：ＯＫ。なら、そこで《タッピング》だ。五カ所の候補地を調ちよう査さするぞ。

ＧＭ：では、判定をどうぞ。

ガブリエル：ダイス３個で、クリティカル値は下がらないから厳きびしいが……（ダイスを振ふる）よし、達成値９だ！　一カ所は潰せるぞ！

一同：おおっ！

ＧＭ：お見事！　ガブリエルは内ない蔵ぞうされた電波傍ぼう受じゆ機能を起動。繁はん華か街がい方面から発せられる遠隔制御装置のものと思わしき電波を受信すると同時に、それが偽にせ物もののものだと分かる。〝繁華街〟がダミーだと判明しました。

アイヴィ：やりましたね！

ガブリエル：おう、《タッピング》が無む駄だにならなくてよかったぜ（笑）。というわけで、今の情報を真也に伝えるぞ。……繁華街はダミーだな。行っても時間の無駄だ。

真也：分かった。今聞いた情報を加賀宮市の地図データに反はん映えいしておこう。

ＧＭ：では、携帯画面に表示されている地図データが更こう新しんされ、繁華街方面に×印がつけられます。

エミリア：これで候補地は四カ所だね。ガブリエル、助かったよ！

ガブリエル：どういたしましてだ。こっちからすれば、お前らだけが頼たよりだ。がんばってくれ。……そう言って、俺は携帯を切る。退場だ。

ＧＭ：了解。では、真也とエミリアに移動先を決めてもらいましょうか。

エミリア：はーい。

真也：四カ所まで絞れたら別行動で、一気に二カ所を調べた方がよさそうだな。両方外れても、候補地を二カ所まで絞り込めるし……。

アイヴィ：次の候補地への移動を行なう時、エミリアさんの《インスピレーション》で確かく実じつに遠隔制御装置の場所を特定できますね。

エミリア：だね！　その時はがんばって占うらなうよ～！

真也：頼りにしてるよ。じゃあ僕は……〝加賀宮山〟に行こう。なんか怪あやしい気がする（笑）。

エミリア：あたしは〝ビル街〟か〝電波塔〟だと思うんだけど……（しばし考え込み）よしっ、決めた！　〝電波塔〟にするね！

ＧＭ：では、候補地の絞り込みを終えて、ふたりが加賀宮山と電波塔に調査へ向かったところでシーンを切ります。







《タッピング》　電波を傍受して会話などを聞き取るブラックドッグのエフェクト。











◆Middle 10◆最初の試練


Scene Player ─── ガブリエル・ガルシア






　真也とエミリアが遠隔制御装そう置ちを探さがしている頃ころ。

　ガブリエルはバスの速度を維い持じすることに集中していた。

　ピクシーのナビゲートの元、バスは環状の高速道路を山手へ向かってひた走る。




ＧＭ：次はアイヴィ＆ガブリエル組のシーンに移うつりますよ。

ガブリエル：俺おれは相変わらずバスの速度を維持するべく運転しているわけだが。

ＧＭ：では、ピクシーが道路情じよう報ほうを調べて、交通量の少ないルートへと誘ゆう導どうしてくれます。「加賀宮山側のルートなら渋じゆう滞たいはないみたいだね。そちら側へ向かおう」

ガブリエル：即そく席せきのカーナビってところか。……やるじゃないか、ピクシー。

ＧＭ：「ボクにはこれぐらいしかできないからね」携帯端末の中、肩かたをすくめて嘆たん息そくする。

アイヴィ：十分に助かってますよ、ピクシー。運転はふたりに任まかせておけば大だい丈じよう夫ぶそうなので、私は爆ばく弾だんを調べますよ。設置場所が分かれば、解体もできるかもしれませんし。

ＧＭ：では、目もく標ひよう値ち８で〈知覚〉判はん定ていを。成功すれば、爆弾の設置場所が判明します。

アイヴィ：〈知覚〉なら得意ですよ。エンジェルハィロゥ／ハヌマーンで【感覚】は高いですし、技ぎ能のうも２レベルありますから。……うん、達成値11で成功です。

ＧＭ：やりますね。では、アイヴィが風を放って周囲を知覚していくと、バス底部に異い物ぶつが付着しているのに気づきます。

真也：車の底とはまた定番の位置だな（笑）。

アイヴィ：そうなんじゃないかと私も思ってました（笑）。

ＧＭ：爆弾は燃料タンクの真横に設置されていて、起爆すれば燃料に引火、バスは一いつ瞬しゆんで爆発炎えん上じようして、木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛とびます。

アイヴィ：とりあえず他の人たちに聞こえないように、ガブリエルとピクシーに耳打ちします。……爆弾の位置を確かく認にんしました。車の底部に仕し掛かけてあるみたいです。

ガブリエル：運転しながら解かい除じよはできんな。アイヴィ、代わりに爆弾を見て調べてくれるか。

アイヴィ：えっ、でも走りながらだと底部の爆弾を見るのは無理じゃないですか？

ＧＭ：いえ、見られますよ。バスって床ゆかにハッチがついてるタイプがあるじゃないですか。

真也：あー、確かにあるな。

ＧＭ：このバスもハッチがあるんですよ。そこを開ければ、底部の様子は確認できます。

アイヴィ：あっ、なるほど。

エミリア：で、でも危なくない？　もし落ちたりしたら……。

アイヴィ：何か適当なものを命綱として身体に結べば大丈夫かと。それに、できることはやっておきたいですから。

ガブリエル：分かった。悪いが俺は運転で手が離はなせない。アイヴィ、代わりに頼むぜ。

アイヴィ：はい。おさげを頭の上で縛しばって……タイヤに髪を巻き込まれたら危ないですしね。

真也：なんか巾きん着ちやく袋ぶくろみたいだな（笑）。

アイヴィ：言われてみれば（笑）。床のハッチを開けて、恐る恐る底部を覗き込んで……。

ＧＭ：では、覗き込むとまず高速で通とおり過すぎていく路面が見えます。続いてゴォオオッという唸うなるような音が耳を、吹き抜ぬける風が顔を叩たたく。

アイヴィ：こ、これはかなり怖こわいですね……。

ＧＭ：底部の様子を確認するアイヴィに、何人かの子こ供どもが息を吞のみます。あと、ユーリが心配そうに声をかけてくる。「アイヴィ、危あぶないですよ！」

アイヴィ：大丈夫です、無茶はしませんから！　……安心させるようにユーリに答えながら、キョロキョロと底部を見回してみますけど、爆弾は見つかりますか？

ＧＭ：あります。アイヴィが覗き込んでる位置から二～三メートルほど先に、あきらかにバスのパーツとは違ちがう箱型の異物が取り付けられている。

アイヴィ：まずはガブリエルに報ほう告こくを。……ガブリエル、見つけました！

ガブリエル：よし。次はその爆弾がどんな種類のものかを調べたいところだが……。

アイヴィ：とりあえず爆弾をちゃんと見てみますけど、何か分かることはありますか？

ＧＭ：カラフルなコードがいくつか配線されていることと、スピード検知器と思われるデジタルメーターが取り付けられていて、〝80〟という数すう値ちが表ひよう示じされているのが分かります。

ガブリエル：他には？

ＧＭ：これ以上は判定が必要です。ちなみに爆弾を解体するなら構造を調べる必要がある。

真也：まあ、そりゃそうだよな。構造が分からないんじゃ手の出しようがないし。

アイヴィ：ですね。ＧＭ、爆弾の構造を調べるにはどうすればいいですか？

ＧＭ：（さらりと）〈追つい跡せき〉判定で目標値30になります。

一同：目標値30っ!?

エミリア：そ、そんなのエフェクトなしじゃ出ないよ！

アイヴィ：……もしかして工作員で情じよう報ほう隠いん蔽ぺいされてます？

ＧＭ：（にやりと笑い）その通り。

エミリア：（アイヴィへ）工作員って？

アイヴィ：情報ひとつを隠蔽できるＦＨ専せん用ようのＤロイスです。たぶん、Ｘ１０がそれを使って爆弾構造の情報を隠蔽してるんじゃないかと。

ＧＭ：いかにも。ファントムセルの最新技ぎ術じゆつで作られた爆弾、そう簡単に解除はできませんよ。

ガブリエル：ちっ、Ｘ１０の野や郎ろう、厄やつ介かいなもの仕掛けてくれたぜ。

ＧＭ：ちなみに遠隔制御装置を発見できれば、判定なしで爆弾を止めることができます。

アイヴィ：うーん、これはこちらで爆弾を解除する線はなさそうですね。

ガブリエル：確かに、ちょいと俺たちの手には余るな。真也とエミリアに任まかせるか。

真也：できる限り早く発見できるように全力を尽くすよ。

エミリア：うん、がんばるぞー。

ＧＭ：それでは、バスの爆弾を調べ終わったところで、イベントがひとつ発生しますよ。

アイヴィ：えっ？

ＧＭ：バス底部を調べ終わると同時、だんだんと周囲を走る車の数が増ふえてきます。そして、進行方向にインターチェンジが見えてくる。自然、降おりる車が減げん速そくして道路が微び妙みように詰つまり始めるわけですが───。

ガブリエル：うおっ!?　こっちは減速するわけにはいかねえぞ！

ＧＭ：というわけで、インターチェンジへ入る車しや輌りよう群ぐんを避さけながら通つう過かするための判定をしてもらいましょう！

真也：これ、もし失敗したらどうなるんだ？

ＧＭ：ガブリエルとアイヴィは２Ｄ10点の実ダメージを受けます。また、子供たちはＨＰ40点のトループとして扱あつかい、同様にダメージを受けます。その結果、ダメージの点数と同じ人数の子供が怪我けがを負うことになる。

ガブリエル：そういうことなら失敗はできねえな。

ＧＭ：さあ、運転手のガブリエルは〈運転：車輌〉で判定を。目標値は７です！

ガブリエル：微妙に厳きびしい……。ＧＭ、ここで経けい験けん点を使わせてくれ。【感覚】を１点あげてダイスを増やしたい。

ＧＭ：ＯＫ、どうぞ。

ガブリエル：助かる。侵しん蝕しよく率りつボーナスも入れてダイス５個こなら何とか……。

アイヴィ：ガブリエル、がんばってください！

ガブリエル：おう。おりゃっ……よし、８で成功だ！

一同：おおっ！

ガブリエル：ハンドルを左右に切って車輌群を避けながらも、クラクションを鳴らして窓まどから外に向かって叫さけぶ。……前を空けろ───っ！

ＧＭ：すると突とつ然ぜんのクラクションに何台かの車が道を空ける。反はん応のうの遅おくれた車と接せつ触しよくしそうにもなりますが、ガブリエルの巧たくみなハンドル捌さばきで回かい避ひしていく。お見事！　無事にインターチェンジ前を通過しました。

アイヴィ：やりましたね、ガブリエル！

ＧＭ：アイヴィの喜びの声に重ねるように、背はい後ごで子供たちも歓かん声せいを上げます。「やったー！」「ぶつかるかと思ったー！」「ガブリエル、すっげぇ！」

ガブリエル：やれやれ、怪け我が人にんが出なくて何よりだ。

ＧＭ：では、一いち難なん去って一息ついたところでシーンを切ります。







◆Middle 11◆待ち受けるモノ


Scene Player ─── 諏訪原真也






　その頃ころ、真也とエミリアはそれぞれ向かった候こう補ほ地ちへとたどり着こうとしていた。

　効こう率りつを上げるために二手に分かれての探索。

　それぞれの行き先でふたりを待つものは……。




真也：次は僕たちの答え合わせの時間だな。

ＧＭ：いかにも（笑）。別々の場所に移い動どうしましたが、ここはひとつのシーンとして処しよ理りしましょう。ふたりとも登場してください。

真也：おう。うおっ、侵蝕率がまた10上がった！

エミリア：あたしは１！　よし！　よし！

アイヴィ：エミリアさん、すごいうれしそう（笑）。

ＧＭ：ずいぶんと両りよう極きよく端たんな出目でしたね（笑）。さて、それでは最初に真也の方から演えん出しゆつしていきましょうか。

真也：（急にうなだれて）ああ……、俺はハズレか。

エミリア：何だか悟さとってる！（笑）

ガブリエル：でもまあ、たしかになあ（笑）。

アイヴィ：クイズ番組とかだと先に明かされる方は外れますよね（笑）。

真也：やっぱ、先にきたらハズレだろ（笑）。

ＧＭ：さてどうでしょうか（笑）。加賀宮山の中へと入り、探索を開始する真也。しばらくして一軒けんの山小屋を見つけます。

真也：周囲を警けい戒かいしながら山小屋の中を調べる。……もしかして、ここか？

ＧＭ：山小屋は長い間放置されていたようで、すえた臭においが立ちこめている。ボロボロの室内ですが最近置かれたものと思わしき機械の箱がひとつあります。

エミリア：おっ？

ＧＭ：機械の箱は、真也の侵しん入にゆうに反はん応のうしてランプを点てん滅めつさせる。そして、内ない蔵ぞうされているスピーカーから少年の……Ｘ１０の声が流れ始めます。「やあ、０９。こんな山中までご苦労なことだね。だが、残念ながらこれはダミー───」

真也：バ───ンッ！（[image: ]ダミーを粉ふん砕さいする音）

ＧＭ：ああっ、まだ残念でした宣せん言げんが終わってないのに！（笑）

真也：偽にせ物ものだと分かったのに、そんなん最後まで聞いてられるかーっ！（一同爆ばく笑しよう）

ガブリエル：そりゃそうだ（笑）。

ＧＭ：とほほ（笑）。真也の前に木っ端微塵に砕くだけたダミーの電波発生装置が転がる。スピーカーからはＸ１０の声の代わりに、ザーッというノイズが流れています。

真也：こ、これで侵蝕率10点上じよう昇しようはきついぜ……。

アイヴィ：ハズレですから、そこは仕方がないですよ（笑）。

真也：それはそうなんだけどさ（笑）。とにかく、もうここにいても意味は無いし、即そつ行こうで山小屋を出て街に戻もどるぞ。そして、エミリアと合流する。




　加賀宮山を後にする、真也。

　一方その頃、エミリアは───。




エミリア：電でん波ぱ塔とうまで作ったバイクで走ってきたけど、これって中に入れるのかな？

ＧＭ：内部に展てん望ぼう室しつとかがあるタイプなので自由に出入りできますよ。

エミリア：ならバイクを戦車のタロットに戻して、電波塔を上る！

ＧＭ：では、勢いきおいよく電波塔に飛とび込こんだエミリアは展望室へとたどり着きます。昼ひる過すぎの中ちゆう途と半はん端ぱな時間帯のせいか、展望室内に人の姿すがたはありません。

エミリア：ラッキー！　じゃあ、キョロキョロと周囲を見回しながら、展望室を一通りチェックして回るよ。

ＧＭ：するとエミリアは、展望室の片かた隅すみで箱型の機械を発見する。

エミリア：は、箱型の機械って……。

ＧＭ：エミリアが近づくと機械のランプが点てん灯とうし、内蔵スピーカーがＸ１０の声を流しますよ。「おやおや、０８。キミも外れクジを引きに来たのか。残念だが……」

エミリア：ごしゃっ！（[image: ]ダミー粉砕）（一同爆笑）

ＧＭ：エミリアの怒いかりの鉄てつ拳けんでガラクタと化すダミーの電波発信機（笑）。

エミリア：も[image: ][image: ][image: ]っ！　頭ぐしゃぐしゃってしながら、電波塔から飛び出すよ。




　戦車のタロットからバイクを作りだし、走り去るエミリア。

　加賀宮山へと一気に駆かけ抜ぬけて、真也との合流に成功する。




ＧＭ：エミリアが加賀宮山のふもとに着くと、ちょうど真也が山から下りてきたところで、ふたりは無事に合流できます。

エミリア：真也、こっちはハズレだったよ！　もう地じ団だん駄だ踏ふみながら悔くやしがる。

真也：こっちもダミーだった。急いで他の候補地へ行こう。

ＧＭ：それでは次の移動場所を決めてもらいましょうか。残っている候補地は〝ビル街〟と〝住じゆう宅たく街がい〟になります。

エミリア：ここで《インスピレーション》を使うよ！

ＧＭ：では、ＹＥＳ／ＮＯで返答できる形で俺に質しつ問もんをしてください。

エミリア：オッケー。質問は「ビル街に遠隔制御装置はあるか？」で！

ＧＭ：承うけたまわりました。その質問への答えは……ＹＥＳです！

エミリア：おっ、ＹＥＳだ。じゃあ、タロットをばーっと広げて占うらなうよ。……この結果なら……真也、遠隔制御装置はビル街にあるみたいだよ！

真也：ビル街の方だったのか。

アイヴィ：エミリアさん、実は惜おしかったんですね。

ガブリエル：そういや最初、電波塔かビル街で迷まよってたな。

エミリア：そうなんだよねー。正せい解かいが分かって嬉うれしいけど、悔しかったりもして、何だか複ふく雑ざつな気分だよ（笑）。

アイヴィ：分かります、分かります（笑）。

真也：何にせよ、正解の場所は判明したんだ。すぐに行こう。

エミリア：オッケー！　じゃあ、バイクのタンデムシートに真也を乗せて、ビル街に全速力で向かうよ。

ＧＭ：了りよう解かい。では、ふたりの乗るバイクが、加賀宮市を駆け抜けていったところでシーンを切りましょう。

[image: ]







◆Middle 12◆第二の試練


Scene Player ─── アイヴィ・ノールズ






　真也とエミリアが遠隔制御装置の場所を割わり出だした頃。

　バスは山間の高速道路を、右手に加賀宮山を望みながら走っていた。

　周囲に他の車輌はほとんどおらず、一見安全なように見える状じよう況きようだが……。




ＧＭ：アイヴィ＆ガブリエル組のシーンに戻もどりますよ。真也とエミリアがビル街へ向かうその頃という演出になります。

アイヴィ：わかりました。

ガブリエル：俺たちは相変わらず高速道路を回っているところか？

ＧＭ：ですね。現げん在ざいは加賀宮山近くを通過中。周囲を走る車はほとんどなく、渋滞の気配もなし。一息つける余よ裕ゆうがあるぐらいです。

ガブリエル：だからといって油ゆ断だんはしない。こっちは子供の命を背せ負おってるからな。

アイヴィ：（こくりとうなずき）真也さんとエミリアさんが遠隔制御装置を見つけるまで、気を引ひき締しめていきますよ。

ガブリエル：とりあえずピクシーに確認しておくぞ。……なあ、ピクシー。今の燃料で、このバスはどれぐらい走り続けられる？

ＧＭ：すると、ピクシーは燃料の残量と今までの消費量を元に計算を始めます。そして、しばらくして答えを口にする。「あと四……いや三時間といったところだろうな」

ガブリエル：あと三時間か……。真也、エミリア、なるべく早く頼たのむぜ。焦しよう燥そう感を抑おさえながらつぶやく。

アイヴィ：じゃあ、私はその後ろで子供たちの様子を見て回りましょう。何か問題とか起こったりしますか？

ＧＭ：今のところ大だい丈じよう夫ぶですよ。ガブリエルとアイヴィが心の支ささえになっていることもあり、みんな緊きん張ちようはしてるけど混こん乱らんはしていない。

ガブリエル：そいつは何よりだ。こういう状況じゃ、パニックが一番怖こわいからな。

ＧＭ：ただ、バス内を見回っていると気づくんですが、ユーリの様子がおかしい。緊張による消しよう耗もうのせいか、顔が青ざめているのがはっきりと見て取れます。

アイヴィ：すぐに駆かけ寄よって話し掛かけますよ。……ユーリ、大丈夫ですか？　ずいぶんと顔色がよくないみたいですけど。

ＧＭ：「ええ、ちょっと疲つかれただけですから……」ユーリは気丈に答えますが、声に力がありません。

ガブリエル：爆弾バスに乗せられてるんだ。当然といえば当然だな。

アイヴィ：ユーリの手を握にぎって、励はげまします。……もう少しだけがんばってください。今、真也さんとエミリアさんが、爆弾を解除する方法を捜さがしてくれていますから。

ＧＭ：「おふたりが……？」彼は一瞬だけ、ちくりと胸むねに針はりが刺ささったようにつらそうな表ひよう情じようになる。

アイヴィ：うっ、ちょっとうかつな発言だったかも？

ガブリエル：そこまで深しん刻こくでもないだろ。ただ傷しよう心しん中だから、名前とか聞いても反応しちまうんだろうな。

アイヴィ：しょんぼりしながら謝あやまりますよ。……す、すみません。

ＧＭ：するとユーリは顔を横に振ふって。「大丈夫です。……ただ、悔くやしくて」

ガブリエル：悔しい？

ＧＭ：「みんなを助けるために、あなた方はやるべきことをやっている。それに比くらべて僕は、ただ耐たえることすらできなくて……」

アイヴィ：いえ、あなたは十分がんばってくれています。それを言うなら、あたしの方こそ謝らなくちゃいけません。こんな事じ件けんに巻まきこんでしまって……。




　口にした途と端たん、罪つみの意い識しきがアイヴィの心にのしかかってきた。

　言葉を続けることができなくなり、沈ちん黙もくしてしまう。




ＧＭ：重い沈黙の中、ユーリはしばし考えて口を開く。「でも、アイヴィは僕たちを助けてくれているじゃないですか」あなたを励ますように、彼は穏おだやかに微笑ほほえむ。

アイヴィ：ユーリ……。

ＧＭ：「爆弾を仕し掛かけたのはＸ１０という人であなたじゃない。もし今回の罪を背せ負おうのなら、Ｘ１０と名乗ったあの人です」

ガブリエル：ユーリの言う通りだ。落ち込こむ暇ひまがあるなら、とっとと爆弾を解かい除じよして、Ｘ１０を一発殴なぐりに行ってやろうぜ。

アイヴィ：しばらくうつむいてから頷うなずいて。……ふたりとも、ありがとうございます。もう大丈夫。私もＸ１０には腹はらが立ってるんです。絶ぜつ対たいにゲームをクリアして、あいつのところにたどり着いてみせますよ！

ガブリエル：おう、その調子だ（笑）。

ＧＭ：では、アイヴィがそうやって暗い気持ちを吹ふき飛とばそうと叫ぶと同時、再ふたたびテレビの電でん源げんが入り、Ｘ１０の姿が映うつし出される。

エミリア：また映った！

アイヴィ：Ｘ１０……！　キッとテレビ画面を睨にらみつけます。

ＧＭ：「やあ、０２に０５。ずいぶんとうまくやっているみたいじゃないか」

ガブリエル：今度は何の用だ。生憎あいにく、お前に関かかわってる暇はないんだが。

ＧＭ：「何、ただ運転しているだけじゃ刺し激げきが少ないだろう。ここらで少しゲームを盛もり上げてあげようと思ってね」Ｘ１０が酷こく薄はくな笑みを浮うかべながら言う。

アイヴィ：Ｘ１０に向かって叫びますよ。……そんなのあなたが暇なだけでしょう！　私たちはそんなもの必要としていません！

ＧＭ：「つれない返事だ。傷きずつくじゃないか」

ガブリエル：心にもないことを言うなよ。余よ計けいなことはせずに、とっとと失せろ！

ＧＭ：「悪いけど、それは聞けない話だね。たとえ望まなくても受け取ってもらうよ。俺からのプレゼントを！」そう告げると同時にＸ１０が指をパチリと打ち鳴らします。すると、バスの右手───加賀宮山の方角でズンッという爆ばく発はつ音おんが響ひびき渡わたる！

ガブリエル：うお、何だっ!?

アイヴィ：慌あわてて山の方を確認しに走りますよ！

ＧＭ：アイヴィがバス右側の窓に飛びつくと、山の一部が爆弾で吹き飛ばされ、それによって生まれた大量の土ど砂しやがバス目がけて降ふり注そそいでくるのが見える！

アイヴィ：すぐに警けい告こくします！　……ガブリエル、山から土砂が！

ガブリエル：くそったれ、やってくれるじゃねえか！

ＧＭ：さあ、では、バスの運転をしているガブリエルに、土砂を避よけられるか判定をしてもらいましょう。〈運転：車輌〉で目標値は15！

一同：15!?

ガブリエル：なかなか無茶言ってくれるな、おい！

ＧＭ：目標値が高いのには理由があるんですよ。なぜなら、この目標値は下げる方法があるんですから。

アイヴィ：どうすればいいんですか？

ＧＭ：運転手以外のＰＣが、攻こう撃げきで土砂にダメージを与あたえてください。すると［与えたダメージの十の位＋１］点、土砂を避けるための目標値を下げられます。

真也：落ちてくる土砂を攻撃で吹っ飛ばすイメージか。

ＧＭ：ちなみにガブリエルが運転手をしているので、土砂に攻撃できるのはアイヴィだけになりますね。

ガブリエル：そうなるか……。頼たのんだぜ、アイヴィ。

アイヴィ：が、がんばります！

ＧＭ：では、まずはアイヴィに土砂を攻撃してもらいましょうか。ちなみに土砂は防ぼう御ぎよ行動を取らないので、ファンブルさえしなければ命中します。

アイヴィ：わかりました。いつもの《サイレンの魔ま女じよ》コンボで攻撃します！　ダイス10個このクリティカル値は８で……クリティカル！　……10……20！

エミリア：おっ、いい感じじゃん！

アイヴィ：まだまだ行きますよ！　30……40の44で……達成値48です！

一同：おおーっ！

ガブリエル：いい一撃だ！

アイヴィ：これでダメージは５Ｄ10＋３点！

エミリア：アイヴィ、やっちゃえー！

アイヴィ：はい、行きますよ。それっ！　……出目27で、30点ぴったりです！

真也：ギリギリ十の位が繰り上がったな！

ＧＭ：やるなあ。アイヴィの放った風と光の嵐あらしが、落下してくる土砂の一部を吹き飛ばしていく！　これで目標値が15から４点下がって11になりました。

ガブリエル：11ならクリティカルが１回でも出れば成功になるか。なんとか一発で成功させたいところだな。

真也：そうすればダメージも食らわずにすむし、子供にも被ひ害がいが出ないしな。

ガブリエル：（こくりとうなずき）とにかく10が１個でも出ればＯＫだ。行くぜ……！




　ガブリエルの振った５個のダイスがテーブルの上を転がる。

　一同が固かた唾ずを吞のんで見守る中、導みちびき出だされた判定の結果は───。




エミリア：出た───っ！

アイヴィ：出た出た、10が出ましたよ！　クリティカルです！

ＧＭ：ま、マジですか？

ガブリエル：おう、５個振って10が２個出やがった（笑）。

真也：すごいな（笑）。

ＧＭ：一回目は失敗すると思ったのに……、これは見事と言うしかない（笑）。

ガブリエル：俺とアイヴィの力を合わせればざっとこんなもんだ。土砂が降ふり注そそぐ中、俺はアイヴィが作りだしてくれたルートに迷まよわずバスを突つっ込こませる！　……みんな、しっかりつかまってろ！

ＧＭ：ガブリエルの叫び声に、子供たちが座ざ席せきにしがみつく。そして、雪崩なだれのように押おし寄よせる大量の土砂の中をバスが踊おどるように進み、危き険けん地帯を一気に突とつ破ぱします！

一同：よしっ！

ガブリエル：ふぅ、何とかなったなアイヴィ。

アイヴィ：よかったですよ～。ほっとして思わずへたり込んじゃいます（笑）。

ＧＭ：背後で沸わき上あがる子供たちの歓声。後ろを振ふり返れば、高速道路が完全に土砂で埋うまってしまっています。

ガブリエル：マジでやばかったんだな。

アイヴィ：本当ですよ。……あの、ところで冬野先生は大だい丈じよう夫ぶでしょうか？

エミリア：あっ！

真也：そういえば、後ろに付いてきてもらってたんだっけか。

ＧＭ：ああ、彼なら大丈夫ですよ。アイヴィが心配するのと同時に、冬野からガブリエルの携けい帯たいに着信が入ります。

ガブリエル：おう、すぐに出るぜ。……冬野先生、大丈夫か？

ＧＭ：「ええ、大丈夫です。そちらも無事なようですね」

アイヴィ：先生はこれからどうしますか？

ＧＭ：「ここは通れそうにないですし、一度高速道路を降おりてこの先のインターチェンジで合流しますよ」

ガブリエル：了解した。なら、また後で会おう。

ＧＭ：「はい、また後で！」冬野が返事を返して、携帯は切れます。

ガブリエル：よし、それじゃあ俺たちはこのまま先に進むぞ。

ＧＭ：分かりました。では、Ｘ１０の罠わなを無事にくぐり抜ぬけ、バスが高速道路をさらに先へと進んだところでシーンを切りましょう。







《サイレンの魔女》　振動波で周囲一帯を攻撃するハヌマーンのエフェクト。











◆Middle 13◆探索成功


Scene Player ─── エミリア・ラウラ






　たどり着いたのはビル街に建つ高こう層そうビルのひとつ。

　隣となりに立つ真也と視し線せんを交わして頷うなずき合い、エミリアは走り出す。

　このビルに隠かくされた遠えん隔かく制せい御ぎよ装そう置ちを探さがし出すために。




ＧＭ：では次は真也＆エミリア組のシーンになります。舞ぶ台たいはビル街の一角に建つ完成間近の高層ビルになります。五十階ほどの高さがあり、結けつ構こう大きい。

エミリア：バイクから降りてビルを見上げるよ。ここに遠隔制御装置があるんだね。

真也：のはずだけど……。

ＧＭ：まだテナントも入っていない高層ビルは周囲だけでなく、中にも人の姿は見えません。工事も今日は休みのようでしんっと静まり返っています。

真也：好都合だ。ここに来るのに手間取ったせいでガブリエルとアイヴィには苦労をかけたし、さっさと探しに行こう。

エミリア：うん！　早速ビルに入るよ。

ＧＭ：了解。では、下の階からしらみつぶしに探索を続けていき、あなたたちはやがて最上階にたどり着く。

真也：ぜいぜい、荒あらい息をつきながら周囲を見み渡わたすよ。

ＧＭ：最上階はまだ内ない装そうも未完成で、ただ広いだけのフロアが広がっている。そして、奥おくには遠隔制御装置と思おぼしい機械が置かれている。

エミリア：おっ、やっと見つけた！

ＧＭ：しかし！　その周囲には多数のロボット兵士が配置されている。ロボット兵士が侵しん入にゆう者しやである真也とエミリアに気づき、内ない蔵ぞうされた銃じゆうを展てん開かいして戦せん闘とう態たい勢せいを取ります。

真也：そう簡単には渡すつもりはないってことか。

エミリア：ううっ、早くみんなを助けたいのにーっ！

ＧＭ：ならば、ロボット兵士を倒たおしてもらいましょう！　さあ、戦闘を行ないますよ。敵てきはロボット兵士三体！




　遠隔制御装置を巡めぐる戦いが始まった。

　だが、過か去こ二度の戦いを経へて成長した真也とエミリアにとっては、もはやロボット兵士は障しよう害がいにもならない。




　準じゆん備びする余裕がなく、エミリアは鎌かまを作らずに素す手でで攻撃することになったものの、エフェクトで強化された一撃はロボット兵士二体を粉ふん砕さい。

　残る一体も、真也の放った《漆しつ黒こくの拳こぶし》で圧あつ壊かいしたのであった。




ＧＭ：しゅ、瞬殺か……。アイヴィいないし、戦闘前の武ぶ器きを作る余裕もなかったし、少しは消しよう耗もうさせられると思ったんだけどなぁ。

真也：一発も攻撃を食らわずにすんでよかったよ（笑）。

エミリア：毎日練習してたかいがあったね！

アイヴィ：そういえば、訓練してるって言ってましたね。

真也：ちゃんと成果が出たな（笑）。

エミリア：うんうん（笑）。さて、ロボット兵士は倒したし、遠隔制御装置を拾いに行くよ～。

ＧＭ：分かりました。遠隔制御装置は片かた手てで持って操そう作さするグリップ型で、いくつかのボタンとスイッチがついています。

真也：ボタンとスイッチ……。これってどう操作すればいいんだ？

エミリア：うーん……。とりあえずピクシーに確かく認にんしてもらうのはどうかな？　なんかこういうの調べてもらえそうな気もするし。ほら、Ｘ島を脱だつ出しゆつするときも、管理キーが本物か調べてもらったじゃない。

一同：ああー。

真也：そういえばそうだったな。じゃあ、携けい帯たいを取り出して、ピクシーを呼よぶよ。

ＧＭ：真也が携帯からピクシー呼び出し用の番号を押おすと、着信画面にピクシーの姿が映うつし出されます。「真也、エミリア、何かあったのか？」

真也：遠隔制御装置ってやつを見つけたよ。たぶんこれが本物だと思う。

ＧＭ：「それは本当かい！　やったな、真也、エミリア！」

真也：ただ、どう操作すればいいのか分からないんだよ。

エミリア：ピクシー、調べてもらえないかな。

ＧＭ：「分かった。じゃあ、携帯でその装置の写真を撮って送ってくれ」

真也：了解。じゃあ早速、写真を撮って送ろう。

ＧＭ：では、写真を送った直後、アイヴィの持っている携帯端たん末まつが処理中を告げるランプを点滅させて。「解かい析せき完かん了りよう……。装置上部に取り付けられているレバースイッチだ。それを切れば、爆弾を解除できる」

エミリア：よし、早速切ろう！

真也：（こくりと頷き）じゃあ、少しびくつきながら、レバースイッチを切る。

ＧＭ：了解です。では、スイッチを切った瞬しゆん間かん───。




　高速道路を走り続けるバス。

　その底部に仕し掛かけられた爆弾に変化が起きる。

　速度を示しめすデジタルメーターが点てん滅めつを始めたのだ。

　点滅は数秒ほど続き、そして最後に電子音を鳴らして表示が消えた。




ＧＭ：───というわけで、バスに取り付けられた爆弾が停止して、時速六十キロ以下になっても爆発しなくなりました。バスから降りるのもＯＫになります。

一同：やったー！

エミリア：これで一安心だね！

真也：何とかなって良かったよ。

ＧＭ：と、あなたたちが安あん堵どの息を吐つくと同時に、どこからともなくＸ１０の声が聞こえてきますよ。「見事に爆弾を解除したようだね。それでなくては面おも白しろくない」

エミリア：えっ、どこにいるの？　キョロキョロと周囲を見渡すけど。

ＧＭ：しかし、Ｘ１０の姿は見つかりません。どうやらフロアのどこかにカメラと通信機が仕掛けられているようで、声だけが聞こえてきます。

真也：どこに通信機があるのか分からないし、大声で叫び返す。……これでお前のくだらないゲームも終わりだな！

ＧＭ：「ああ、そうだ。ようやくお前らと戦うことができるんだ」ひどく暗い喜びに満ちた声でＸ１０が告げる。

ガブリエル：そういえば、Ｘ１０自身は俺たちと戦いたがってるんだったか。

エミリア：でも、なんでそんなあたしたちに執しゆう着ちやくするんだろう？

ＧＭ：それは彼と直ちよく接せつ会った時に聞けば答えてくれるでしょう。「さあ、仲間と合流するといい。その時こそ、決着の時だ」

真也：最後にひとつだけ言っておく。……こっちと決着をつけたいんだったら、周りの人間には手を出すな！　僕たちは逃にげも隠かくれもしない。

エミリア：そうそう。絶ぜつ対たいに手を出しちゃダメだからね！

ＧＭ：「……いいだろう。他の人間に興きよう味みはない。その条じよう件けんを吞もうじゃないか」

真也：信用していいんだな？

ＧＭ：「ああ。僕の目的はお前たちを殺すことだけだからな。さあ、早く行け。あまり遅おそいと心変わりしてしまうかもしれないぞ」嘲あざけるように告げて、通信は途と絶だえます。

真也：分かった。じゃあ、エミリアの方を向いて。……行こう、決着をつけるんだ。

エミリア：うん！




　ふたりが走り出す。

　Ｘ１０を倒し、今回の事件に幕まくを下ろすために。







　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆妄もう執しゆうの果て


Scene Player ─── アイヴィ・ノールズ






　爆ばく弾だん解かい除じよの報ほうを受けて、バスはようやく停車することができた。

　だが、まだ安心はできない。Ｘ１０が来る前に、みんなを避ひ難なんさせなくては。

　アイヴィは子こ供どもたちを先せん導どうし、素す早ばやくバスから降おろし始めた。




ＧＭ：クライマックスに参ります。全員登場してください。

一同：はーい。

エミリア：あたしと真也は途と中ちゆうから合流する形かな。

ＧＭ：ですね。舞ぶ台たいは高速道路で、バスに仕し掛かけられた爆弾を真也とエミリアが止めた直後になります。

アイヴィ：じゃあ、バスを停車スペースのあるところに寄よせますよ。

ガブリエル：そして、子供たちを降ろしながら霧谷に連れん絡らくだ。……爆弾を解除した。子供たちは無事だ。迎むかえに来てくれ。

ＧＭ：では、霧谷は最も寄よりのパーキングエリアで合流、子供たちを保ほ護ごする旨むねを伝えてきます。そして、次々とバスから降りる子供たちを見ながら、ピクシーがつぶやく。「まさか、みんな無事に降りられるとは思わなかったよ」

ガブリエル：真也とエミリアが、がんばってくれたからな。

ＧＭ：「そうだね。それにアイヴィとガブリエルも子供たちを守りきった。……不謹慎な話だが、ボクはある程度の犠牲は仕方がないとあきらめていたから、正直驚いてる」

ガブリエル：まあ、仕方ねえさ。実際ギリギリの綱渡りみたいなもんだったしな。

ＧＭ：「だが、君たちのチームワークが、ファントムセルの悪意を上回ったのは確かさ」と、ピクシーが感嘆の言葉を告げたところで、子供たちの下車が完了します。

ガブリエル：分かった。子供たちに言うぞ。……いいか、みんなよく聞け。この先にパーキングエリアがあるから、そこで待ってるんだ。迎むかえが来る。

ＧＭ：するとガブリエルの指し示じに対して、ユーリが質しつ問もんしてきます。「ガブリエルさんとアイヴィはどうするんですか？」

ガブリエル：ここに残るさ。一いち応おう、爆弾を止めはしたが爆ばく発はつしない保ほ証しようはどこにもないからな。処しよ理りする必要があるだろ。

ＧＭ：「でも、そんな……危き険けんです！」

アイヴィ：大だい丈じよう夫ぶですよ。それより一いつ緒しよに行くことで、ようやく解かい放ほうできたみなさんを、また危険にさらしてしまう方が怖こわいです。

ガブリエル：まだ事じ件けんを仕掛けた張ちよう本ほん人にん、Ｘ１０も残ってるしな。

アイヴィ：だから、ユーリはみんなを連れて行ってください。私たちはここで決着をつけます。

ＧＭ：では、ユーリはしばし逡しゆん巡じゆんしますが「……わかりました。でも、ひとつだけ約束してください」と言って、アイヴィを見つめます。

アイヴィ：約束……ですか？

ＧＭ：彼はこくりと頷うなずいてこう言う。「必ずもう一度学校で会うと約束してください」

アイヴィ：約束します。昨日の演えん奏そうも途中で止まったままになっちゃってますしね。

ＧＭ：「そうですね。もう一度あの音楽室で一緒に演奏しましょう。その時はちゃんとした演奏をして見せます」

アイヴィ：当然です。ですから、それまでに元気になっててくださいね。

ＧＭ：何とも困こまったように微笑ほほえみながらも、ユーリはしっかりとうなずきます。「みなさん、行きましょう！」子供たちを引き連れて、彼はこの場を後にする。

ガブリエル：その後うしろ姿すがたを見ながら、アイヴィに向かって。……いい子じゃないか。よかったな、友達ができて。

アイヴィ：ええ。とてもいい子なんです……。それにヴァイオリンもとてもうまくて。練習がうまくいったら、彼と一緒に演奏会がやりたいです。

ガブリエル：その時は呼よんでくれ。絶ぜつ対たいに聴きに行くからな。

アイヴィ：もちろんです。

ガブリエル：そこで表ひよう情じようを真しん剣けんにして。……もうすぐ真也とエミリアがこっちに着くはずだ。たぶん、敵てきもな……。

アイヴィ：無言でこくりとうなずきます。

エミリア：そこで登場するね。バイクを全速で走らせてやってくるよ。

真也：なら、僕ぼくもタンデムシートに乗って登場だ。

ＧＭ：では、立ち去るユーリたちと入れ替わる形で、真也とエミリアが合流する。

アイヴィ：真也さん、エミリアさん、こっちです！　ぴょんぴょん跳びながら手を振ふります。

エミリア：キキーッとふたりの前でバイクを止めて、ふたりに駆かけ寄よるよ。アイヴィ～、ガブリエル～！

真也：ふたりとも無事みたいだな。良かった。

ガブリエル：ああ、おまえらのおかげで助かったよ。今回は死ぬかと思ったぜ。

エミリア：他の子供たちは大丈夫だった？

アイヴィ：無事ですよ。ＵＧＮに迎えを頼んだので、この先のパーキングエリアに避難してもらいました。

真也：よし。じゃあ、あとの問題はＸ１０だけだな。それで、あいつは？

アイヴィ：まだ姿すがたを見せてませんね。

エミリア：むーっ、ここで決着を付けるって言ってたのに！

ガブリエル：まったくどこまでも迷めい惑わくなヤツだ。来るならとっとと来い。煙草たばこに火をつけながら毒づく。

ＧＭ：では、そうして四人で話していると、突とつ然ぜんヘリのローター音が鳴り響ひびき───。




　高こう架か状じようになっている高速道路の下から、鋼こう鉄てつの塊かたまりが出しゆつ現げんした。

　コックピットに遠えん隔かく制せい御ぎよ用ようの機械が詰つめ込こまれた戦せん闘とうヘリだ。

　翼つばさの上にはＸ１０が立ち、高速道路の上に立つ真也たちを睥へい睨げいしている。




ＧＭ：「逃げずによく来たな、旧きゆう型がたども！」戦闘ヘリの上に立ち、狂きよう気きの笑みを浮うかべながらＸ１０が叫さけぶ！

ガブリエル：これはまた派は手でな登場だな！

ＧＭ：いえ、まだこれからです。戦闘ヘリからバス目がけてミサイルが発はつ射しやされる！

エミリア：えっ、ちょっと！

ガブリエル：やべえ、みんな逃げろ！　叫んでその場から飛び退すさる！

ＧＭ：みなさんが一いつ斉せいにその場から退しりぞくと同時、ミサイルはバスを直ちよく撃げき。取り付けられている爆弾と燃ねん料りよう引火によって、大だい爆ばく発はつを引き起こす！

真也：爆風に吹ふっ飛とばされて、道路の上を転がっていく。うおおおっ!?

ＧＭ：爆発によって高速道路が崩ほう落らくすることはありません。ただ、さながら壁かべのように巨きよ大だいな炎ほのおが燃もえさかって行く手を阻はばみます。

エミリア：わわわっ!?

ＧＭ：さらに、Ｘ１０は戦闘ヘリに拳こぶしを叩たたき込こむと、バスとは逆ぎやく側にわざと墜つい落らくさせます！

ガブリエル：今度はヘリか！　砂すなを盾たてのように展てん開かいして、みんなを爆風から守るぞ。

ＧＭ：バスとヘリ───ふたつの爆発が前後の道路に燃もえさかる炎の壁を生み出す。そして、炎に閉ざされた空間の中で、Ｘ１０はあなたたちと対たい峙じします。「これで逃げ道はないぞ」

アイヴィ：わざわざ戦いのお膳ぜん立だてのために、バスとヘリを爆ばく破はするなんて……。

エミリア：いきなり何すんのよ！　危あぶないじゃない！

ＧＭ：「この程てい度どで慌あわてふためくな。底が知れるぞ、０８」怒ど声せいに嘲ちよう笑しようを返すＸ１０。

エミリア：むっかーっ！　メッチャ地じ団だん駄だ踏ふむよ！

ガブリエル：エミリア、落ち着け。Ｘ１０と対峙して言うぞ。……炎のリングとは、ずいぶんと派手な戦場だな、おい。

ＧＭ：「これで邪じや魔ま者ものは入らないだろう。存ぞん分ぶんに戦えるというものさ」Ｘ１０は燃えさかる炎を背せ負おいながら言う。

真也：……無む駄だかもしれないけど、一応訊きくぞ。……なんで僕たちを狙ねらう？

ＧＭ：「そんなの……マスターファントムからの命令だからだよ。俺おれにとっては、それ以上の意味など必要ない」

アイヴィ：命令……？　命令だからこんな無茶をしたって言うんですか？

ＧＭ：「俺にとってはマスターファントムこそがすべてだ。あの御お方かたの命令でなければ、貴き様さまらのような旧型を相手に、このような回りくどいことなどするものか」ギラリと、彼は瞳ひとみの奥おくに憎ぞう悪おの炎をともす。

エミリア：この子、本当にマスターファントムのためだけに行動してるんだね。

真也：Ｘ１０の威い圧あつに耐たえながら、もう一度質問するぞ。……もうひとつだけ訊かせろ。お前はマスターファントムが、そんなことをする理由を知っているのか？

ＧＭ：すると、Ｘ１０の表情がビキリと引きつる。「分からない……。どうしてお前らのような旧型に……特に０９、貴様にマスターファントムが執しゆう着ちやくするのか……！」

ガブリエル：何も知らないまま、ただ言われるがままに……か。こいつ、ある意味では可哀かわい想そうなヤツなのかもしれんな。

ＧＭ：Ｘ１０は話を続ける。「ただ、あの御方は言っていた。これは〝試練〟なのだと」

アイヴィ：試練？

ガブリエル：俺たちを試してるってのか？

真也：もしそうなら、そんなの余よ計けいなお世話だ！

ＧＭ：「俺はお前らを倒たおし、最強を証しよう明めいしてみせる。特に０９！　貴様を倒せば、きっとあの御方は俺のことを認みとめてくれるに違ちがいない！」

真也：そんなくだらないことのために、あんたは！　悪いけど、僕はあんたのくだらない野望のための踏ふみ台になるつもりはない！

[image: ]

ＧＭ：「ふんっ、ならば力で俺を退しりぞけて見せろ！」叫ぶやいなや、彼は懐ふところからスイッチを取り出し、ボタンを押おし込こもうとする！

エミリア：そのスイッチって、もしかして───。

ＧＭ：前回でもニーラムが使った衝しよう動どうを引き起こすスイッチです。

真也：スイッチを見た瞬しゆん間かん、飛びかかる！　……押させるか！

ＧＭ：「もう遅いっ！」真也が動くよりも早く、Ｘ１０がスイッチを押し込む。鳴なり響ひびく異い様ように甲かん高だかい音。そして、みなさんの心の奥で、ざわざわと衝動が巻まき起おこる。さあ、衝動判はん定ていの時間ですよ！

アイヴィ：これって失敗したらやっぱり、行動の制せい限げんを受けるんですか？

ＧＭ：ええ。前回同様に一回だけですが、こちらの指定した行動を取ってもらいます。

真也：やっぱりか。〈ＲＣ〉判定は苦手なのに……。

ＧＭ：さあ、目もく標ひよう値ち７で衝動判定をお願いします！




　行動制限に苦い記き憶おくを持つ一同。真剣な表情でダイスを握にぎって判定に挑いどむ。

　その結果は───。




一同：成功！

ＧＭ：ちっ、今回は全員成功しましたか（笑）。

真也：よし、これで万全の状じよう態たいで戦えるぜ。

エミリア：でも、侵しん蝕しよく率りつがかなりやばいよ。もう[image: ]％もある。

アイヴィ：ええっ、いつの間に!?

真也：これは短期決戦しないとやばいな……。

ＧＭ：さて、前回の経けい験けんや訓練によって耐たい性せいを得ていたのか、みなさんは衝動に吞まれることなく耐えきる。だが、Ｘ１０は衝動を受け入れます。

アイヴィ：Ｘ１０の衝動はどんなのですか？

ＧＭ：〝殺さつ戮りく〟です。全身からすさまじい殺気を迸ほとばしらせながら、Ｘ１０が叫ぶ。「さあ、始めようか。俺の最強を証明するための戦いを！」

エミリア：みんな、来るよ！　叫さけびながら《インフィニティウェポン》で、死神のタロットを鎌かまに変化させる！

ガブリエル：俺も電でん磁じシールドを起動だ。

ＧＭ：それでは戦闘開始しましょう。敵はＸ１０ひとり！




◆第一ラウンド

[image: ]

ＧＭ：まずは第一ラウンドのセットアップ。Ｘ１０は《時間調ちよう律りつ》で、《ヴァイタルアップ》と《フルインストール》を使用します。

アイヴィ：彼のシンドロームはバロールとブラックドッグみたいですね。

エミリア：真也と同じじゃん！

真也：容姿が似にてるとか言ってたけど、まさか僕のクローンとかじゃないだろうな？

ＧＭ：（にやりと笑い）さて、どうでしょうか。Ｘ１０が魔ま眼がんを展開して能のう力りよくを解放し、全身が鋼はがね色いろの外がい装そうに覆おおわれていきますよ。

ガブリエル：俺は思わず驚おどろくぜ。……こいつも真也と同じなのかっ！

真也：どんな能力を持ってようが関係ない。Ｘ１０を睨にらみつけながら、こっちも《フルインストール》だ！




　真也の瞳が金色に輝かがやき、身体が漆しつ黒こくの外装に覆われていく。

　対するＸ１０もまた、その身を鋼の外装によって覆っていく。

　対たい峙じする漆黒と鋼───真也とＸ１０！




ＧＭ：「そうだ、お前のすべてをさらけ出せ！　俺はそれを超こえてみせる！」と叫び、鋼の左ひだり拳こぶしをＸ１０が構かまえる。こちらはイニシアティブ16なので、19のアイヴィから行動をどうぞ。

アイヴィ：ここは待機します。敵はＸ１０だけですし、攻こう撃げきすると侵蝕率が[image: ]％を超えるので様子見ですね。

ＧＭ：なるほど、クレバーな判はん断だんだ。ならば、遠えん慮りよ無く先手を取らせてもらいます！　Ｘ１０はまずマイナーで《一角鬼き》を使用！

真也：えっ、《一角鬼》？

アイヴィ：ちょ、ちょっと待ってください！　それってキュマイラのエフェクトじゃないですか。さっきバロールとブラックドッグのエフェクト使ってませんでしたか？

ＧＭ：（にやりと笑い）ふっふっふっ、その理由は簡かん単たん。Ｘ１０はＤロイスの複ふく製せい体を六つ持っているのですよ！

一同：複製体六つ!?

ＧＭ：彼は今まで登場したＸナンバーズの戦闘データを元に製せい造ぞうされた最新型。そして、Ｘナンバーズの遺い伝でん子し情じよう報ほうを合成して作られたクローン体でもあるのです。

エミリア：じゃあ、《一角鬼》はもしかしてマークの？

ＧＭ：その通り。鋼の左拳が変形して、鋭するどい角のような形けい状じように変化します。

エミリア：ううっ、それを見てマークのことを思い出しちゃってへこんじゃうよ。

アイヴィ：これは……いろいろとＸ島の嫌いやな記憶が蘇よみがえりそうですね。

ガブリエル：今まで倒してきたＸナンバーズの能力を使われちゃな。なんだか、やりずらいぜ。

ＧＭ：「見せてやろう。これがすべてのＸナンバーズの特とく性せいを併あわせ持もつ俺の能力───〝統合インテグレイト〟だ！」《ギガンティックモード》＋《かまいたち》＋《ピンポイントレーザー》＋《スタンボルト》＋《バイオブースト》その他で攻撃！

エミリア：すごい数のシンドロームのエフェクトが入いり乱みだれてるーっ！

ＧＭ：荒あれ狂くるう光と風、稲いな妻ずまがＸ１０の拳から放たれ、みなさんに襲おそいかかる！　ダイス24個このクリティカル値ちは７で……命中の達成値は30！

真也：早速、出番だな。《孤こ独どくの魔ま眼がん》を使って対象を僕だけに変へん更こうする。歯車を高速回転させて重力を操そう作さ、Ｘ１０の放った攻撃を収しゆう束そくさせる！

ガブリエル：そして、それを俺が《砂の結界》でカバーリングだ。侵しん蝕しよく率りつは[image: ]％超えてないから、受けはしないぜ。

ＧＭ：了解。真也の使った《孤独の魔眼》を見て、Ｘ１０が驚きと喜びの混まじった声を上げる。「いいぞ、０９！　そうだ、より成長し強くなったお前を倒してこそ、俺の能力は証明される！」

アイヴィ：なんだか、さらに燃もえ上がってますよ───っ！

ガブリエル：自家発電力の高い野や郎ろうだな（笑）。

ＧＭ：収束された破は壊かいの嵐あらしがガブリエルの身体からだを切きり裂さき、稲妻が焼き、そして光が貫つらぬいていく！　ダメージは４Ｄ10＋23で……41点の装そう甲こう値ち無む視し！　さらに、１点でもダメージを受けたら、目眩めまいが入ります。

ガブリエル：《リザレクト》！　これで侵蝕率[image: ]％、ここからが本番だ。

エミリア：次はあたしの番だね。マイナーで近づいて、《コントロールソート》＋《クリスタライズ》その他で攻撃だよ！

ＧＭ：「来るか、０８！　いいだろう、お前の能力など俺には通用しないことを見せてやる」対たい抗こう種の能力を持つエミリアを前にしても、Ｘ１０は臆おくすることなく迎むかえ撃うつ。

エミリア：行くよー！　（ダイスを振り）クリティカル！　10……20……30……！

真也：なんか、すごい出目がいいぞ!?

エミリア：40……50……！　51の〈白兵〉４レベルで、命中55だよ！

ＧＭ：ぶほっ、いきなり達成値高すぎだろ！（笑）

真也：さっきまでの余よ裕ゆうが一いつ瞬しゆんで崩くずれてるぞ（笑）。

ＧＭ：むぐぐ。厳きびしい攻せめだが、こちらも負けてられん。《フォームチェンジ》＋《氷盾》＋《砂の盾》その他で受け。砂と氷による防ぼう御ぎよ結界が展てん開かいされる！

アイヴィ：砂と氷、ガブリエルの〝サンドマン〟と、ニーラムの〝ステイシス〟の合わせ技わざですね。

ＧＭ：いかにも。行きますよ！　クリティカルして10、20……30の……ぐわっ！　達成値54で１点足りねえ！　エミリアの振るった大鎌が、氷と砂の二重結界を蹴散らしてＸ１０の身体を切り裂く！

エミリア：やった！　じゃあ対抗種の能力が発動して、ダメージは８Ｄ10＋23！

ＧＭ：８Ｄ10!?

ガブリエル：さすが対抗種。ダメージが半はん端ぱじゃねえな。

エミリア：えいっ！　……おっ、ダメージの出目もいい！　75点の装甲値無視！

一同：おお───っ！

アイヴィ：エミリアさん、すごいですよ！

ＧＭ：ま、マジかっ!?　ちょ、ちょっと待ってくださいよ！　まだ一発目なのにやばい！　とりあえず《電磁反はん応のう装甲》で20点止める！

真也：厄やつ介かいなエフェクトを持ってるな。

ＧＭ：だが、それでも55点食らうか。奥の手である雷による防御も、エミリアの渾身の一撃を防ぎきることはできない。

エミリア：やった！

ＧＭ：「ば、馬ば鹿かな……旧型の分ぶん際ざいで！」肉体を侵蝕する対抗種の痛いたみに耐えながら、Ｘ１０がうめく。いきなりＨＰ半分以上持ってかれた！　くっ、受けさえ成功してれば全然耐たえられたのに！

エミリア：ふふん、旧型だからって馬鹿にしてると痛い目見るよ！

真也：よし、一気に攻せめるぞ！　エミリアと同じくＸ１０に接せつ近きんして、《漆黒の拳》＋《バリアクラッカー》＋《フラットシフト》その他で攻撃だ！　命中は39で、リアクションに使うエフェクトのレベルが２下がる！

ＧＭ：ぐぐっ、アイヴィの《サイレンの魔ま女じよ》といい、防御突とつ破ぱ能力がやっぱきついな。でも、さっきと同じ組み合わせで受けます。クリティカル値９になるけど、ダイス数は《フルインストール》で変わらず。これでなんとか……よし、達成値55で受け成功！

真也：うおっ、止められたか！　だけど、ダメージは40点の装甲値無視だ！

ＧＭ：防御力で18点、《電磁反応装甲》で20点軽けい減げんして、ダメージ２点まで抑え込こみます！

真也：エフェクトレベル下げてもそれか。こいつ、かなり硬かたいぞ！

ガブリエル：敵ながらやりやがる。最新型ってのも伊達じゃねえな。

ＧＭ：真也の放った漆しつ黒こくの右みぎ拳こぶしとＸ１０の鋼はがねの左拳が交こう錯さくし、甲かん高だかい金きん属ぞく質しつな音を鳴り響かせる。「どうした！　その程てい度どの力では俺を傷きずつけることはできんぞ！」

真也：くそっ！　毒づきながら間合いを測る。

ガブリエル：次は俺か。さて、どうするかな……。真也の《孤独の魔眼》があるし、俺も前に出た方がいいか？

アイヴィ：まとまるのはひとつの手ですね。

ガブリエル：（しばし黙もつ考こうして）よし、まとまろう。あと、ここで最後の経験点を使って、《解放の雷》を取る。

アイヴィ：えっ!?

ＧＭ：それ支し援えん系けいのエフェクトじゃないですか。しかも、クリティカル値を下げる《錬れん成せいの掟おきて》と組み合いませんけど、いいんですか？

ガブリエル：俺の攻撃能力だと、相手の受けを抜ぬくのが難むずかしそうだからな。それなら、待機中のアイヴィを支援した方がいい。前々からこいつには目を付けてたんだ。

ＧＭ：わ、分かりました。では、《解放の雷》を取得ということでどうぞ！

ガブリエル：おう。マイナーで《イオノクラフト》。Ｘ１０に接敵して、侵しん蝕しよく率りつ[image: ]％。これでダイスボーナスが１個増ふえる。そして、《解放の雷》をアイヴィに。

アイヴィ：侵蝕率の修しゆう正せいを加えても、目標値16ですけど行けますか？

ガブリエル：そこは霧谷のロイスをタイタスにしてクリティカル値を９に下げて通す！

ＧＭ：そ、そこまでしますか！

ガブリエル：おうよ！　（ダイスを振り）よし、出た！　達成値26で成功だ。

一同：おおっ！

ガブリエル：アイヴィの次のメジャーアクションのクリティカル値を１下げて、さらにダメージに＋２Ｄ10だ。アイヴィ、俺に合わせろ！　と言って、身体からだから稲妻を放つ。

アイヴィ：その呼よびかけに応こたえて動きます。マイナーで私もＸ１０に接敵。《サイレンの魔女》その他で攻撃！　命中の達成値は39です！

ＧＭ：回かい避ひは19で失敗！

アイヴィ：ダメージは39点の装甲値無視！　無数の光の葉に、ガブリエルの稲妻を纏まとわせて放ちます！

ＧＭ：《電磁反応装甲》三発目！　稲妻を纏う光の葉が着ちやく弾だんして次々と爆発を起こすが、その衝しよう撃げきを、体内から放出する衝撃波で相そう殺さいする！　19点食らって、これで累るい積せき76点だが、まだまだＸ１０は倒たおれない！

アイヴィ：くっ、半分以上止められましたか。本当に硬いですね！

ＧＭ：「これで分かったか。お前たちに俺を倒すことはできない！　勝つのは、この俺だ！」凄せい絶ぜつな笑みを浮かべてＸ１０が吼ほえる。




◆第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ：第二ラウンドのセットアップ！　Ｘ１０は《時間調律》＋《フルインストール》＋《サポートデバイス》を使用。一ラウンド目より【肉体】のダイスを６個増ふやす。

エミリア：向こうもいよいよ本気ってわけだね。

真也：こっちも《フルインストール》二発目を使うよ。

ＧＭ：では、最初の行動はアイヴィから。

アイヴィ：今度は全力で行きますよ！　《サイレンの魔女》＋《リミットリリース》その他でＸ１０に攻撃です！　これで侵蝕率は[image: ]％に。

ＧＭ：相変わらず、全力出すと一気に侵蝕率上がりますね。

アイヴィ：でもその分、威い力りよくは十分ですから（笑）。というわけで、命中は55！

ＧＭ：さっきのエミリアと同じ達成値か！　これまた厳しい。それはさすがに回かい避ひは無理……おっ、クリティカル。またクリティカル！　またまた、クリティカル!!

真也：おいおい（笑）。

エミリア：ちょっと回りすぎだって！

ＧＭ：……ぐっ、止まったか。37で回避失敗！　いい感じだったんだけどなあ。

ガブリエル：まさかと思って、ちょっとびびったぞ（笑）。

アイヴィ：ちょっとドキッとしちゃいましたよ（笑）。ダメージは35点の装甲無視です。

ＧＭ：くっ、一ラウンド目でダメージ受けすぎたな。軽けい減げんしても厳しい……。よしっ、《電磁反応装甲》は使用しない！

エミリア：えっ、なんで？

ＧＭ：（にやりと笑い）荒れ狂う風と光の乱らん舞ぶに吹ふき飛とぶＸ１０。しかし、次の瞬間、彼を中心に大爆発が巻まき起こる！　昏こん倒とうによって《自じ爆ばく装そう置ち》が起動します！

真也：《自爆装置》かっ！

ＧＭ：それによりＸ１０は死し亡ぼうするが《魂たましいの錬成》で復ふつ活かつ。そして、みなさんには40点のダメージをプレゼント！

エミリア：そんなの耐えられないって！

ガブリエル：よし、ここで《砂さ塵じんの城じよう壁へき》だ。そのダメージを０にする！　大量の砂で防ぼう壁へきを作りだして、Ｘ１０を包み込こむ。そして、膨ふくれあがる爆風を封ふうじ込める！

ＧＭ：爆風によって吹き飛ぶ砂の壁が、自爆による影えい響きようは外に拡かく散さんすることなく消失する。だが、これが防ふせがれるのも予想の範はん囲い内ないだ！

真也：まだ何かするつもりか？

ＧＭ：もちろん！　次はＸ１０の手番。先ほどのコンボから、《ギガンティックモード》を抜ぬいて、代わりに《ギガノトランス》を入れて全員に攻撃！

一同：シーン攻撃！

ＧＭ：命中は37。鋼の拳から無数の雷らい光こうが天に向かって放たれたかと思うと、豪ごう雨うのように降ふり注そそぎ、破壊をまき散らす！「吹き飛べ、旧型共！」

真也：ガブリエル、僕は大だい丈じよう夫ぶだから他の人を守ってくれ！

アイヴィ：あたしはもう攻撃したので、エミリアさんをお願いします。

ガブリエル：了りよう解かいだ。エミリアをかばうぞ。受けはしない。

ＧＭ：ダメージは51点の装そう甲こう値ち無む視し！

真也：《イモータルライフ》で復ふつ活かつ！　侵しん蝕しよく率りつ10点上じよう昇しよう。自分に降り注ぐ稲妻の時間を巻き戻もどして消しよう滅めつさせる！

エミリア：こっちはガブリエルに守ってもらったから大だい丈じよう夫ぶ。ありがとー！

ガブリエル：どういたしましてだ。その代わり、俺はこれで昏こん倒とうだな。真也、エミリア……あとは頼たのむぜ。

アイヴィ：同じく昏倒です。稲いな妻ずまの雨に吹き飛ばされて、倒たおれたまま気を失います。

ＧＭ：破壊の嵐が過すぎ去さった後、まだ立っている真也とエミリアに、Ｘ１０は驚きの表情を浮うかべる。「まだ立つか……！　いいだろう、ならば死ぬまで何度でも打ちのめしてやる。さあ、かかってこい！」

真也：Ｘ１０を睨にらんで言うぞ。……こんな力の比くらべ合いに何の意味があるんだ。望んで得た力じゃないのに！

ＧＭ：「それはお前の考えだろう。俺は力をこそ望んでいるんだ！　そうしなければ、俺はマスターファントムに認みとめてもらうことができない！」

エミリア：そんなの自分のエゴじゃない。そんなものに他人を巻き込まないで！

ＧＭ：「他人なぞ知ったことか！」

エミリア：この……分からず屋！　さっきと同じコンボで攻撃。これで侵蝕率[image: ]％！

ＧＭ：[image: ]％!?　限げん界かいギリギリですね！

エミリア：だから、このラウンドで決める！　命中は60！

ＧＭ：さっきよりも達成値が高い！　だが、それでも受けさえ成功すれば！　ダイス30個で……（ダイスを振ふる）……よしっ、来た！　63で受け成功！

エミリア：だったら、ダメージで強引に押おし切る！　……って、うわ、出目がひどい！

アイヴィ：い、１が結けつ構こう出てますね。

エミリア：ううっ……。で、でもダメージは65点！　これでどうだ！

ＧＭ：《電でん磁じ反はん応のう装甲》ラスト一発！　受けの防御力と合わせて52点まで止めます。ダメージは13点で、Ｘ１０はギリギリ耐たえる！




「まだだ！　俺が負けるはずが───」

　エミリアの持つ対抗種の侵蝕に耐え、Ｘ１０が吼ほえた直後。

　その表情が凍こおりついた。




真也：エミリアが斬きった直後に背はい後ごから飛び出して、全力で右の拳を叩き込む！

エミリア：これが練習の成果！　学園で鍛きたえたコンビネーション！

真也：使えるものは全部組み合わせて、さらにＸ１０にロイスを取って即そくタイタス化。クリティカル値を６に下げて……命中は85！

ＧＭ：ここで今回最高の達成値を叩たたき出しますか！　こちらの受けは……29で失敗！　「馬鹿な、最強のＸナンバーズであるこの俺が……！」

真也：最強が何だ。お前のエゴに僕たちを巻き込むなっ！　ダメージは90点、装甲値無視だ！

ＧＭ：90点!?　そんなの《ショックアブソーブ》しても耐えきれない！　渾こん身しんの一撃を受け、苦く悶もんの表情を浮かべながら、Ｘ１０が吹き飛ばされる。




　漆黒の拳が、鋼の装甲を打うち砕くだく。

　おのれの砕ける音を聞きながら、Ｘ１０が驚きよう愕がくに目を見開いた。

　彼の身体が空中に舞まい上がり、重力に引かれて地面に激げき突とつする。




ＧＭ：Ｘ１０は虚こ空くうに手を伸のばすが、その手は何もつかむことなくぱたりと落ちる。そして、そのまま彼は動けなくなります……。戦せん闘とう終しゆう了りようです。

真也：…………。




　倒れたＸ１０を、真也は無言で見つめる。

　苦しめられた敵なのに、悲しみを感じるのはなぜなのか。




　すべてを犠ぎ牲せいにしてでも、力に固こ執しゆうした哀あわれな少年。

　その末路の姿すがたを、真也はひどく空くう虚きよな気持ちで見つめていた。







《インフィニティウェポン》　物質を変形して白兵用の武器を作りだすモルフェウスのエフェクト。

電磁シールド　磁力による反発力を利用した盾。起動に手間がかかるが、高い防御力を持つ。

《時間調律》　時間を操作し、セットアップにふたつのエフェクトを使用するバロールのエフェクト。

《ヴァイタルアップ》　レネゲイドの力を生命力に変換するエフェクト。ジャームがよく使用する。

《フルインストール》　生体電流により、神経速度を高めるブラックドッグのエフェクト。

《一角鬼》　身体から突起状の白兵武器を生やすキュマイラのエフェクト。

複製体　自身がクローンであることを表わすＤロイス。自分の持っていないシンドロームのエフェクトをひとつ取得できる。

《ギガンティックモード》　武器を強大化させて広範囲を攻撃するモルフェウスのエフェクト。

《かまいたち》　衝撃波で遠距離の対象を攻撃するハヌマーンのエフェクト。

《ピンポイントレーザー》　相手の弱点をつくことで装甲を無効化するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《スタンボルト》　電撃により身体を麻痺させるブラックドッグのエフェクト。

《バイオブースト》　武器を強化する因子を操るオルクスのエフェクト。

《砂の結界》　砂を操って他者を守るモルフェウスのエフェクト。

《リザレクト》　すべてのオーヴァードが持つ、驚異的な再生力を表わすエフェクト。

《コントロールソート》　思考によって肉体を制御するノイマンのエフェクト。

対抗種　レネゲイドを侵蝕して死滅させる強力な因子を持っていることを表わすＤロイス。

《フォームチェンジ》　武器をより防御に特化した形状に変化させるモルフェウスのエフェクト。

《氷盾》　氷を生み出して盾とするサラマンダーのエフェクト。

《砂の盾》　自動的に防御を行なう砂の盾を操るモルフェウスのエフェクト。

《電磁反応装甲》　電磁力を利用した反応装甲でダメージを軽減するブラックドッグのエフェクト。

《漆黒の拳》　拳に重力塊を発生させて直接叩きつけるバロールのエフェクト。

《バリアクラッカー》　帯磁させた武器で、相手の防御を突破するブラックドッグのエフェクト。

《フラットシフト》　レネゲイドを制御し、侵蝕率の上昇を抑える古代種のエフェクト。

《解放の雷》　電撃により肉体を活性化させるブラックドッグのエフェクト。

《サポートデバイス》　自分の行動を補助するものを生み出すモルフェウスのエフェクト。

《リミットリリース》　神経加速により、肉体の限界を超えた行動を行なうハヌマーンのエフェクト。

《自爆装置》　体内に仕掛けられた自爆装置で周囲の敵にダメージを与えるブラックドッグのエフェクト。

《魂の錬成》　物質変換によって魂を作りだし、死の淵から蘇るモルフェウスのエフェクト。

《砂塵の城壁》　大量の砂によって攻撃を受け止めて無効化するＤロイス砂使い専用のエフェクト。

《ギガノトランス》　大量に生み出した物質によって広範囲の敵を攻撃するモルフェウスのエフェクト。

《イモータルライフ》　太古のレネゲイドによって死の淵から復活する古代種専用エフェクト。

《ショックアブソーブ》　レネゲイドを活性化させてダメージを軽減するエフェクト。











　　　ENDING PHASE




ガブリエル：今回も勝てたな。と、それはそれとして───。

アイヴィ：絶賛昏倒中なので、起こしてくださーい！（笑）

エミリア：ああ、そうだった！　もちろん応急手当するよ。

ＧＭ：了解しました（笑）。では、エンディングの前に自じ律りつ判はん定ていの結果を報告してください。

ガブリエル：アイヴィだけ一倍振ぶりで、他はみんな二倍振りで成功だな。俺おれは93％でちょっとやばかったが（笑）。

エミリア：あたしも侵しん蝕しよく率りつ[image: ]％でどうなるかと思ったけど、何とかなって良かったよ（笑）。

真也：エミリアは登場でバリバリ上がってたからなあ。

アイヴィ：今回、一番侵蝕率が高かったですよね。

エミリア：もう、９とか８はお腹なかいっぱいです（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：どうやら、みなさん無事に帰き還かんできたようですね。おめでとうございます。それでは、エンディングフェイズに参りましょう。

一同：はーい。







◆Ending 01◆巨きよ悪あく現あらわる


Scene Player ─── 諏訪原真也






　戦いは終わり……そして新たな波は乱らんが始まる。

　戦いに疲ひ弊へいした真也たちの前に現れたのは───。




ＧＭ：まずは総そう合ごうのエンディングから。クライマックスの直後、みなさんの前にはＸ１０が倒たおれており、背はい後ごでは轟ごう々ごうと炎ほのおのバリケードが燃もえ続けている。

真也：Ｘ１０に近づくぞ。こいつには聞きたいことがある。

ＧＭ：では、真也がＸ１０に近づこうと歩き出した直後、異い変へんが起こります。突とつ如じよ、世界が灰はい色いろに染そまり、すべての時が止まる！

ガブリエル：うおっ、バロールの能のう力りよく!?

ＧＭ：時間が停止した世界、同列の力を持つ真也とＸ１０だけが動くことができます。

真也：時を止めた奴やつを捜さがして、とっさに周囲を見み渡わたす。……Ｘ１０を倒たおしたばかりだってのに、もう新手が来たのか？

ＧＭ：真也が周囲を警けい戒かいするのと同時、燃えさかる炎の壁かべの奥おくからひとりの男が姿を現わす。ぼさぼさの髪かみを目が隠かくれるぐらいまで伸のばした青年。この凄せい惨さんな現げん場ばにあって穏おん和わな笑みを浮うかべ、異い様ような雰ふん囲い気きを発する彼をあなたは知っている。

真也：それってまさか……。

ＧＭ：そう、加賀宮学園の寮監、冬野真ま樹きです。

真也：うおっ!?　な、なんでここに冬野先生が？

ＧＭ：その疑ぎ問もんの答えは、息も絶たえ絶だえなＸ１０がもたらしてくれる。Ｘ１０は冬野を見ると驚おどろきに目を見開き、彼のことをこう呼よぶ───。




「マスター……ファントム……」と。




真也：なっ……。

一同：なに───っ!?

真也：ちょ、ちょっと待ってくれ！　冬野先生が……マスターファントム？

エミリア：冬野先生、事件解決に協力してくれたじゃん！

ＧＭ：それはそうでしょう。マスターファントムとしては、みなさんがＸ１０と戦ってくれないと困こまるんですから、手伝ってぶつかりやすいようにしますよ。

ガブリエル：そう言われれば、そうかもしれんが……。そういえば、冬野は妙に真也のことを気にしてたな。もしかして監視してたってことか？

真也：と、とりあえずＸ１０に訊きく。……今言ったのは、本当なのか？

ＧＭ：それには冬野本人が答えます。「そうだよ……。私がマスターファントムだ」Ｘ１０の言葉を肯こう定ていする言葉を継つぎ、そして次の瞬しゆん間かん───。




　冬野の髪が突とつ然ぜん白く染そまり、瞳ひとみが金色に輝かがやく。

　右みぎ腕うでが異い形ぎよう化し、その手の甲こうには禍まが々まがしい形けい状じようの歯車が浮うかびあがる。

　その姿は、真也の変身した姿に酷こく似じしていた。




[image: ]

ＧＭ：「そして、これが私の本当の姿だ」今まで聞いたこともない、低く地を這はうような声こわ音ねで冬野───マスターファントムは告げる。

真也：目の前で起こったことが信じられずに、呆ぼう然ぜんとしている。

ＧＭ：彼は、それを気にもとめずに滔とう々とうと語り出します。「加か賀がの宮みや学園に入ってからの一ヶ月。０９、貴き様さまのことは観察させてもらった」

アイヴィ：一ヶ月前から……。じゃあ、マスターファントムは最初から、あたしたちが学園にいることを知っていて潜せん入にゆうしてた？

ガブリエル：情じよう報ほうが漏もれてたってのかよ……。

真也：ハッと我に返って訊くぞ。……観察してきた？　何で僕を……。

ＧＭ：「お前の成長を確認するためだ。我わが計画の成じよう就じゆには、お前の成長が必要不ふ可か欠けつなのでな」あくまで淡たん々たんと答えるマスターファントム。

真也：じゃあ、何か？　僕ぼくを成長させるために、こんな回りくどい事じ件けんを仕組んだのか！

ＧＭ：「そうだ。お前は自身に対する脅きよう威いよりも、他者に対する脅威にこそ潜せん在ざい能力を開花させるタイプのようなのでな」悪びれることもなく、彼はあっさりと認みとめる。

真也：ふざけるなっ！

ＧＭ：「ふざけてなどいない。お前はＸ１０を倒し、おのれの成長を証しよう明めいしてみせた。だが、まだ足りない。お前にはさらなる成長をしてもらう必要がある」

真也：……また、こんな事件を起こそうっていうのか？

ＧＭ：それには答えず、マスターファントムは背せを向ける。「今しばらく自由を満まん喫きつするがいい。お前が私のもとに帰ってくる、その時まで」そして、Ｘ１０を一いち瞥べつして言う。「Ｘ１０、お前はもはや用よう済ずみだ」




　冷徹な言葉と共に、マスターファントムが右みぎ拳こぶしを掲かかげる。

　その手の甲の禍々しい歯車が高速回転し───。




ＧＭ：異形の拳が振ふり下おろされると同時、巨大な魔眼が出現してＸ１０を一瞬で吞み込み、粉ふん砕さい、消しよう滅めつさせる！

ガブリエル：こいつ、自分の部下だってのにあっさり切きり捨すてやがった……！

ＧＭ：Ｘ１０を消滅させたマスターファントムは、もはやこの場に用はないと、背を向けたまま歩き出す。

真也：去ろうとするところを呼よび止める。……待て、最後にひとつだけ答えろ！

ＧＭ：その叫びに、彼はぴたりと立ち止まる。

真也：お前の狙ねらいは……僕、なのか？

ＧＭ：（にやりと笑い）「そうだ。最終的に必要なのは０９、お前ひとりだ。他の者たちはお前の成長をうながすために配した駒こまにすぎん」

真也：…………っ！

ＧＭ：「だから、今は潰つぶしはせん」その気になればいつでも殺せる───その言葉の裏うらには、彼の圧あつ倒とう的な自信が秘ひめられています。

真也：それを聞いて絶ぜつ句く。動くこともできずに、マスターファントムの背せ中なかを見送る。

ＧＭ：「また会おう、０９」最後にそう告げて、彼は時の止まった炎のカーテンの向こう側へと姿を消す。




　静止した炎の向こう側にマスターファントムが消えていく。

　その姿が見えなくなると同時、世界は色を取とり戻もどし、止まっていた時間が動き出す。




ＧＭ：時間が動き出したことで、真也以外の方も元通り、動けるようになります。

アイヴィ：いきなりＸ１０が消えたり、巨大クレーターができたりで驚きますよ。……こ、これは!?

真也：僕は愕がく然ぜんとした表情のまま立ちつくしている。

エミリア：真也の様子がおかしいのに気づいて、話し掛かける。……真也、何があったの？　Ｘ１０は？　このクレーターは何なの？

真也：それにはただ一言だけ答える。……マスターファントムが来たんだ。

アイヴィ：えっ？




　遠くから消しよう防ぼう車しやの鳴らすサイレンの音が聞こえてくる。

　だが、耳に突つき刺ささるその音も、今の真也には届とどいていなかった。

　新たに生まれた疑ぎ問もんが、真也の頭の中で渦うず巻まく。

　混こん乱らんする思考は空転し、答えを見み出いだしてはくれない。




　───まるで出口の見えない迷めい宮きゆうに迷まよい込こんだかのようだ。

　真也は呆然と立ちつくしながら、心の中でつぶやいた。







◆Ending 02◆災さい厄やくは去りて


Scene Player ─── ガブリエル・ガルシア






　加賀宮学園、学園長室。

　質しつのいい調度品に囲まれた室内で、ガブリエルが居い心ごこ地ち悪そうに身じろぎする。

　彼の前にいるのは───日本ＵＧＮの最高責せき任にん者しやにして、学園長の霧谷雄吾だ。




ＧＭ：それでは個こ別べつのエンディングに参ります。まず最初はガブリエルから。

ガブリエル：了りよう解かいだ。

ＧＭ：事じ件けんから三日ほどが経けい過かした加賀宮学園。あなたは学園長室で霧谷雄吾と対たい峙じしています。

ガブリエル：やっぱり何か言われたりするのか？　今回はいろいろと迷めい惑わくかけちまった形だしよ……。

ＧＭ：いえ、霧谷は丁てい寧ねいに頭を下げてお礼を言います。「今回はあなたたちのおかげで助かりました。ありがとうございます、ガブリエルさん」

ガブリエル：むっ、なら。……いや、礼を言われるようなことじゃない。今回の事件は俺たちを追ってきた奴やつが起こしたんだからな。

ＧＭ：「確たしかにＦＨはあなたたちを追ってきたのかもしれません。ですが、その追っ手から子供たちを救ったのもあなたたちです。学園長としてお礼を言わせてください」

ガブリエル：まあ、あんたがそう言うなら、それでもいいさ。それはそうと、ひとつ訊ききたいことがあるんだけどいいか？

ＧＭ：どうぞ。

ガブリエル：じゃあ、霧谷に訊くぞ。……この学園をどうするんだ。ここは子こ供どもたちを保ほ護ごするための場所だろう。ファントムセルに知られてしまった以上、何らかの対たい策さくは必要なんじゃないか？

ＧＭ：「そうですね……。今すぐにというわけではありませんが、この学園は解かい体たいすることになると思います」

ガブリエル：子供たちはどうするつもりだ？

ＧＭ：「新たな学園を作るとしても、その完成は当分先になります。子供たちは各国ＵＧＮ支し部ぶと相談の上で、しかるべき場所へ送ることになるでしょうね」

ガブリエル：それは、寂さびしくなるな。ここは居心地のいい場所だったんだが……。柄がらにもなくしんみりする。

ＧＭ：部屋に沈ちん黙もくが訪おとずれますが、しばらくして霧谷が口を開く。「今度は私の方から質しつ問もんしてもよろしいですか？」

ガブリエル：なんだ？

ＧＭ：「あなたたちの今後についてです」ＵＧＮに残るか、それとも出て行くか……。そちらとしても考えはあるでしょうから、どうするかを訊いておこうかと。

ガブリエル：なるほどな……。

ＧＭ：霧谷としては、みなさんにはＵＧＮの保護下に残って欲ほしいと思っています。ただ、それは強要できるものではないとも考えている。もしＵＧＮを離はなれるなら、それも受け入れます。

ガブリエル：ふむ……。いや、そこまではしないさ。曲がりなりにもこの二ヶ月平へい穏おんだったのはＵＧＮのおかげだ。それに人間ってのはひとりじゃ何もできやしない。いいっていうんなら、今しばらくは頼たよらせてもらうよ。

ＧＭ：了解です。では、霧谷は言う。「分かりました。今後のことについては決まり次し第だい、ご連れん絡らくします。それまでは残る学園での生活を楽しんでください」

ガブリエル：分かった。それなら、俺はそろそろ行くぜ。掃そう除じの仕事があるんでな。




　ひらひらと手を振ふって、学園長室に背せを向ける。

　加賀宮学園に来てからの一ヶ月で慣なれた、平穏な生活へと戻もどっていく。

　もうすぐ失われる時間だからこそ、それを大事にするために。







◆Ending 03◆想いの行方


Scene Player ─── エミリア・ラウラ






　夕日に赤く染そまる高等部校こう舎しやの屋上で、エミリアはひとり黄昏れていた。

　そんな彼女のもとを訪たずねてきたのは───。




ＧＭ：次はエミリアのエンディング。

エミリア：あたしたちって、まだ学園で過すごしてるんだよね？

ＧＭ：ええ。少なくとも子供たちの受け入れ先がすべて確かく定ていするまでは、学園は運うん営えいされ続けます。やがて別れは来ますが、今はまだ学園生活の中にいる。

エミリア：じゃあ放課後、屋上でひとり黄昏れながら、反省してる。学園での生活は楽しかったけど、今回の事件で狙ねらわれてる身だって思い出しちゃったから。

ＧＭ：夕ゆう暮ぐれで赤く染まった空の下、ひとり寂しくエミリアはたたずむ。そんなあなたを「エミリアさん……」と、呼ぶ声が背はい後ごから聞こえてくる。

エミリア：後ろを振ふり向むくけど……。

ＧＭ：すると、ちょうど屋上に来たばかりのユーリの姿すがたが見えます。彼は柔やわらかく微笑ほほえみながら、近づいてくる。「エミリアさん、ここにいたんですね」

エミリア：ユーリくん！　どうしてここに？

ＧＭ：もちろん、エミリアに会うためです。先ほどガブリエルのエンディングでも話しましたが、加賀宮学園を継けい続ぞくすることはできません。そして、その話はすでに学生たちにも通知されている。ユーリは別れがくる前に、あなたにもう一度会いたかったんですよ。

エミリア：そっか、もうすぐお別れなんだもんね。

ＧＭ：ユーリは恥はずかしそうに沈ちん黙もくしていましたが、しばらくしてぽつりぽつりと語り始める。「この学園、解体されてしまうらしいですね」

エミリア：うん、そうらしいね。

ＧＭ：「今みたいにみんな一いつ緒しよにいられる時間も、もうすぐ終わってしまいます」寂さびしそうにつぶやくユーリ。

エミリア：うん……。

ＧＭ：「だから、お別れの前に、もう一度だけ勇気を出そうと思うんです」そう告げると、ユーリは一度深しん呼こ吸きゆうして───。




「エミリアさん、あなたのことが好きです」




ＧＭ：……と、自分の想おもいを告げる。

エミリア：ちゃんと答えないとダメだよね……。




　夕暮れに赤く染まった空の下、少年と少女はお互たがいを見つめ続ける。

　そして、エミリアが出した答えは───。




エミリア：ごめん……、あたしはキミと一緒には行けないよ……。

ＧＭ：「…………」ユーリはしばらくうつむいていますが、やがて顔を上げる。ただ、その表情は晴れ晴れとしたもので、どこか吹ふっ切きれた感じがします。

エミリア：気持ちはとても嬉うれしいんだ。応こたえられないのは、あなたが子供だからだとかじゃなくて、いろんな事じ情じようとかもあるし、何て言うか……。




　伝えたいことがあるのに、いざ言葉にしようとすると形にならない。

　ひどく自分が未み熟じゆくに思えて、エミリアは泣きたくなった。




エミリア：もう、何て言ったらいいんだろう！　いろいろと考えてたのに、いざとなるとうまく言葉にできないよ……。

ＧＭ：では、不器用ながらも傷きずつけないようにと気き遣づかってくれているあなたに、ユーリは柔らかく微笑みます。「僕は大だい丈じよう夫ぶです」

エミリア：ユーリくん……。

ＧＭ：「でも、せっかく知り合えたのにこのままお別れは寂しいから……。僕と友達になっていただけますか？」

エミリア：それはもう全然ＯＫだよ！　ぱっと明るく笑って言う。うー、なんかユーリの方が全然大人だ！

ＧＭ：「ありがとうございます。もし、僕が別の場所、別の国に行くことになっても、絶ぜつ対たいに手紙書きますから」

エミリア：うん。あたしも絶対に返事を書くよ。あと、アイヴィと一緒に演えん奏そうしてるんだよね？　絶対に聴きにいくから。

ＧＭ：「ええ、是ぜ非ひ聴きに来てください」そして彼は、握あく手しゆを求めて手を差し出す。

エミリア：うん。しっかりと握にぎり返すよ。

ＧＭ：交わされる親愛の握手。やがて、繫つながれた手が離はなれ、別れの時間がやってくる。「じゃあ、またいつか」さよならは言わずに、ユーリは立ち去ります。

エミリア：あたしもさよならは言わないよ。……またね。ありがとう、ユーリ。




　ユーリの姿は見えなくなり、エミリアだけが屋上に残される。

　そして、エミリアはひとりになって少しだけ泣いた。

　あの優やさしい少年のことをしっかりと心に刻きざみつけるために。







◆Ending 04◆壊こわれぬ絆きずな


Scene Player ─── アイヴィ・ノールズ






　音楽室で、アイヴィはユーリと共に音楽を奏かなでる。

　学園で知り合い、一番多くの時間を共にした友達。

　彼とこうして演奏できる時間も、あとわずかしか残っていない。




ＧＭ：では、次はアイヴィのエンディングです。

アイヴィ：私は音楽室でピアノの練習をしていますよ。もちろん、ユーリと一いつ緒しよに。

ＧＭ：放課後の音楽室、ふたりの演奏が鳴り響く。ユーリは先日のことが噓うそのように、のびのびと演奏している。どうやらエミリアへの初はつ恋こいは、吹っ切れたみたいです。

アイヴィ：演奏が終わったところでユーリへ振り返って。……今日は調子がいいですね。エミリアさんとお話したんですか？

ＧＭ：ユーリは照れくさそうに言う。「ええ、見事に振ふられちゃいました。でも、友達になってくれましたし、おかげで気持ちに整理がつけられそうです」

アイヴィ：そうですか。……危険に巻き込まないためにはこれが一番なんですけど、やっぱりしんみりしちゃいますね。

ＧＭ：すると、気落ちするアイヴィを安心させるように、ユーリは笑顔を浮かべる。「そんな顔しないでください、本当に大丈夫ですから」

アイヴィ：……分かりました。ユーリ、練習しましょう！　こういうときはやっぱり音楽に触れるのが一番です！

ＧＭ：ユーリはこくりと頷き。「みなさんに聴いてもらうための曲も仕上げないといけませんしね。もうすぐ……お別れですから……」寂しそうにつぶやく。

アイヴィ：では、私もちょっとうつむいて。……そうですね。せっかく知り合えたのに寂しくなります。

ＧＭ：ユーリはアイヴィに問う。「アイヴィは……これからどうするんですか？」

アイヴィ：手をきゅっと握って。……他の方々とは別の場所に行くことになると思います。私たちが一緒にいたら今回のように、事件に巻き込んでしまうかもしれませんから。

ＧＭ：狙ねらわれる者としての事情、加賀宮学園の解体。やがて訪おとずれるであろう、避さけられない別れに、しんみりとした空気が音楽室に流れる。

アイヴィ：その空気を払うように笑顔でいいますよ。……今は演奏会に向けてがんばりましょう。時間もありませんし、一曲しか披露できないかもしれませんけど。

ＧＭ：「では、その一曲を全力で！」アイヴィの言葉に応えて、決意するように言うユーリ。

アイヴィ：その表情にちょっとドキッとして。……そ、そうですね。

ＧＭ：「どうしました、アイヴィ？　声が震ふるえているみたいですけど……」アイヴィの心しん情じように気づかず、ユーリは心配そうにのぞき込こんでくる。

アイヴィ：何でもありません！　それより、練習しましょう！　聞いてくれるみんなに、最高の演奏を届とどけられるように！




　再び奏でられるピアノとヴァイオリンの音色。




　つかの間の平穏はもうすぐ終わりを告げる。

　せっかくできた友達とも別れることになる。

　だが、それでもアイヴィは学園に来られて良かったと思う。




　だから、彼女は心を込めてピアノを弾く。

　残された時間をかけがえのないものにするために。







◆Ending 05◆決意の別れ


Scene Player ─── 諏訪原真也






　真也の心に刺ささるマスターファントムの言葉。

　大切な仲間たちを巻まき込こんでいるのは自分だという真実。

　それを知った、真也の取った行動は───。




真也：うーん、一いち応おうＧＭが厳きびしいようなら却きやつ下かしてもらっても構かまわないんだけど……。

ＧＭ：どうしました？

真也：僕ぼく、みんなと離はなれようと思うんだ。

エミリア：えっ！

真也：マスターファントムから聞いた話からすると、そうした方がいいんじゃないかって考えると思うんだよ。

アイヴィ：自分がみんなを巻き込んでるって思っちゃうんですね。

真也：だってどう考えても、あいつの狙ねらいは僕なんだしさ。あの時の話は今なら僕しかしらないし、これで巻き込まずにすむならって、立ち去りたいんだけど。

ガブリエル：確かに、そういうのはありだな。

真也：それに、僕たちは今チームで動いてるけど、こういう事情で一度離れるってのも王道だと思うんだ。それでもう一度一緒になれるなら絆も深まりそうだし。

ＧＭ：ああ、確かにそうですね（笑）。

真也：ただ、僕が離れると今後の展てん開かいにも影えい響きようが出るだろうから、相談したくて。もし許きよ可かをくれるんだったら、僕は離れる。

ＧＭ：（しばし黙もつ考こうし）分かりました。たしかにその展開の方が面おも白しろくなりそうだ。それで行きましょう！

真也：ありがとう（笑）。ただ、黙だまっていなくなるのも何だし、別れる前に誰だれかと話がしたいかな。

アイヴィ：それなら、エミリアさんがいいんじゃないでしょうか。よくコンビを組みますし、私たちの中では一番仲がいいと思うんですけど。

ＧＭ：学園に来てからも、よく一緒に訓練してたみたいですしね。

真也：そうだね。じゃあ、エミリアお願いできるかな？

エミリア：オッケー、任まかせておいて。

ＧＭ：では、それで真也のエンディングを演えん出しゆつしていきましょう！





＊　　　＊　　　＊






真也：僕は珍めずらしく授じゆ業ぎようをさぼって、ひとり屋上にいる。手すりに寄よりかかって、ぼんやりと考え事をしながら青空を眺ながめてる。

エミリア：あたしもちょっと考え事がしたくて、授業をさぼって屋上までやってくるよ。それで先に真也がいるのを見つけて、きょとんとする。……あれ、真也？

真也：くるっと振り返って。……どうしたの、こんな時間にこんなところに来て。

エミリア：真也の横に並ならんで、腕うでを組みながら。……恋こいって難むずかしいねえ。

真也：えっ？

エミリア：ん？

真也：……もしかしてユーリとのことか？　いきなりだったから、何のことかと思ったよ。

エミリア：うん。なんか、向こうの方が全然大人でさ。ちょっとへこんじゃってさ。

真也：うーん、アイヴィも大人びてると思うけど、もしかして音楽やってる子って、みんなああなのかな？

エミリア：かもね（笑）。すごいよねー。

アイヴィ：うーん、私はそれほどでもないと思うんですけど（笑）。

ガブリエル：いや、仲間内じゃ一番大人びてるだろ（笑）。

エミリア：うんうん（笑）。ちょっとしんみりしながら、真也に訊きくよ。ねえ、真也は恋ってしたことある？

真也：ええっ！　いきなり何を!?

エミリア：あるの？

真也：い、いや……無いかな。でも、いきなりどうしたんだよ、そんなこと訊いてさ。

エミリア：なんとなく気になってさ。ごめん、変なこと訊いちゃって。

真也：いや、まあいいけどさ。学園の様子を眺めながらつぶやくよ。……ここも僕たちのせいで襲おそわれちゃったな。

エミリア：うん……。安住の地って簡かん単たんには見つからないんだね。この学園がなくなってまた別の場所に移うつされて……。やっぱり私たち、いつかはファントムセルと戦って、決着をつけなくちゃいけないのかもね。




　つぶやき、エミリアは遠くをぼんやりと見つめる。

　だから彼女は気づかなかった。

　その時、真也の表情が陰かげったことに。




真也：エミリアからふっと視し線せんを逸そらしてつぶやく。……原げん因いんがなくなれば、襲われることもなくなるさ。

エミリア：あたしはその原因が真也だって気づかないまま言うよ。……そうだね。みんなで出て行かないとダメだよね。大変だけど、今までも力を合わせて何とかしてこれたし、これからも負けずにがんばろうね。

真也：それには……そうだね、と一言だけ返して沈黙する。




　ふと訪おとずれた静せい寂じやく。

　何となく壊こわしにくくて、そのままふたりで学園を見つめ続ける。

　そして、先にその静寂を破やぶったのは真也だった。




真也：手すりから離れて、エミリアに背せを向ける。……じゃあ、僕は先に戻もどるから。

エミリア：うん、分かった。あたしはもう少し時間潰つぶしてから行くよ。ただ、ちょっと心配になる。真也の雰ふん囲い気きがいつもと違ちがう気がして。

真也：気づかれないうちにと、なるべく自然に歩く。そして、屋上の扉とびらに手をかけて。一度だけ振り向いて呼よびかける。……エミリア！

エミリア：えっ？




　突とつ然ぜん呼ばれて、振り返るとひどく戸と惑まどった表情の真也がいた。

　真也は何かを言いたそうにしていたが、ただ一言。




「じゃあね」




　とだけ言って、扉を閉とじた。

　エミリアにはそんな彼を見送ることしかできなかった。

　そしてその時、真也を呼び止めなかったことを、エミリアは後こう悔かいすることになる。




　翌よく日じつ───真也の姿は男だん子し寮りようになかった。

　残されていたのはたった一いち枚まいの書き置き。




「僕はもう、みんなと一緒にいられない。

　ごめん。そして、さよなら。

　みんなと過すごせた二ヶ月、楽しかった」




　仲間を守るために、誰だれにも真実を告げることなく。

　諏訪原真也は、その姿を消したのだった───。





To be continued


















　　　PREPLAY




　真しん也やが仲間のもとから離はなれて終わりを迎むかえた第三話。

　一度仲間のもとから去るという展開自体は俺もやれたらと考えていたものでしたが、自分に原因があると知った直後、真也が即座に行動を起こしたのは少々予想外でした。誰かに相談するか、もしくは去るかどうかもう少し悩むかと思っていたのですが。

　こういう風にプレイヤーの提てい案あんで、予想を超えて物語が進んでいくのも、キャンペーンの魅み力りよくと言えるでしょう。




　さて、次のシナリオを考えて真っ先に思いついたのはやはり、ひとりで去った真也を追う残された三人、というシチュエーションでした。

　ですが、ただ追つい跡せきするだけじゃ面おも白しろくありません。

　矢野さんのことですから、こちらに多少の不備があってもうまく立ち回ってくれるでしょうが、せっかくのシチュエーションを生かすためにも、仲間のもとに戻るための納得できる理由を用意したいところです。

　ここは真也がちゃんと納得して戻もどれるためのギミックを考える必要があります。

　真也の行動によって得られた新たな展開を元に、シナリオを考える日々。

　予想よりも早く展開することになった物語、いっそ派手にストーリーを進めようと心に決めて、いくつかのネタを仕し込こんでいき───。




　そして、セッション当日。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：みなさん、おはようございます。

一同：おはようございまーす。

ＧＭ：それでは、これより『エクソダス』第四話の収しゆう録ろくを開始します！

一同：はーい！

ＧＭ：さて前回、見事にＸ１０を撃げき退たいしたものの、マスターファントムの話を聞いた真也が、ひとり旅立ってしまうという結末だったわけですが。

真也：はっ、好き放題やらせていただきました（笑）。

ガブリエル：さらば、真也！

アイヴィ：いやいや、さらばじゃなくて追いかけないと（笑）。

エミリア：真也がいなくなってから、どうなったのかな？

ＧＭ：では、まずは真也の失しつ踪そう後について説明しましょう。

アイヴィ：よろしくお願いします。

ＧＭ：真也の失踪から三日ほどが経けい過かしています。

エミリア：そんなに時間は経たってないんだね。

ＧＭ：ええ、それから一ヶ月後……とかなって、真也が飢うえていたりはしません（笑）。

真也：よかった。自分から出て行っておいて何だけど、「み、水……」とか言って倒たおれることになったらどうしようかと（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：大だい丈じよう夫ぶですよ（笑）。真也は相変わらず失踪したままで、他の三人に関しては、身み柄がらを加か賀がの宮みや学園からＵＧＮ日本支し部ぶへ移うつされています。

ガブリエル：より警けい備びが厳げん重じゆうなところに移された感じか。

エミリア：ちなみに学園はまだやってるの？

ＧＭ：いえ、生徒たちの移い送そうが順調に進み、もう学園としては機能していません。

エミリア：そっかー。

ＧＭ：とまあ、軽く説明したところで、ハンドアウトを読み上げさせてもらいましょう。




▼諏す訪わ原ばら真也用ハンドアウト

ロイス：マスターファントム　　　推すい奨しよう感かん情じよう　ポジティブ：懐かい旧きゆう／ネガティブ：敵てき愾がい心しん

カヴァー／ワークス：指定無し／指定無し

　マスターファントムの目的が自分であることを知り、仲間のもとを離れてから三日目。

　単たん独どく行動を取るキミは、ファントムセルの襲しゆう撃げきを受けていた。

　戦せん闘とうで疲ひ弊へいするキミの前に、マスターファントムが現あらわれる。

　彼はこの状じよう況きようを嘆なげくように、キミに告げた。今すぐに仲間のもとへ戻もどれ……と。




真也：つまり、僕ぼくはファントムセルからいじめられてる？

アイヴィ：マスターファントムが真也のことを小こ突づいて。「戻れよ～」って（笑）。

真也：嫌いやだよ～（一同爆笑）。

ガブリエル：なんだ、その幼よう稚ち園えん児じみたいなやりとりは（笑）。

アイヴィ：いや、なんとなく（笑）。

ＧＭ：まあ、まったく間ま違ちがいってわけではないですよ。実じつ際さいには、もっとシリアスな展開になりますけどね（笑）。

エミリア：本当に幼稚園児みたいにされても、こっちが困こまっちゃうって（笑）。




▼エミリア、アイヴィ、ガブリエル用ハンドアウト

ロイス：諏訪原真也　　　推奨感情　ポジティブ：指定無し／ネガティブ：指定無し

カヴァー／ワークス：指定無し／指定無し

　真也が姿すがたを消してから三日が過すぎた。

　加賀宮学園を巡めぐる混こん乱らんの中の出来事ということもあり、真也の居い場ば所しよはいまだに判はん明めいしていない。脳のう裏りをよぎるのは彼と共に過ごした記き憶おく。

　彼はいったい、今どこにいるのだろうか……。




アイヴィ：あれ、推奨感情は指定無しなんですね。

ＧＭ：真也に対してはそれぞれ思うところがあるでしょうから。そこは自由に決めてもらおうと思いまして。

ガブリエル：ふむ、どんな感情にするかな。

アイヴィ：勝手に出て行かれて、結けつ構こう怒おこってると思うのでネガティブは〝憤ふん懣まん〟とか。

エミリア：あたしも似にた感じかな～。

真也：み、みんな、お手て柔やわらかに頼たのむよ（笑）。

ＧＭ：さて、ハンドアウトを読み上げたところで、キャラクターの成長をお願いします。

一同：はーい。




▼諏訪原真也　～矢野俊策

ＧＭ：じゃあ、まずは真也から成長の報ほう告こくをお願いします。

真也：今回は、新しく《雷らい撃げき収しゆう束そく》を２レベル取得したよ。

アイヴィ：おっ、マイナーで攻こう撃げき力りよくを上げるエフェクトですね。

真也：うん。マイナーでは移動しかすることがないから取ってみた。

ＧＭ：さらに火力が上がるのか。

真也：ファントムセルの襲撃を受けてるみたいだし、撃退してるうちにまた能のう力りよくが強化された感じかな。

ＧＭ：なるほど。順調に成長してるなぁ。




▼エミリア・ラウラ　～藤ふじ澤さわさなえ

ＧＭ：では次。エミリア、報告をお願いします。一いつ緒しよに真也への感情も教えてください。

エミリア：はーい。前回は武ぶ器きを作る暇ひまもなく戦せん闘とうに入ることがあったんで《高速錬れん成せい》を取って、さらに《サポートデバイス》も１レベル取ったよ。

アイヴィ：これで走りながら武器が作れるように（笑）。

ＧＭ：《サポートデバイス》で判定のダイスも増えるし、どんどん隙すきがなくなっていくなあ。

エミリア：真也へのロイスは、ポジティブは〝慕ぼ情じよう〟にした。前のレコードシートに「胸むねがキュン」って書いてあったから。

ＧＭ：そんなこと書いてたんですか（笑）。

エミリア：うん（笑）。ネガティブは〝疎そ外がい感かん〟で、置いていかれてしょんぼりしてる。なので、〝疎外感〟の方が表になってるね。

真也：うう、そう言われると急に罪ざい悪あく感かんが……。




▼アイヴィ・ノールズ　～しのとうこ

アイヴィ：とりあえず《主の右みぎ腕うで》を２レベルに上げて攻こう撃げき力を強化。あとは《先手必勝》でスピードアップしました。これでイニシアティブが24ですね。

一同：24っ！

ガブリエル：速いな、おい（笑）。俺おれの二倍以上あるぞ。

ＧＭ：もう並なみのキャラクターじゃ先手は取れないな……。

アイヴィ：あとは《ミスディレクション》１レベル取って、【精せい神しん】を１点上げました。これでＨＰは何気に24です（笑）。

ＧＭ：すごいな。下手すると雑魚ざこの攻撃で落ちない可か能のう性せいもありそうだ。

ガブリエル：【精神】が高いから、四人の中で一番ＨＰ多いんだよな。

アイヴィ：真也さんへの感情はポジティブ〝連帯感〟、ネガティブ〝憤懣〟にしました。別れて三日目ですし、仲間だという思いには変わりありません。ただ、ひとりで行ってしまったことには怒いかり心頭に発しております。ちなみに〝憤懣〟を表にしてますよ。

真也：再さい会かいするのが怖こわいんだけど（笑）。




▼ガブリエル・ガルシア　～鈴吹太た郎ろう

ガブリエル：俺は《ＭＡＸボルテージ》を２レベルで取った。

ＧＭ：おっ、《解かい放ほうの雷いかずち》用ですか？

ガブリエル：さすがにクリティカル値下げないと厳きびしいからな。

エミリア：前回はタイタスを使って強ごう引いんに成功させてたもんねえ。

ガブリエル：毎回タイタスは切れん（笑）。これで雑魚ざこ戦では銃じゆう撃げき、ボス戦では支し援えんと状じよう況きように合わせて動けるようになったぜ。

アイヴィ：ガブリエルがどんどん多た機き能のう化かしていく（笑）。

ガブリエル：真也への感情はポジティブ〝友ゆう情じよう〟、ネガティブ〝疎外感〟だ。俺は大人だし、何か理由があるんだろうと冷静に受け止めてるよ。表にしてるのも〝友情〟だ。

真也：ガブリエル……ありがとう（一同爆笑）。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：キャラクター成長が終わったところで、ＰＣ間ロイスを結びましょう。エミリア[image: ]アイヴィ[image: ]ガブリエル[image: ]エミリアの順番で結んでください。

真也：あれ、僕は？

ＧＭ：ひとりで出て行っちゃったから……なしですっ！

真也：ＰＣ間ロイスないのかっ！（一同爆笑）

ＧＭ：仲間との関わりを断ってますからね。

真也：むう。使えるロイス枠わくが増ふえたということにしておこう（笑）。

ＧＭ：さて、それではまずエミリアからアイヴィへ。

エミリア：ポジティブ〝友情〟、ネガティブ〝嫉しつ妬と〟にしたよ。相変わらず仲はいいんだけど、自分にできないことをさらっとやれちゃいそうなアイヴィに嫉妬してる。

真也：ピアノうまいし、前回のユーリとのこともうまく立ち回れてたからか。

エミリア：そうそう。脳のう内ないアイヴィに「まだまだ子こ供どもね」って言われたり（笑）。

アイヴィ：脳内アイヴィってなんですか!?（一同爆笑）

ＧＭ：エミリア、面白いなあ（笑）。さて、次はアイヴィからガブリエルへ。

アイヴィ：いつも通り、ポジティブ〝信しん頼らい〟、ネガティブ〝不ふ快かい感かん〟です。頼たよりになるけど、砂すなっぽいのはなんとかならないかなと、相変わらず思ってます（笑）。

ガブリエル：砂っぽいのはＤロイスの効こう果かだから、解かい決けつは難むずかしいぜ。

アイヴィ：そのうちハタキとかを取り出して、パタパタと掃そう除じしそうです（笑）。

真也：そして、掃除が終わる頃ころにはガブリエルはいなくなっていた。

ガブリエル：俺の身体からだは全部砂でできてるのか！（一同爆笑）

ＧＭ：なんという砂使いサンドマン（笑）。

ガブリエル：次は俺からエミリアだな。ポジティブ〝友情〟、ネガティブ〝疎外感〟。一緒に行動する仲間だけど、唯ゆい一いつの大人ということもあって、どこか距きよ離りを感じてる。

エミリア：りょーかい！

ＧＭ：これでＰＣ間ロイスを結び終わりましたね。ではオープニングに参りましょう。







《雷撃収束》　生体電圧を加圧・収束して攻撃の威力を上げるブラックドッグのエフェクト。

《高速錬成》　移動しながら素早く物質変換を行なうモルフェウスのエフェクト。

《主の右腕》　優れた感覚で相手の弱点を探り当てるエンジェルハィロゥのエフェクト。

《先手必勝》　圧倒的な速度で、相手より先に行動を行なうハヌマーンのエフェクト。

《ミスディレクション》　幻影によって攻撃を誘導するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《ＭＡＸボルテージ》　体内電流を増幅することでエフェクトの効果を上げるブラックドッグのエフェクト。











　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆亡ぼう霊れい動く


Master Scene






　闇やみに包まれた部屋の中、マスターファントムはひとり座すわっていた。

　何処どこに存そん在ざいするかも知れぬその場所こそが、ファントムセルの中心。




ＧＭ：ではオープニングフェイズ。最初はマスターシーンから入ります。

ガブリエル：おっ、マスターシーンか。

ＧＭ：闇に包まれた部屋の中、存在するのはマスターファントムただひとり。静せい寂じやくに包まれた空間、彼の金色の瞳ひとみだけが妖あやしく輝かがやく。ただ、しばらくしてその闇に変化が起こります。突とつ如じよ、空中に黒服のエージェントの姿すがたがホログラム映えい像ぞうとして投とう影えいされる。




「Ｘ０９───諏訪原真也すわばら・しんやが単たん独どく行動を開始したようです」

　部下からの報ほう告こくに、マスターファントムが静かに吐と息いきをもらす。




ＧＭ：「計画の修しゆう正せいが必要なようだな……」静かにつぶやき、彼は立ち上がる。そして、部下の映像に向かってこう告げる。「私が出よう。準じゆん備びを」

エミリア：おおっ、いきなり敵てきの親玉が動くんだ。

ＧＭ：ええ。彼の言葉に部下は驚おどろきながらも、「かしこまりました。五分で完かん了りようさせます」と敬けい礼れいする。そして、映像が消えて部屋が再ふたたび暗闇に包まれ───。




「みずからを犠ぎ牲せいに周りを守るか……」

　闇の中、マスターファントムはつぶやき、口元に笑みを浮うかべる。

　運命に抗あらがう小さな存在を哀あわれむ嘲ちよう笑しようを。




「そんなことをしても無む駄だだ。

　お前たちの運命はすべて、我わが掌しよう中ちゆうに握にぎられているのだから」




　その言葉と共に、マスターファントムの姿が闇の中へと消えた。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：というわけで、マスターファントム出しゆつ陣じんです。

アイヴィ：来ますか……。彼が本ほん格かく的てきに動くのは、もうちょっと後だと思ってたのに。

ＧＭ：そこは真也の単独行動の影えい響きようですね。マスターファントムにとって、真也は自分の計画の鍵かぎですから、意に外れられては動かざるを得ない。

エミリア：何か強そうだし、大人しく部下に任せておいてくれないかな～。

ＧＭ：ふっふっふっ、残念ながらそうはいきません。単独行動を取った真也には、苦く難なんの道が待っているのですよ。

真也：厳しくなるのは覚悟の上だよ。それにマスターファントムが来るなら好都合さ。両親の行方とか、聞きたいこともあるしな。

ガブリエル：なるほどな。

ＧＭ：では、次のシーンへ行きましょう。







◆Opening 02◆孤独


Scene Player ─── 諏訪原真也






　月明かりに照らされた山の中、真也はひとりさまよっていた。

　周囲に転がる無数のロボット兵士の残ざん骸がい。

　執しつ拗ようなファントムセルによる襲しゆう撃げきが真也を苦しめる。




ＧＭ：次は真也のオープニング。加か賀がの宮みや学園を出てから三日目。あなたはひとり旅している。

真也：なるべく他の人と接せつ触しよくを持たないように、人のいない場所へ行こうとするよ。

ＧＭ：では、加賀宮市から百数十キロほど離はなれた、とある山中をさまよっていることにしましょう。そして、あなたは今まさにファントムセルの襲撃を退しりぞけたところだ。周囲には破は壊かいされたロボット兵士の残骸が無数に転がっている。

真也：右手を変へん異いさせたまま、油ゆ断だんなく周囲を警けい戒かいする。戦せん闘とうで疲つかれきった身体からだを木に預あずけながら。……今ので終わりか？

ガブリエル：手を戻もどさないままとか、かなり追おい詰つめられてる感じがするな。

ＧＭ：じゃあ、襲撃開始からすでに丸一日が経けい過かしていることにしましょう。度たび重かさなる戦闘で、真也の体力は限げん界かいに近い。

真也：いきなりピンチになった（笑）。荒あらい息を吐つきながら歩き出すよ。

ＧＭ：歩を進めた直後、あなたは前方からとてつもない威い圧あつ感を感じ取る。続いて、ガサリと森の中を歩く人の足音が聞こえ、闇やみの中に輝かがやく金色の瞳ひとみを見つける。

アイヴィ：金色の瞳……マスターファントムですね。

ＧＭ：その通り。

真也：マスターファントム……！　キッと睨にらみつける。

ＧＭ：激はげしい敵てき意いを平然と受け止め、彼は感かん嘆たんとも呆あきれともつかない表ひよう情じようを浮かべる。「すでに体力は限界であろうに、未いまだ倒たおれず、心は折れずか。なかなかの精せい神しん力りよくだ」

真也：ようやく出てきたな！

ＧＭ：「威い勢せいのいいことだ。しかし、どれほどお前が暴あばれようと無駄なことだ。無意味な反はん抗こうなど止やめ、すぐに仲間のもとへ帰るがいい」

真也：断ことわる。これ以上、あいつらを巻まき込こむつもりはない！　それにひとりになったのは、あわよくばお前を引き出せると思ったからだ。

ＧＭ：「なるほど……。私はまんまとお前の思おも惑わくに乗ったわけだ」

真也：さあ、答えてもらうぞ。僕の父さんと母さんをどうした！　威い嚇かくするように叫さけんで、右手の歯車を高速回転させる。

ＧＭ：「お前の両親……あの裏うら切ぎり者ものたちか」

アイヴィ：裏切り者たち……ですか？

エミリア：真也のパパだけじゃなくて、ママも何か関係してるの？

ＧＭ：それはまだ秘ひ密みつです。物もの憂うげにため息を吐つき、マスターファントムはつぶやく。「みずからを追おい詰つめてまで、奴やつらのことを知りたいのか？」

真也：キッと視し線せんを強くして先をうながす。

ＧＭ：「よかろう、興きようが乗った。教えてやろう。０１のことをな」

ガブリエル：さて、鬼おにが出るか蛇じやが出るか……。

ＧＭ：「０１について語るには、まずＸナンバーズについて語らねばなるまい」

真也：Ｘナンバーズについてなら知ってるさ。Ｘ島で作られた特とく殊しゆなオーヴァードで、あんたらは僕たちからオーヴァード兵士を量産して、金かね儲もうけをたくらんでるんだろ。

ＧＭ：真也の言葉に、マスターファントムは嘲ちよう笑しようを浮かべる。「そんなものはＸナンバーズ計画の副産物にすぎん」

真也：そ、そうなのか。……なら、何のためにあんたは僕たちを作ったんだ？

ＧＭ：「私の目的……それは究きゆう極きよくのレネゲイドの創そう造ぞうだ」

真也：究極のレネゲイド？

ＧＭ：「そう、そのためには古代種の力を持つオーヴァードの存そん在ざいが必要不ふ可か欠けつだった。それゆえにＸ島を作りだし、私はＸナンバーズを作りだしたのだ」

ガブリエル：それが俺おれを含ふくめた最初期のＸナンバーズ三人ってわけか。

ＧＭ：（こくりと頷うなずき）「だが、最初期のＸナンバーズ───０１～０３を用いた計画は、破は綻たんしてしまった。計画の鍵を握にぎるＸ０１……お前の父が脱だつ走そうしたがためにな」

真也：父さんが……。

ＧＭ：「０１の脱走により計画は中ちゆう断だんを余よ儀ぎなくされた。私はすぐさま追つい跡せきを命じたよ」

アイヴィ：でも、真也さんのお父さん───昌まさ喜きさんは脱走に成功したんですよね。結局、見つからなかったんですね。

ＧＭ：いいえ、一年ほどで見つけ出せましたよ。

エミリア：あれれっ、じゃあ何で放置したのさ？

ＧＭ：それについては別の事じ情じようがあるのです。マスターファントムの話は続く。「追跡の結果、０１が日本に潜せん伏ぷくしていることが判はん明めいした。しかし、私は連れ戻もどさず、監かん視しするに留とどめた。なぜなら、その時すでに０９、お前が生まれていたからだ」

真也：ぼ、僕？

ＧＭ：「体たい細さい胞ぼうを解かい析せきした結果、お前もまた古代種のレネゲイドを宿していることがわかった。しかもそのポテンシャルは親である０１を陵りよう駕がしていることもな」

真也：…………。

ＧＭ：「私は計画の修しゆう正せいを決定した。お前が成長し、その能のう力りよくを問題なく発はつ現げんできるまで待つことにしたのだ」

ガブリエル：十八年前の実験凍とう結けつをそう繫つなげてきたか……。なるほど！

真也：じゃあ、何か……。僕はずっとお前たちに見み張はられてたのか？

ＧＭ：「その通りだ。そして、私はお前のために他のＸナンバーズを生み出した」

真也：僕のため？　それはどういう意味だよ？

ＧＭ：「それは今のお前が知る必要はない。時が来れば分かるだろう」マスターファントムは淡たん々たんと、問いかけを切って捨すてる。

真也：必要かどうかは問題じゃないんだよ！　叫んで、殴なぐりかかっていいか？

ＧＭ：構かまいません。真也の放った拳こぶしがマスターファントムに迫せまる。だが、彼はまるで焦あせることなく右手を突つき出し、指一本で真也の拳を止めてしまう。

真也：うおっ!?

ＧＭ：マスターファントムの口元に酷こく薄はくな笑みが浮うかび、次の瞬しゆん間かん、彼の拳が真也の顔面に向かって放たれます。

真也：それには連戦の疲ひ労ろうで反はん応のうしきれない。僕は吹ふっ飛とばされて、そのまま木に激げき突とつ。ずるずると地面に倒たおれ込こむ。……くそっ！

ＧＭ：では、マスターファントムは真也を見下ろしながら告げる。「仲間のもとへ帰るがいい。そうすれば仮かり初そめとはいえ平へい穏おんが手に入るのだからな」そして、夜の闇の中へと姿を消します。

真也：マスターファントムがいなくなったところで、のろのろと立ち上がる。そして、いなくなったあいつを捜さがすために、また山中をさまようよ。




　痛いたみと疲ひ労ろうにふらつく身体からだを引きずりながら、真也は歩く。

　脳のう裏りにはマスターファントムの言葉がリフレインしていたが、それを強ごう引いんに振ふり払はらう。




　孤こ独どくに耐たえながら、真也は悲しげに言葉を紡つむいだ。

「あんたが望んでる限かぎり、戻るわけにはいかないさ」

[image: ]







古代種　太古から存在し続ける特殊なレネゲイド。











◆Opening 03◆待ち人は来ず


Scene Player ─── エミリア・ラウラ






　真也が姿を消してから三日目。

　その日、エミリアは加賀宮学園の体育館にひとりたたずんでいた。

　いなくなった彼が、ひょっこり帰ってくるんじゃないか───。

　そんな淡あわい期待を胸むねに抱いだいて。




ＧＭ：次はエミリアのオープニング。加賀宮学園を離はなれ、ＵＧＮ日本支し部ぶで真也の情じよう報ほうが入ってくるのを待っている状じよう態たいだと思ってください。

エミリア：オッケー。ちなみに日本支部ってどんな感じなの？

ＧＭ：そうですね……。かなりの階かい層そうを持つ高層ビルということで。一いち応おう、一いつ般ぱん企き業ぎようにカモフラージュされてはいますが、その中では日本ＵＧＮを支ささえるべく、多くの職しよく員いんやエージェントたちが活動しています。

エミリア：ふんふん、なるほど。じゃあ、その屋上から飛とび降おりようと──。

アイヴィ：待った待った、待った───っ！　なぜ飛び降りるんですか！（笑）

ガブリエル：そうだ、早まっちゃいかんぞ！

エミリア：えっ、あっ、いや違ちがうよ。別に変なこと考えてないって。

ＧＭ：じゃあ、なんで屋上から飛び降りようとしてるんですか（笑）。

エミリア：このビルから抜ぬけ出そうとしてただけだよ（笑）。あたしたちも追われてる身だし、危き険けんだからって外に出してもらえなさそうだからさ。

ＧＭ：なるほど。ちなみに何で外に出ようと？

エミリア：真也がいなくなったの加賀宮学園にいた時だったからさ。もしかしたら学園に帰ってくるんじゃないかって、あたしは思ってるんだよ。

アイヴィ：ああ、そういうことですか。

ガブリエル：それにしても、屋上から飛び降りてまで行こうとするなんて、アグレッシブすぎだろ（笑）。

エミリア：もう、日に三回ぐらいはやってるかな（笑）。

ＧＭ：そんなに……。それなら、霧谷が護ご衛えい付きという条じよう件けんで外出許きよ可かを出しましょう。だから、もう飛び降りは止やめて（笑）。

エミリア：わかったよ。霧谷さん、ありがとー！

ＧＭ：というわけで舞ぶ台たいは加賀宮学園に移うつります。時じ刻こくは夕方、沈しずみ行く太陽に照らされ、赤く染そまった校こう舎しやをエミリアは歩いている。

エミリア：真也と一いつ緒しよに過すごした場所を巡めぐっていって、最後に体育館に着くよ。ここで真也とよく訓練してたと思うから。

ＧＭ：体育館の中はシンッと静まり返っている。人の気配はない。

エミリア：無言で立ちつくしてつぶやく。……真也、どこに行ったのさ。

ＧＭ：いいシチュエーションですね。ここで少し回想を入れたいのですが……。真也、登場してもらえますか？

真也：ん、いいよ。

ＧＭ：ありがとうございます。誰だれもいない体育館───ひとりたたずむエミリアの脳のう裏りに、加賀宮学園で真也と共に過ごした日々のことが浮うかび上がる。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：時は半月ほど遡さかのぼる。加賀宮学園、昼休みの体育館。戦せん闘とう訓練で時間を潰つぶし、それが一段だん落らくついて休きゆう憩けいしてるところから回想は始まります。

エミリア：じゃあ、汗あせをタオルでぬぐいながら真也に提てい案あんする。……ねえ、ジュースじゃんけんしようよ！

真也：ああ、負けた方がおごるのか。よし、昨日は負けたけど、今日は負けないぞ！　気合いを入れて、肩かたをぐるぐる回す（笑）。えっと、本当にじゃんけんする？

エミリア：もちろん（笑）。さあ、行くよ！

真也＆エミリア：じゃんけんぽんっ！




　結果───真也＝チョキ、エミリア＝パー。




真也：勝った！

エミリア：負けた───っ！

真也：じゃあ、そば茶を買ってきてもらおう。

ガブリエル：渋しぶいチョイスだな（笑）。

エミリア：自じ販はん機きまでひとっ走りするね。トテトテトテ、戻もどったよー！　はい、真也！

ＧＭ：では、買ってきたお茶を渡わたそうとしたところでちょっとしたアクシデントが。ふたりの手が触ふれ合あった次の瞬しゆん間かん、真也の手に鋭するどい痛いたみが走る！

真也：もしかして対たい抗こう種の？

ＧＭ：その通り。訓練で精せい神しんが昂たかぶっていたせいで能力が発現していたようです。微かすかにですが、真也の手に火傷やけどのような傷きずがつく。

エミリア：反はん射しや的てきに手を引ひっ込こめちゃう。……ご、ごめん真也！

真也：い、いや、このぐらいなら大だい丈じよう夫ぶだよ。

ＧＭ：では、ふたりがしどろもどろになっていると、昼休みの終わりを告げるチャイムの音が鳴り響ひびきます。

エミリア：あっ、もうこんな時間なんだ。

真也：そろそろ行こうか、エミリア。元気づけるために、笑いながらポンと肩叩たたくよ。

エミリア：じゃあ、あたしも笑顔を返すね。……うんっ！





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：そこで回想は終わり、現在に戻ります。気づけば日はすっかりと暮くれ、体育館は夜の闇やみに包まれている。

エミリア：真也がいない体育館をさびしく見つめてるよ。

ＧＭ：すると体育館に、黒服の男───護衛のエージェントが入ってくる。彼は神しん妙みような口調で言います。「エミリアさん、そろそろ戻りましょう」

エミリア：もう夜だもんね……。昨日も大分ねばったし、今日はしょんぼりして帰るよ。

ＧＭ：では、エミリアが体育館を後にしたところで、シーンを終しゆう了りようします。







◆Opening 04◆捜さがし人は見つからず


Scene Player ─── アイヴィ・ノールズ






　ＵＧＮ日本支部の会議室の中を、アイヴィがそわそわと歩き回っていた。

　真也の失しつ踪そうから三日が経たったが、行方ゆくえはようとして知れない。

　───こんなに心配させて。会ったらがつんと言わないと気がすみません！

　静かに真也への怒いかりを燃もやすアイヴィだった。




ＧＭ：では、次のシーンプレイヤーはアイヴィ。ガブリエルも登場してください。

ガブリエル：おう。

ＧＭ：舞台はＵＧＮ日本支部の会議室で、待機しながら真也の情報待ちをしているところだと思ってください。

アイヴィ：じゃあ、私は腕うで組ぐみしながらぷんぷん怒おこってます。……まったく、こんなことなら発信機のひとつでも真也さんに付けておけばよかったですよ！

ＧＭ：は、発信機って……。

真也：無茶苦茶言ってるな（笑）。

ガブリエル：まあ、実じつ際さいそうしてればって思いもするさ。何も言わずに出て行くとは予想してなかったからな。さてどうしたものやら。頭をガシガシと搔かく。

ＧＭ：テーブルの上、携けい帯たい端たん末まつの中でピクシーも難むずかしい顔でつぶやく。「真也くんは、今いま頃ごろどこで何をしているんだろうね」

アイヴィ：無言で風を吹ふかせて、ツインテールをふわふわと逆さか立だててますよ。

エミリア：ど、怒ど髪はつ天てんだ！（笑）

ガブリエル：なんかすげえことになってるな（笑）。ＧＭ、アイヴィがいろいろ限げん界かいっぽいんで、とりあえず新しい情報が入ってないか霧谷さんに確かく認にんしたいんだが。

ＧＭ：残念ながら、新しい情報はないですね。加賀宮学園の後あと処しよ理りという大作業の最中に起こった失しつ踪そうということもあり、情報が不足しているんです。

真也：そうなのか。僕も結けつ構こうやるもんだな。

アイヴィ：確たしかに、ＵＧＮの情じよう報ほう網もうを三日かいくぐれるのは結構すごいですよね。

ＧＭ：真也にとって幸運だったのは、加賀宮学園の生徒五百名の処しよ遇ぐうを巡って、ＵＧＮが混こん乱らんしている最中だったということですね。

ガブリエル：こっちにとっては不運としか言いようがねえな。捜しに行くにも日本の土と地ち勘かんはないし、参ったよ。

アイヴィ：ちなみに私たちは、真也さんが出て行った理由は知らないんですよね？

ＧＭ：少なくとも、真也とマスターファントムの間にあった会話は知らないでしょうね。時間停止中で、真也だけが聞くことができたという演えん出しゆつでしたから。もちろん、真也がそのことを語っていったなら話は別ですが（ちらりと真也を見る）。

真也：何も言わずに出て行ったよ。

ガブリエル：となると、何が起こってるのかわからず途と方ほうに暮くれるな。……やれやれ、真也のやつ。思い余あまったりしないといいんだがな。

アイヴィ：すでに思い余ってます！

ガブリエル：ひとりで出て行く以上にひどい選せん択たくをしなきゃいいって意味だったんだが……。

アイヴィ：あっ……す、すみません。

ガブリエル：本当にテンパってるな。落ち着けよ、アイヴィ。慌あわてたところで、真也の居い場ば所しよが分かるわけじゃないんだ。

ＧＭ：では、焦あせるアイヴィをガブリエルがなだめていると、ふとピクシーが口を開く。「しかし、もし真也くんが見つかったとして、ボクたちはどうするべきなのかな」

アイヴィ：ピクシーの方を見て、怪け訝げんそうに首を傾かしげます。……どういう意味ですか？

ＧＭ：「真也くんは自分の意思で出て行った。どんな理由があったのかは分からないが、彼なりの理由があったのだろう」

ガブリエル：まあ、それはそうだろうな。

ＧＭ：「なら、もし真也くんが見つかって追いかけたとしても、彼はボクたちを受け入れてくれるだろうか……」

ガブリエル：さて、どうだろうな……。ただ、あいつは自分の生まれ故こ郷きように帰れない。俺たちがあきらめたら、あいつが頼たよれるやつは誰だれもいなくなっちまうぞ。

アイヴィ：真也さんのことです。ひとりで出て行ったのは、私たちに迷めい惑わくがかかるとかそういう理由に違ちがいありません。仲間なんだから、相談してくれればいいのに！　頰ほおを膨ふくらませながら怒ってますよ。

ＧＭ：では、真しん剣けんに真也のことを考えているふたりを、ピクシーはまぶしいものを見るように見つめる。「なるほど。君たちは真也くんのことを心の底から心配してるんだな」

ガブリエル：真也がどう思ってるかは知らないが、俺は少なくともあいつのことを友達だとは思ってるからな。だから捜して話を聞くのさ。

ＧＭ：「そうか……。そこまで思われてるとは、彼が少しうらやましいよ」

アイヴィ：何を言ってるんですか。ピクシーだって私たちと友達なのに。もし、あなたに何かあったら、同じように心配しますよ。

ＧＭ：突とつ然ぜんの言葉にピクシーは一いつ瞬しゆんきょとんとするが、すぐに照れくさそうに笑います。「ありがとう、アイヴィ」

アイヴィ：いえいえ。

ＧＭ：ピクシーはしばらく幸せそうに笑っていますが、ふと真しん剣けんな表情になって言う。「アイヴィ、悪いんだけど。ボクを通信端たん末まつのところまで運んでくれないか」

アイヴィ：およ。まあいいですけど。

ＧＭ：「近くに通信用の回線があると思うんだけど、ボクの端末に繫つないでくれ」

アイヴィ：カチッ（[image: ]接せつ続ぞく音）。

ＧＭ：「ありがとう」回線を繫いだところでお礼を言って、ピクシーはアイヴィとガブリエルを真まっ直すぐに見つめて問う。「ふたりとも、真也を追いたいかい？」

ガブリエル：もちろんだ。

アイヴィ：当たり前です！

ＧＭ：その答えに、ピクシーは満足そうに微笑ほほえみ。「わかった。ボクに任まかせてくれ。絶ぜつ対たいに真也の居い場ば所しよを捜さがし出して見せる」

ガブリエル：おっ、ネットを検けん索さくしたりするのか。なら頼たのむぜ、ピクシー。

アイヴィ：真也さんを見つけたら、みんな心配してるってきつく言っておいてください。

ＧＭ：「了りよう解かいだよ。……それじゃあ、行ってくる」そう告げると、小型端末のモニターから、ピクシーの姿が消える。

アイヴィ：では、ピクシーの消えた画面を見ながら───。




「ピクシー、がんばってください」

　瞳めを閉とじて、祈いのるようにアイヴィはささやいた。







　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆隠かくされていた真実


Scene Player ─── 諏訪原真也






　仲間と袂たもとを分かち、さまよう真也。

　ひどく空くう虚きよな心を抱かかえたまま、当てもなく歩き続ける。

　だが、そんな彼に手を差さし伸のべる人物がひとり───。




ＧＭ：ミドル最初は真也のシーンになります。舞台はオープニングと同じ山中。

真也：了りよう解かい。侵しん蝕しよく率りつを上げるよ。……おっ、１点だ。

ガブリエル：やるな。今日はずいぶんと出目がいい（笑）。

真也：ミドル中はもう少し上がって欲ほしいけどね。60％を超こえたぐらいの段だん階かいからちょっとずつ絞しぼってくれるとうれしいかな（笑）。

ＧＭ：難むずかしい注文だ（笑）。さて、やはり山中を彷徨さまよいい歩いている真也なわけですが。

真也：マスターファントムに吹ふっ飛とばされた後、疲つかれきって歩いてる。

ＧＭ：ちなみに携けい帯たいは持ってます？

真也：持ってるけど、みんなから電話かかってきても出る気はないから、電でん源げんは切ってるよ。

ＧＭ：了解。では、電源を切っていた携帯が勝手に入り、着信音を鳴らし始める。

真也：うわっ!?　びっくりして携帯を取り出すけど……。

ＧＭ：携帯を手に取った瞬しゆん間かん、着信ボタンを押おしてもいないのに回線が勝手に開かれる。そして、待ち受け画面にピクシーの姿すがたが映うつし出されます。

真也：それは驚おどろいて思わず声を出すな。……ぴ、ピクシーっ!?

エミリア：おおっ、早速コンタクト取ってる！

アイヴィ：やりましたね、ピクシー！

ガブリエル：大したもんだ。

ＧＭ：彼は三日ぶりの再さい会かいにも気負うことなく、普ふ通つうに話し掛かけてくる。「やあ、真也くん。久ひさしぶり……というほどでもないか。この三日間、元気だったかい？」

真也：目をぱちくりさせて逆ぎやくに質しつ問もんする。……ピクシー、どうしてここがわかったんだ？

ＧＭ：「ん？　まあ、ちょっと特とく殊しゆなルートをたどってね……」

真也：特殊なルート？

ＧＭ：「まあ、今は僕ぼくのことはいいじゃないか。それよりも真也くん、君のことだ」ごまかすように、弱々しい笑みを浮うかべてピクシーが告げる。

真也：それには苦い顔を返す。……僕のことはいいだろう。放っておいてくれよ。

ＧＭ：「そうはいかない。みんなが君のことを心配してる。特にアイヴィは何でひとりで出て行ったんだって、すごい剣けん幕まくなんだ」なんとも困こまった顔で言うピクシー。

アイヴィ：もう、カンカンですよ（笑）。

真也：一いつ瞬しゆんくすりと笑って。……そうか。あいつらならそうだろうね。

ＧＭ：「だったら、今すぐ───」

真也：（遮さえぎるように）でも、僕は戻もどるわけにはいかないんだよ……。悪いけど、戻れって説得は受け入れられない。

ＧＭ：では、あくまで帰ることを拒きよ絶ぜつするあなたに、ピクシーは目を細めて言う。「それは、君がボクたちといることが、マスターファントムの思おも惑わく通りだからかい？」

真也：うおっ、何でそれを知ってるんだ！　誰だれにも言ってないはずなのに！

ＧＭ：驚おどろく真也に、ピクシーは一瞬だけ悲しそうな顔を見せる。だが、すぐに決意を秘ひめた真しん剣けんな表ひよう情じようになって。「真也くん、これからボクが言うことをよく聞いてくれ。これを口にしたら、僕に残された時間は限かぎりなく少なくなってしまうから」

真也：い、いったい何を……。困こん惑わくしてマジマジとピクシーを見つめる。

ＧＭ：真也が見つめる先、ピクシーは一拍ぱく置いてこう言う。




「ボクはファントムセルのスパイだ」




真也：…………えっ？

アイヴィ：ちょ、ちょっと待ってください！　ピクシーがスパイ？

エミリア：ど、どういうこと？

ガブリエル：おいおい……。

真也：予想外の言葉に思わずピクシーに食くって掛かかる。……そんなの、冗じよう談だん……だろ？

ＧＭ：「こんなことを冗談で言うほど悪あく趣しゆ味みではないつもりなんだが」

真也：いやでも……あんたがファントムセルのスパイ？

ＧＭ：「まあ、信じられない気持ちも分かる。ボクの役やく割わりはあくまで監かん視しで、敵てき対たい行動は取ってこなかったからね。でも、君は不思議に思ったことはなかったかい？」

真也：不思議って……何を？

ＧＭ：「Ｘ島を脱だつ出しゆつした日のことさ。ボクたちが脱出計画を実行した日、たまたま君が島に連れてこられ、たまたま脱出と同じタイミングに実じつ験けん棟とうでテストを受けていた……。偶ぐう然ぜんにしてはできすぎだと思わないか？」

真也：言われてみればタイミングがよすぎるとは思うけど……。

アイヴィ：で、でも、真也さんのことを話したのは、ガブリエルでしたよね？

エミリア：それであたしが連れていこうって……。

ＧＭ：あの時は自発的に動いてくれて助かりました。でも、真也の話が出てなかったとしても、その時はピクシーから提てい案あんする予定だったんです。

アイヴィ：な、なるほど。

ＧＭ：「他にもファントムセルはどうして加か賀がの宮みや学園のことを知っていたと思う？　バスジャック事件の時、アイヴィに同行したのも計画に協力するためだ」

真也：それは……。でも、なんでそれを明かすんだ？

ＧＭ：「君たちの影えい響きようかな？　Ｘ島から始まった逃とう亡ぼう生活。それに連なるファントムセルの計画。その中で君たちを監視するためにボクは生み出された」

真也：黙だまって話を聞き続ける。

ＧＭ：「でも、君たちと共に過すごす時間は……本当に楽しかった。逃亡生活を楽しいだなんて不ふ謹きん慎しんかも知れないけど、君たちと一いつ緒しよにいられて幸せだったんだ」

一同：…………。

ＧＭ：「君たちはプログラムでしかないボクを、まるで本当の友人のように扱ってくれた。それがとても嬉しかった……」

真也：ピクシー……。

ＧＭ：「確かにボクはスパイだけど、君たちが好きなのは噓うそじゃない。だから、力になりたいと思ったわけさ……」

真也：そう言われると、さすがに訊きくよ。……ピクシー、何をするつもりなんだ？

ＧＭ：「君たちがマスターファントムの計画から逃のがれるための手助けだよ」弱々しく微笑ほほえみながら告げるピクシー。

真也：手助け？

ＧＭ：「真也、よく聞いてくれ。君の持つ古代種は、特定の条じよう件けん下で他者のレネゲイドを吸きゆう収しゆうする特殊な性せい質しつを持っている」

真也：レネゲイドを吸収って、どういうことだ。

ＧＭ：その結果として何が起こるかをピクシーは知らない。ただ、それがマスターファントムの狙ねらいなのだということを言います。

真也：じゃあ、そのレネゲイドを吸収する条件っていうのは。

ＧＭ：絆きずなと言いますか、高い信しん頼らい関係を築きずいていることです。ルール的に言うならば、お互たがいにロイスを結び合ったキャラクター同士でのみ吸収が発生する。

エミリア：ああ、なるほど。

ガブリエル：じゃあもしかして、俺おれたちを一緒に行動させてたのも、ロイスを結ぶほどの関係にさせるためだったってことか？

ＧＭ：その通り。命の危き機きにさらされる中、互たがいに協力し合うことで、より強い絆を結ばせようという意図によるものです。

アイヴィ：盛せい大だいなつり橋効こう果かってところですか。

ＧＭ：ええ。そして、最終的には絆が結ばれたもの同士を殺し合わせることで計画は成じよう就じゆする。「そして、そのための手しゆ段だんを君はすでに経けい験けんしてるはずだ」

真也：……もしかして、衝しよう動どうを発生させるスイッチのことか？

ＧＭ：ご明察。衝動判はん定ていに失敗した場合、こちらの指定した行動を強きよう制せい的に行なってもらう処しよ理りは、本来は条件が整った時に殺し合わせるために用意されていたわけです。

ガブリエル：スイッチのギミックがそこに繫つながるのか。

真也：呆ぼう然ぜんとピクシーの話を聞いて、尋たずねる。……それは本当の話なのか？

ＧＭ：「残念ながらね……」

真也：でも、だとしたら……やっぱり僕はみんなのところへは帰れないよ。

ＧＭ：「君ならそう言うだろうとは思ってたよ。でも、危き険けんだからと言って、他者との繫がりを完全に否ひ定ていするようなことはしないでくれ」

真也：…………。

ＧＭ：「人はひとりでは生きられない。今、君が歩もうとしてる道も破は滅めつへの道なんだ」

真也：それには黙だまって、ただうつむく。

ＧＭ：では、あなたが沈ちん黙もくしていると、ここでピクシーに異い変へんが起こる。

真也：なんだ？

ＧＭ：携けい帯たい画面に映うつるピクシーの映えい像ぞうにブロックノイズが走り始めます。腕うでや足、身体からだの末まつ端たんから崩ほう壊かいが始まり、声にまでノイズが走りだす。「そろそろ限げん界かい……かな……」

真也：ピクシー、どうしたんだ。なんだか様子が……。

ＧＭ：「禁きん則そく事じ項こうに抵てい触しよくして……プログラムの自じ壊かいが……始まったんだよ……」

アイヴィ：もしかして自分がスパイだって明かしたから？

ＧＭ：ええ。本来ならば、自分がスパイだと告げることも、マスターファントムの計画について話すこともピクシーには許ゆるされない行こう為い。タブーに触ふれたことで、彼に組み込こまれていた自壊プログラムが発動したわけです。

真也：ぎょっとして。ちょっと待て、そんないきなり……！

ＧＭ：「気にする必要はない。こうなるのは覚かく悟ごの上だ。スパイだったボクに言えることじゃないかもしれないけど、生きてくれ。そして、みんなと一緒にこの闇やみから───」と話の途と中ちゆうで、ピクシーとの通信が切れる。

真也：……ピクシー？　おい！




　もはや何も映さなくなった携帯画面に叫ぶ真也。

　だが、どれほど呼びかけても応えは返ってこない。

　肩を落とし、力なく立ちつくす真也がぽつりとつぶやく。




「……気にするななんて、そんなの無理だよ」

　その言葉は、誰に聞かれることもなく夜の闇へと消え入った。







つり橋効果　つり橋理論とも言う。緊張状態による興奮を共有することで、連帯感や好意が生まれる効果のこと











◆Middle 02◆去る者と追う者


Scene Player ─── アイヴィ・ノールズ






　目の前の携帯端たん末まつを、アイヴィは見つめ続けていた。

　じっと流れる時間に耐たえ、ピクシーの帰き還かんを待っているのだ。




ＧＭ：舞ぶ台たいはＵＧＮ日本支し部ぶへと戻もどります。真也以外は全員登場してください。エミリアはちょうど学園から帰ってきたところになりますね。

エミリア：りょーかい。じゃあ、日本支部に戻ってすぐ、アイヴィとガブリエルのいる会議室に顔を出すよ。ふたりともただいま～。

ガブリエル：おう、戻ってきたか。

アイヴィ：じっと椅い子すに座すわってピクシーの携帯端末を見つめてたんですけど、ぴょんと立ち上がって。どうでした、真也さんは戻ってきましたか？

エミリア：んー、帰って来なかったよ……。ぽそりとつぶやいてから、ふたりして携帯端末に張はり付いてるっぽいんで訊くね。……あれ、何してんの？

ガブリエル：携帯端末を指差して。今、ピクシーが通信回線から外に出て、真也を捜さがしてるのさ。それで戻り待ちしてるわけだ。

エミリア：えっ、ピクシーが？

アイヴィ：ええ。かなり自信があるみたいでした。

エミリア：そうなんだっ！　すごい身を乗り出して画面を見始める。

ＧＭ：携帯端末の画面にはいつも映うつっていた妖よう精せいのアイコンの代わりに、一見するだけでは意味不明な数字の羅ら列れつ───０と１からなる機械語が超ちよう高こう速そくで流れている。

エミリア：そ、それは読み取れないよ。ぽかんと画面を見て。えっと……何これ？

アイヴィ：さっきからずっとこうなんですよ。もう、何が何やら……。

ガブリエル：俺たちは機械語を直ちよく接せつ読めないしな。できるとしたら、それこそピクシーぐらいか。まあ、今はあいつが戻ってくるのを待つしかないだろ。

ＧＭ：では、三人で話していると携帯端末に変化が起きる。高速で流れていた数字の羅列が消えたかと思うと、代わりにぼろぼろになったピクシーの姿が表ひよう示じされます。

エミリア：あっ、ピクシー！

ガブリエル：おい、なんだかアイコンの画が像ぞうおかしいぞ。

アイヴィ：だ、大だい丈じよう夫ぶですか？　まるでバグってるみたいな……。

ＧＭ：矢や継つぎ早ばやに告げられる言葉に、彼はノイズ混まじりの声で答える。「みんな、真也の居い場ば所しよがわかったよ」

エミリア：本当に？　やるじゃん、ピクシー！

アイヴィ：でも、危あぶないことしたんじゃないですか？　ノイズだらけの姿すがたに不安を覚えて気き遣づかいます。

ＧＭ：すると、彼は静かな表情で淡たん々たんと語る。「君たちと会って、Ｘ島を脱だつ出しゆつしてからの二ヶ月……。一緒に過ごす時間はとても楽しかったよ」

ガブリエル：おいおい、何を言ってるんだ。まるで、お別れみたいなこと言うな。さあ、真也を迎むかえに行こうぜ。

エミリア：お別れって言葉を聞いて急に顔を青くします。……ピクシー？

ＧＭ：「すまない、ボクはみんなを裏うら切ぎっていた」

アイヴィ：えっ？

ＧＭ：「ボクはファントムセルのスパイだった。でもそれも今日で終わり。ボクは消しよう滅めつして、君たちは自由になる」

エミリア：な、なに冗じよう談だんいってんの？　ぱしぱし携帯端末を叩たたいて。……うそ…うそだよね？　変な冗談やめてよぉ。

アイヴィ：いろいろと明かされて、飲のみ込こめないままピクシーに問いかけますよ。え、えーと、消滅するなんて噓うそですよね？　直るんですよね？

ＧＭ：その問いに、何とも困こまった顔になるピクシー。

アイヴィ：だって、ピアノ聴いてもらう約束もあるじゃないですか！

ＧＭ：「ああ、そういえばまだ聴かせてもらってなかったな……。それだけが心残りだ」そう言っている間にも崩ほう壊かいは加速し、妖精のアイコンは崩くずれ、下からワイヤーフレーム部分が露ろ出しゆつする。

エミリア：わわっ！

ＧＭ：「すまない、アイヴィ……。どうやら君との約束は果たせそうにない」そう言って、彼は淡あわく微笑ほほえみ───。




「ただ、せめて君たちに希望を残すよ。真也のことを助けてあげてくれ」

　そう告げると同時に、それぞれの携帯に転送される真也の居場所を示しめした地図。




ＧＭ：「真也は君たちを拒きよ絶ぜつするかもしれない。でも、彼を助けることができるのは君たちだけだ。彼と行動を共にしてきた君たちだけが救える」

エミリア：あたしたちだけが……。

アイヴィ：真也さんを救える。

ＧＭ：「そうだ。だから、絶対に彼を助けたいという想いを捨てないで欲しい」

ガブリエル：最後に言うぜ。……分かった、任せろ。それとなピクシー、お前は裏切り者なんかじゃない。お前は俺たちの……友達だ。

ＧＭ：「ありがとう。もし生まれ変われるなら、また君たちと……」と告げた直後、一気にノイズがひどくなったかと思うと、端たん末まつの電でん源げんがブツンと切れる。

エミリア：ピクシー？　ピクシー？　といいながら叩いてる。

ＧＭ：どれだけ呼よびかけても返事はない。

一同：…………。

アイヴィ：……ピクシー、消えちゃいました。




　呆然とつぶやくアイヴィ。

　だが、あまりにも突然のことでひどく現実感がない。




ガブリエル：そっと携帯端末をテーブルの上に置いて、エミリアとアイヴィに言うぞ。……真也を助けに行くぞ。

エミリア：で、でもピクシーが……。

ガブリエル：……ピクシーは疲れてるんだ。今は休ませてやれ。それに、俺たちにはやるべきことがあるだろう。

アイヴィ：真也さんを助ける……。

ガブリエル：そうだ。俺たちが立ち止まったりしたら、それだけ真也が危険にさらされる。

アイヴィ：……わかりました。行きましょう、ガブリエル、エミリアさん。

エミリア：えっ、えっ、でも……！

アイヴィ：きっとピクシーもそうして欲しいはずです。

エミリア：…………分かったよ。行こう、真也のところに！

ガブリエル：一いち応おう、霧谷には一言入れておく。通信端末で連れん絡らくを入れる。……ちょいと散歩に行って来る。

ＧＭ：では、通信端末に映うつる霧谷は、その一言だけで状じよう況きようを理り解かいして。「なるほど。では、足はこちらで用意しましょう。屋上へ向かってください。ヘリを用意させます」

ガブリエル：助かる。遠えん慮りよ無く使わせてもらおう。ヘリのことをみんなに話して、一足先に屋上に向かう。

エミリア：ちょっとピクシーに未練を残しながらも、あたしも屋上に行くよ。

アイヴィ：私も続いて出ます。ただ、会議室を出る前にそっと部屋を振ふり返かえって───。




　誰もいない会議室、ぽつんと置かれた携帯端末に向かってアイヴィはつぶやく。

「帰ってきたらピアノ弾ひきますから。

　ピクシーに聴かせる曲はもう決めてあるんです」




　つぶやきに返事はなく、ただ静せい寂じやくだけが部屋に漂ただよっていた。







◆Middle 03◆望まぬ再会


Scene Player ─── 諏訪原真也






　エミリアたちが真也のもとへ向かおうとしていた頃ころ。

　真也は再ふたたびファントムセルによる襲しゆう撃げきを受けていた。

　今まで見たことのない形けい状じようのロボット兵士が、真也を追おい詰つめていく。




ＧＭ：さて、次は真也側に視し点てんを戻もどしますよ。

エミリア：あたしたちがヘリで移い動どうしている一方その頃って感じかな。

ＧＭ：ですね。ちなみに今回は、他の方も登場可か能のうですので、好きなタイミングで登場してください。

アイヴィ：分かりました。

ＧＭ：ピクシーがいなくなった後。再びファントムセルの襲撃があります。今までのロボット兵士よりも一回り大きい新型が追いかけてきている。

真也：どんな強化がされたのか気になるな……。ところで戦せん闘とうするのか？

ＧＭ：今回はちゃんとしますよ。もう帰らないと不ふ退たい転てんの決意をどこまで保たもてるか、試ためさせてもらいます。今までのロボット兵士よりも更さらに強力な新型がやってくる。

真也：敵てきの数は？

ＧＭ：新型ロボット兵士四体。真也を中心に五メートルほどの距きよ離りを取って、二体ずつふたつのエンゲージに分かれています。

真也：厳きびしいな。僕はとにかく、範はん囲い攻こう撃げきができない。

アイヴィ：そうか、敵の数が多いとそれだけでつらいんですね。

真也：うん、今回だと最低四回殴なぐらなきゃいけないからね。

ガブリエル：たとえ一撃一殺でやれたとしてもきついな。

ＧＭ：そんな真也の弱点を知っているかのように、ロボット兵士は陣じん形けいを組んで、距離を縮ちぢめてくる。

真也：ピクシーのことでショックを受けてるところに来たんで、苛いら立だちながらロボット兵士と対たい峙じするよ。……また来たのか。とはいえ何とか避けて、マスターファントムを捜しに行きたいけど……。

ＧＭ：ロボット兵士の包囲がそれを邪魔します。頭部に取り付けられたモノアイが鈍にぶく光り、一いつ斉せいに腕うでに取り付けられた噴出口を真也へと向ける。

ガブリエル：噴出口？　銃じゃないのか？

ＧＭ：新型は武装も変更されているんです。ロボット兵士が噴出口を向けた直後、そこから大量の水が吐き出され、凍りつき、氷の弾丸が撃ち出される！

真也：サラマンダーのエフェクトか!?

ＧＭ：いかにも。新型はＥＸレネゲイドによってオーヴァードの能力を持っているのですよ。新型の放った氷の弾丸が真也に襲いかかる！

ガブリエル：そこで登場だ。ロボット兵士が銃じゆう撃げきした瞬間、ヘリが真也の頭上に到とう着ちやく。一気に飛とび降おりて、氷を砂すなの盾たてでたたき落とす！

ＧＭ：ＯＫです。冷気が吹き抜けると同時、真也に襲おそいかかる氷の嵐あらし。しかし、そのすべてが空から飛び込んできたガブリエルの砂によって絡からめ取とられていく！

真也：突とつ然ぜん現あらわれたガブリエルに驚おどろく。……ガブリエル！

ガブリエル：（にやりと笑い）俺だけじゃない。他のやつらもきてるぜ。

アイヴィ：登場します。ガブリエルに続いて、私もヘリから飛び降りますよ。

エミリア：あたしも続くよ！

真也：まさかみんなが来るとは思ってなかったので、驚いて口をぱくぱくさせてる。

ガブリエル：驚くのはあとにしな。今は目の前の敵を黙だまらせる方が先だ。

エミリア：じゃないとゆっくり話もできないしね！

アイヴィ：さっさと片かた付づけてしまいましょう。

ＧＭ：突とつ然ぜんの乱らん入にゆう者しやにロボット兵士たちは一瞬混こん乱らんしますが、すぐに目的の障しよう害がいと判はん断だんし、襲いかかってくる。戦闘を開始します！




　新型ロボット兵士四体との戦いが始まった。

　成長でさらなる速さを手に入れたアイヴィが、《サイレンの魔ま女じよ》による攻撃を放つ。

　今までの敵ならば、この一撃で一いつ掃そうできていたのだが───。




ＧＭ：では、第一ラウンド。こちらのイニシアティブは全員11になります。

ガブリエル：結けつ構こう早いな。さすが新型ってところか。

アイヴィ：でも、ここで仕し留とめれば問題なしです。《サイレンの魔女》その他で攻撃しますよ。命中は……ちょっと出目が悪いかも。達成値ち21です。

ＧＭ：こちらの回かい避ひは……新型ロボットＡとＢが回避成功！　ＣとＤは……回避失敗。

アイヴィ：避さけられた！　でも、二体はこれで……ダメージは17点の装そう甲こう値ち無む視しです。

ＧＭ：（にやりと笑い）残念、その程てい度どでは倒たおれない。突とつ風ぷうに吹き飛ばされ、破は損そんしながらも新型ロボット兵士はむくりと起き上がる。

アイヴィ：そんなっ!?




　アイヴィの攻撃に、能のう力りよく値とＨＰが強化された新型が耐える。

　続くエミリアは、対たい抗こう種で強化された範囲攻撃を放ち、無む傷きずの二体を殲せん滅めつ。




エミリア：これで残り二体！




　だが、ここで敵の攻撃を許し、ガブリエルと真也が《リザレクト》。

　そして、ガブリエルがＰＤＷによる攻撃を放ち───。




ＧＭ：今ので破は損そんしていた残り二体も破は壊かいされる。戦闘終了ですね。

エミリア：思ったよりも消しよう耗もうしちゃったよ～。

アイヴィ：ううっ、あたしが一発で仕留められていれば……。

ガブリエル：アイヴィのせいじゃねえさ。今まで楽させてもらって少し油ゆ断だんしてたぜ。

真也：あー、ちょっといいかな……。

ＧＭ：はい、何ですか？

真也：今ここで逃げたいんだけど、いいか？

ガブリエル：ああ、真也は俺たちとは会いたくないんだし、そりゃそうなるよな。

真也：うん。だから、戦いが終わったところでこそっと逃げようとしたいんだけど……。

ＧＭ：構いませんよ。ここは顔合わせ程度に考えていましたから。他の三人はどうしますか？

アイヴィ：もちろん止めますよ！

ガブリエル：合流できなくても、一度意見はぶつけ合っておきたいしな。

真也：それは確かにそうだ。

ＧＭ：いいですね。やっていただけるならこちらとしても助かります。

エミリア：じゃあ、逃げる真也に気づいて後ろから呼よび止とめる！　……逃げないで、真也！




　鋭い制止の声に、真也は思わず足を止めた。

　観念したように振り返り、三人と対峙する。




真也：……どうして、ここが分かったんだ？

エミリア：ピクシーだよ。

アイヴィ：彼があなたの居場所を教えてくれました。

真也：そっか……。あいつは今どうしてる？

ガブリエル：ＵＧＮの日本支部で待ってる……とだけ答えよう。

真也：何となく事情を察して黙り込む。

ＧＭ：場に降りる重い沈黙。そして、風に揺れる木々の音だけが鳴り響く。

真也：……みんな、帰れ。もう僕のことは放っておいてくれ……。

アイヴィ：その言葉に食って掛かります。……そんな。たったひとりでファントムセルと戦うつもりですか？　そんなの無茶です！

真也：無茶でもそうしなくちゃならないんだ。

アイヴィ：どうしてです!?

真也：これ以上巻き込みたくないし、理由は言えないんだよな……。黙ってうつむくよ。

ガブリエル：ならため息混じりに言うぜ。……だんまりか。何でそんなに俺たちを拒絶しようとするんだ。理由があるなら話してくれないか。

真也：顔を逸らしたまま答えない。

ガブリエル：やれやれ、まいったな。ガシガシと頭を搔く。

エミリア：……アイヴィとガブリエルを押しのけて、真也の前に出て行くよ。

ガブリエル：うおっ！

アイヴィ：どうしたんですか、エミリアさん？

エミリア：それには答えないでじっと真也を見つめて。……ねえ、真也。

真也：何だよ？　悪いけど説得なら聞くつもりは───。

エミリア：（遮るように）あたし、イタリアに帰るから！

真也：…………えっ？

一同：ええっ!?




　突然のエミリアの宣言に驚愕する一同。




アイヴィ：エ、エミリアさん、いきなり何を!?

エミリア：ふんって背を向けて歩き出すよ。

ガブリエル：こういうのも何だが……。おい、真也。いいのか、行っちまうぞ？

真也：い、いや、そんなこと言われても。呆然と見送るしか───。

エミリア：むーっ！　五歩歩いたところで振り返って叫ぶ。……何で止めないのよ！

真也：なっ、なななな……っ!?

アイヴィ＆ガブリエル：（ぽかんとエミリアと真也を見てる）

エミリア：友達がいなくなったら寂しいでしょう!?　こういう時は止めなさいよ！

真也：そんな、言ってることがメチャクチャだ！　……って、逃げてる方の僕が、こんなことになるのって変だろ！

エミリア：変なのは真也だよ！　なんであたしたちを拒絶するの？　あたしたちは仲間じゃなかったの!?




　堰が切れたように叫ぶエミリアに、真也は言葉を失った。

　だが、苦々しい表情で拳を握り、絞り出すように言葉をなんとか紡ぐ。




真也：仲間だからだよ……！

アイヴィ：仲間だから？　怪訝そうに首を傾げますよ。

ガブリエル：仲間だから一緒にいれないってのか。どういうことだ？

真也：苦虫を嚙み潰したような表情で黙り込む。

ガブリエル：まっすぐ真也を見つめて言おう。……今でも俺たちを仲間だと思ってるなら理由を教えてくれ。何も分からないままじゃ、諦めることすらできやしねえんだ。

真也：……分かったよ。




　マスターファントムとピクシーから聞いた話を、真也はみんなに説明した。

　自身に宿る他者のレネゲイドを吸収する古代種、生け贄として用意された仲間たち。

　そして、敵の最終目的───究極のレネゲイドの創造。




アイヴィ：……つまり、私たちは一緒にいたら、いつか殺し合うことになると？

真也：マスターファントムの、ピクシーの言葉を信じるならね……。

ガブリエル：なるほど……。そいつが本当なら確かに、一緒にいるのは危険だな。

エミリア：ショックを受けて、うつむきながら言うよ。じゃあ、あたしたち、もう一緒にいられないの？

真也：無言で頷く。

エミリア：…………嫌だ。

アイヴィ：えっ？

エミリア：あたしはそんなの絶対に嫌っ！　ぎゅっと拳を握りしめながら叫ぶよ。

真也：そんなこと言ったって、さっき話しただろ。一緒にいたら危険なんだよ。面食らいながら反論する。

エミリア：それでも嫌なの！　マークがいなくなって、ニーラムもいなくなって、ピクシーも……。

一同：…………。

エミリア：怖いんだよ。真也までいなくなったら、このまま誰も彼もがいなくなってしまいそうで……。

真也：エミリア……。

エミリア：……あたしが悪いの？　周りから大切な人が居いなくなっていくのは……あたしが〝死の導き手デスコンダクター〟なんて呼ばれる、対抗種だから……。

真也：それにははっきりと首を横に振る。違う、君が悪いなんてことない。エミリアには……みんなには感かん謝しやしてるんだ。みんなと会えなかったら、あのＸ島で僕はどうなってたかわからない。

アイヴィ：…………。

真也：亮りよう太ただって、学校の連中だって、故郷の街だってどうなったかわからなかった。

ガブリエル：…………。

真也：みんなのおかげで大切なものを守れたし、僕は今も生きてる。だからこそ───。




「僕はもう、みんなと一緒にはいられない」

　そう静かに告げて、真也は背を向ける。




真也：……そして、そのまま僕は走り出すよ。

エミリア：追いかけて手を伸ばす！　……行かないで、真也！

ＧＭ：だが、その瞬間あなたの脳裏に、かつて彼に触れて傷つけた時の記憶がよぎる。

エミリア：あっ、対抗種の……。それは反射的に手を引っ込めちゃう……。

ＧＭ：触れ合うかに見えた真也とエミリアの手。しかし、わずかな逡しゆん巡じゆんの間に距離は離はなれ、触れ合うことなく空を切ります。

真也：ぎゅっと唇くちびるを嚙かみ締しめながら。振ふり返かえらずに走り去る。

ＧＭ：夜の闇の中へと真也の姿が消えていく。

ガブリエル：俺は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような渋じゆう面めんを浮うかべて見送る。今はここが限界だろ。真也を説得できる材料がないしな。

エミリア：あたしは糸が切れたみたいにぺたんって座すわり込んじゃう。

アイヴィ：それを見て、慌あわててエミリアさんに駆かけ寄よります。




　再会と別れ。

　心は揺れたが、それでも真也はひとりでいることを選んだ。

　彼らが再び共に歩くときが来るのか……。

　今はまだ、分からない。







マーク　前巻『悲しきランナウェイ』でＰＣと対決したＸナンバーズ。Ｘ島の実験でジャーム化した少年。

亮太　前巻『悲しきランナウェイ』に登場した真也の親友。人懐っこい性格をしたスポーツ少年。











◆Middle 04◆何を為なすべきか


Scene Player ─── エミリア・ラウラ






　真しん也やが去り、取り残された三人。

　深い森の中で彼らは考える。

　どうすれば真也を助けることができるのかと。




ＧＭ：では次のシーンプレイヤーはエミリア。真也が去った直後のシーンになります。なので、真也以外は登場してください。

アイヴィ：わかりました。

エミリア：はぁ！（ダイスを振ふる）また侵しん蝕しよく率りつが９上がった！　もう77％だよ！

ＧＭ：９・７・５・９・７・５と来て、９。平へい均きん７以上とはなかなか豪ごう快かいな出目ですね。

エミリア：もう、しょんぼりだよ～。

アイヴィ：私は今日は非ひ常じように穏おだやかですね。まだ63％ですし。

ガブリエル：初期値じゃアイヴィのが高いはずなんだが……。エミリアは侵蝕率の出目が妙に走るんだよな。

ＧＭ：（妙に遠い目で）侵蝕率なんてものはガツンと上がるもんです。さて真也が去った後、三人が取り残されてるわけですが。

アイヴィ：行っちゃいましたね……。真也さんが立ち去った方を見つめてます。

エミリア：あたしはぷんぷん怒おこってる。……もう、あの分からず屋！

ガブリエル：そう怒るな。あいつなりに、俺たちのことを考えた結果なんだ。

アイヴィ：でも、だからってひとりで何でも抱え込むなんて……。水くさいですよ。

エミリア：そうだよ。あたしたち仲間なのにさ！

ガブリエル：そうだな。俺たちは仲間だ。だから、真也が戻ってこれる道を探そうぜ。お前らも、このまま放り出すつもりはないだろ？

エミリア：もちろん！

アイヴィ：当然です！

ガブリエル：その調子だ。それじゃあ、まずは情じよう報ほうを整理するか。




　三人で先ほどのシーンで真也から聞いた話を再さい確かく認にんしていく。

　今までの事じ件けんがすべて、真也を成長させるためのファントムセルの計画であったこと。

　計画が進行した場合、真也と他の三人は殺し合うことになる。

　だからこそ、真也は共に行動できないと去った。

　そして、マスターファントムの最終目的───究きゆう極きよくのレネゲイドの創そう造ぞう。




ガブリエル：……とまあ、こんなところか。

アイヴィ：究極のレネゲイドがいったい何なのか、気になりますね。

エミリア：そうだねえ。ＧＭ、調べられたりする？

ＧＭ：さすがにこんな山中では無理ですね。ファントムセルの情報の中でも最高機き密みつのものですから。

ガブリエル：まあ、そうだよなあ。となると、今は真也の状じよう況きようを改かい善ぜんするのが先決か。とはいえ、こっちもどうやって説得したものかって感じだが。

エミリア：だからって放っておけないよ。とりあえず、居い場ば所しよだけでも調べておかない？

アイヴィ：そうですね。どこにいるか分かっていれば、いざというときにすぐ動けるでしょうし。

ＧＭ：真也の居場所なら情報収しゆう集しゆうで調べられますよ。〈情報：ＵＧＮ〉か〈情報：ＦＨ〉で、目もく標ひよう値ちは７になります。

真也：情報収集ってこのチームだと誰だれが担たん当とうだったっけ？

アイヴィ：特別、得意な人はいないですね。

ＧＭ：強しいて言えば、《ベーシックリサーチ》を持ってるアイヴィ。

アイヴィ：でも、ガブリエルの方がそっち方面は活かつ躍やくしてるような（笑）。

ガブリエル：たまたま出目がよかっただけだがな（笑）。

アイヴィ：今回こそがんばりますよ（笑）。《ベーシックリサーチ》を使って、〈情報：ＵＧＮ〉で調べます。これで二回判はん定ていして好きな結果を選せん択たくできます。

エミリア：アイヴィ、がんばって！

アイヴィ：（こくりと頷うなずき）〈情報：ＵＧＮ〉でまず一回目……６。うーん、二回目……えっ、また６!?

エミリア：ありゃ。じゃあ、あたしも……うわっ、達成値４で失敗だ！

ガブリエル：おいおい、また俺が頑張んのか（笑）。

アイヴィ：ううっ、すみませーん！（笑）

ガブリエル：まあ、しょうがないさ。

真也：こればっかりは運だからなー。

ガブリエル：そうそう。……とはいえ、俺の能力値じゃ普通にやってもきついな……。なあ、ＧＭ。ちょっといいか？

ＧＭ：情報収集に変わる、いい方法を思いつきましたか？

ガブリエル：まあ、そんなところだ。普通の情報収集の代わりに、《タッピング》でファントムセルの通信を傍ぼう受じゆとかして、情報を手に入れられないかと思ってな。

ＧＭ：ふむ、なるほど。

ガブリエル：あいつら、真也を追ってるんだろ。なら、通信を調べられれば居場所も割わり出せそうな気がするんだが。どうだ？

ＧＭ：分かりました。ＯＫとしましょう。ただし、暗号化されている通信を強引に傍受するので目標値は上がりますよ。目標値９になります。

ガブリエル：それでもダイスの数が増える分マシだな。《タッピング》するぞ。ダイス４個こで……よしっ、クリティカルした！

エミリア：おおー。

ＧＭ：すごいな。本当にガブリエルって、逆境に強いですよね。

エミリア：情報収集でやばくなった時って、だいたいガブリエルが何とかしてくれてる（笑）。

ガブリエル：大人の意地ってやつさ（笑）。さて、達成値22で成功だ。体内に内ない蔵ぞうされた電波受信機を起動してファントムセルの通信を傍受する演出で頼む。

ＧＭ：了りよう解かい。では、通信の内ない容ようを調べることでガブリエルは、ファントムセルの追つい跡せき部隊の動きを正せい確かくに把は握あくすることができます。

ガブリエル：携けい帯たい画面に地図を表ひよう示じして、そこに敵てきの現げん在ざい位置を表示していく。

ＧＭ：ＯＫ。小さな画面の中に五十個ほどの光点が灯ともり動き出す。包ほう囲い網もうを形成する光点の動きから、真也のいる場所が推すい測そく可か能のうになりました。

エミリア：これで真也を追えるね。

ＧＭ：さらにもうひとつ。モニター上で動く光点を見ていると、追跡部隊の動きに違い和わ感かんを覚える。どうも部隊は二手に分かれて別方向に動いているようです。

アイヴィ：それって、私たちの方にも敵が来てるとかですか？

ＧＭ：いや、違ちがいます。一方は真也を追っているようですが、もう一方は明らかに真也ともみなさんとも関係ない方向に進んでいます。

エミリア：えっ、何のためにさ？

ガブリエル：……まあ、わざわざそうしてんだから何か意味があるんだろう。

エミリア：たとえば？

ガブリエル：たとえば……真也や俺おれたち以外に追う〝何か〟がそこにあるとかな。

アイヴィ：どうでしょう。少なくとも別の命令を受けて動いている部隊がいるのは間違いなさそうですけど……。

ＧＭ：悩なやんでますね。では、《タッピング》による傍受なので追加情報を出しますよ。別行動中の追跡部隊のロボット兵士が、カメラで捉えた映えい像ぞうデータが手に入ります。

エミリア：おお、すごい。一気に情報が入ってきたね！

ガブリエル：なんか《タッピング》が予想外に役立ってるな。取って良かった（笑）。それで映像データには何が映うつってるんだ？

ＧＭ：追跡部隊が追っている人物の姿すがたです。

アイヴィ：人物ってことは、やっぱり第三者がいるんですね。どんな人ですか？

ＧＭ：周囲の木々や夜の闇やみのせいで、はっきりとは見えない。ただ、かすかに見える姿や服ふく装そうから女じよ性せいであることはわかる。

エミリア：女の人？

ＧＭ：ええ、間違いありません。ファントムセルのロボット兵士はどうやら、その女性のことを追っているようです。

アイヴィ：……もう少し詳くわしくその人のことはわかりませんか？

ＧＭ：これ以上は映像から読み取るのは難むずかしいですね。詳しく調べるには現げん地ちに赴おもむいて、実じつ際さいに確かく認にんするしかありません。

ガブリエル：分かった。とりあえず取れる行動は増ふえたな。真也を追うか、この女性のことを確たしかめに行くか。

アイヴィ：女性が気になりますね。このタイミングでこの場所にいて、しかもファントムセルに追われてるとなれば、今回の件けんに関係があるかもしれませんし……。

エミリア：でも真也のことも放っておけないよ。

ガブリエル：ただ、現げん状じようだと真也を説得できないからな。女性が何者かは知らんが、何か情報を持ってる可か能のう性せいもある。今は少しでも情報が欲しいところだ。

エミリア：それは、そうなんだけど……。どうしよう？

一同：うーん……。




　今後の行動について頭を悩ませる三人。

　それぞれの意見を交えながら、相談は十分ほど続き───。




ＧＭ：さて、そろそろ次の行動は決まりましたか？

ガブリエル：おう、決まったぞ。

アイヴィ：私とガブリエルが、ファントムセルに追われてる女性を確認しに行きます。

エミリア：あたしは真也を追うよ。ファントムセルに狙ねらわれてるのに、やっぱり放っておけないもん！

ＧＭ：では、エミリア単たん独どくと、ガブリエル＆アイヴィ組に分かれて行動するということで。ある意味、いつも通りの組分けですね。

アイヴィ：ああ、そういえば。私とガブリエル、エミリアと真也ですものね。

ガブリエル：とりあえず、分かれる前にエミリアに言っておく。……無茶はするなよ。何かあったら連れん絡らくしろ。すぐにそっちに向かうからな。

エミリア：ごめんね、一いつ緒しよに行けなくて。

アイヴィ：謝あやまらないでください。真也さんが心配なのは、私たちも一緒ですから。

ガブリエル：だな。真也のことよろしく頼たのむぜ。

エミリア：うん。じゃあ……行ってきます！　くるっと背せを向けて、真也のいる方角へ走り出すよ。

アイヴィ：エミリアさんを見送った後、こちらも移動しますよ。（ガブリエルへ）じゃあ、私たちも行きましょう。

ガブリエル：おう、急ぐとしようか。アイヴィを肩かたに乗せて走り出す。

ＧＭ：では、それぞれの目的に向かって移い動どうを開始したところで、シーンを切ります。







◆Middle 05◆亡ぼう霊れいのもとへ


Scene Player ─── 諏訪原真也






　仲間と別れた真也は、再ふたたび孤こ独どくな戦いに身を投じていた。

　すべての元げん凶きようであるマスターファントムを捜さがし、ひとり山中をさまよう。

　そんな彼を待ち受けていたのは……。




ＧＭ：他の三人が相談しているその頃ころ。次は場面が真也の方へ移うつりますよ。他の人は登場不ふ可かになります。

エミリア：りょーかい。

ＧＭ：三人のもとを去った後、山中をひとりでさまよう真也。これからどうするかを決める必要があります。

真也：もちろんマスターファントムを捜すさ。わざわざ姿を現あらわしたんだし、まだこの山の中にいるんだろ？

ＧＭ：ええ、います。マスターファントムの居場所を調べるならば、目標値９で〈追つい跡せき〉判定をしてください

真也：〈追跡〉か。情報収集するよりはダイスを振ふれるな。侵蝕率ボーナスも入れてダイス４個。技ぎ能のうはないけど……よしっ、10が出た。クリティカルして達成値19で成功だ。

ガブリエル：やるじゃないか真也。

アイヴィ：三日間のサバイバル生活で感覚が鋭するどくなったんですね、きっと（笑）。

ＧＭ：なるほど。微び妙みように野性に目覚めたと。

真也：いや、目覚めてないから（笑）。で、マスターファントムはどこにいるんだ？

ＧＭ：では、険けわしい山を歩いていると、真也は身体からだの内側に湧わき上あがる、ざわざわとした感覚に気づく。

真也：おっ？

ＧＭ：レネゲイドの共鳴とでも言いましょうか。何となくですが、あなたにはマスターファントムの居場所を感じ取ることができるんです。

真也：戸と惑まどいながらも、その感覚を頼たよりに移い動どうしよう。……こっちにいるのか？

ＧＭ：進めば進むほど、胸むねの中のざわつきは大きくなっていく。だが、あと一歩というところで前方に一体のロボット兵士の姿を発見します。先ほど襲撃を仕掛けてきた新型ですね。

真也：慌あわてて近くの木とかに隠かくれて、ちらっと様子をうかがう。こっちに気づいてる？

ＧＭ：いえ、まだ気づいてはいません。マニュピレーターの先せん端たんに氷ひよう剣けんを展てん開かいして周囲を警けい戒かいしている。

ガブリエル：下手に動けば見つかるか。

真也：厄介だな……。見つかったら戦せん闘とうだよね？

ＧＭ：もちろん。ただし、目標値８の〈隠おん密みつ〉判定に成功すれば、気づかれることなく突とつ破ぱすることは可能です。

真也：〈隠密〉……【感覚】は低いんだよなぁ。

エミリア：だけどここで戦闘すると侵蝕率的に厳きびしくないかな。

真也：そうなんだよ。……ＧＭ、ちょっと確かく認にんしたいんだけど、ロボット兵士の数は一体、まだこっちに気づいてないんだよな？

ＧＭ：ええ、そうです。だから〈隠密〉で判定を───。

真也：……ここは先手必勝で行くか。

ＧＭ：えっ？

真也：ＧＭ、ひとつ提案がある。

ＧＭ：はい、なんですか？

真也：ロボット兵士から隠れるんじゃなくて、不意を打って破壊したいんだけどいいか？　下手に隠れるより、仕し留とめる方が確実だ。

ＧＭ：ぶっ!?　なんつー、アグレッシブな方法を！（笑）

真也：敵の方が行動が速いし、この方法の方が消しよう耗もうを抑おさえられそうなんだよ（笑）。

ＧＭ：むむむっ、確たしかに現状は不意を打てるシチュエーションか……。わかりました、一回だけ攻こう撃げきをして構かまいません。ただし、倒たおせなかったら、問答無用で戦闘ですからね。

真也：ＯＫ。一気に殴り倒して、マスターファントムのところに行かせてもらう！




　真也が木の陰かげから飛び出した。

　唸うなりを上げる漆しつ黒こくの拳こぶしが、ロボット兵士の顔面を捉える。




　ロボット兵士は木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいされた。




ＧＭ：さすがに装そう甲こう値ち無む視しの攻撃は耐たえきれなかったか……。真也の一撃が炸さく裂れつして、ロボット兵士が動かぬガラクタと化して倒れる。とほほ。

真也：よし。それじゃあ、他のロボット兵士が来る前にさっさと先に進もう。

ＧＭ：了りよう解かい。では、真也が周囲を警戒しながら、さらに歩を進めたところで、一度シーンを切りましょう。







◆Middle 06◆追われる者


Scene Player ─── ガブリエル・ガルシア






　夜の闇やみに包まれた森の中を、ガブリエルは走っていた。

　アイヴィを肩かたに担かつぎ、ファントムセルに追われている女じよ性せいのもとへと急ぐ。

　彼女が何者なのか、見極めるために。




　精神を研ぎ澄まし、ガブリエルは走る速度をさらに上げる。




ＧＭ：場面は変わって、ファントムセルに追われる女性のもとへ向かった、ガブリエル＆アイヴィ組のシーンになります。

アイヴィ：はい、登場します。……侵しん蝕しよく率りつが９上がって、74％ですね。

ガブリエル：うーむ、こっちは早くも90％なんだが（笑）。

ＧＭ：もうそんなにいってるのか！（笑）

ガブリエル：戦闘もあったけど、今日は妙みように上がりが早くてな。まあ、何とかなるだろ。それより、ファントムセルに追われてる女性ってのは見つかったのか？

ＧＭ：今まさに捜しているところであり、ちょうど鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる森の向こう側から、銃じゆう声せいが聞こえてきたところだと思ってください。

アイヴィ：音が聞こえるってことは、だいぶ近いみたいですね。

ＧＭ：ちなみに軍隊経けい験けんのあるガブリエルにはわかりますが、銃声はロボット兵士のものとは違ちがう小型拳けん銃じゆうのものです。

ガブリエル：交戦中ってわけか。女性ってのが何者かは分からないが、ファントムセルと敵てき対たいしてるのは間違いなさそうだな。よし、アイヴィを肩に担いだまま先を急ぐぞ。

ＧＭ：了解。走る速度を上げて銃声のした方へ進むと、目の前に切り立つ崖がけが出しゆつ現げんします。そして、その上には───。




　高さ十数メートルほどの崖の上には、ロボット兵士に包囲された女性の姿があった。

　退路を失い、敵に囲まれた女性が追い詰められていく。




ＧＭ：女性を囲むロボット兵士の数は四体。追い詰められた女性は、手にした小型拳銃を発はつ砲ぽうしていますが、弾だん丸がんは敵の装そう甲こうに弾はじかれてしまっている。

エミリア：かなりやばいじゃん！

アイヴィ：早く助けないと……。ガブリエル、急ぎましょう！

ＧＭ：ちなみに女性を助けるには、ロボット兵士をすべて倒す必要がある。敵は先ほど戦った新型ロボット兵士が四体。

真也：それ結けつ構こうきついな。

アイヴィ：でも、だからといって放置はできませんよ。（ガブリエルへ）このままじゃ、あの人が危き険けんです。助けに行かないと！

ガブリエル：んー、そうだな……。

アイヴィ：どうかしましたか？

ガブリエル：いや、ちょっと考え事をな……。ＧＭ、戦せん闘とうをせずに女性を助けられそうな方法を思いついたんだが、可能かどうか判はん断だんしてもらえないか。

ＧＭ：むむ、先ほどといい、今日はみんな思考が冴さえてるみたいですね（笑）。ちなみに、どんな方法ですか？

ガブリエル：追われてる奴やつは崖の上にいるんだよな。なら、《イオノクラフト》で崖の下から飛んで行って、かっさらえないか？

ＧＭ：な、なるほど！

ガブリエル：これなら俺おれの侵蝕率が２点上がるだけで済すむし、アイヴィも力を温おん存ぞんできるんだが……どうだ？

ＧＭ：（しばし黙もつ考こうし）確かにできそうだ。それでＯＫにしましょう！

ガブリエル：助かるぜ。

ＧＭ：ただし、無事に女性を崖の上から助け出すための判定はしてもらいます。〈運動〉判定で目標値は７。

ガブリエル：分かった。じゃあ、早速《イオノクラフト》を使うぞ。脚きやく部ぶのジェットエンジンを展てん開かい、飛行状じよう態たいになって女の背はい後ごへ一気に飛び上がる！

アイヴィ：振ふり落とされないように、ぎゅっとガブリエルにつかまります。

ＧＭ：突とつ如じよ、夜の山中に響ひびき渡わたる轟ごう音おん。そして次の瞬しゆん間かん、ガブリエルはアイヴィを抱かかえたまま空へ舞まい上がり、瞬またたく間に崖の上へと躍おどり出る。では、判定をお願いします！

ガブリエル：おうよ。（ダイスを振る）よし、達成値７でギリギリだが成功だ。

ＧＭ：お見事！　では、ガブリエルは女性の背後一メートルの位置に飛び出す。女性がちょっと勇気を出して飛べば、簡単に受け止められるベストポジションですね。

エミリア：おおー、やった！

ＧＭ：一気に開けた視し界かいの先には、乱らん入にゆう者に驚おどろく女性の姿。黒くろ髪かみ黒目、髪をショートにまとめた穏おん和わそうな女性です。ただ、追い詰められている現在、その表ひよう情じようはひどく緊きん迫ぱくしている。

ガブリエル：手を差し伸のべながら叫さけぶ。……こっちに飛べ！

ＧＭ：黒髪の女性が目を見開きながら、アイヴィを見て、ガブリエルを見たところ驚おどろきの声を上げる。「あなたは……ガブリエルっ!?」

アイヴィ：えっ？　この人、ガブリエルのことを知ってる？

ガブリエル：……ちなみに俺はそいつに見覚えがあったりするか？

ＧＭ：いいえ、初めて見る顔です。

ガブリエル：むう、気にはなるが……。とりあえず、今はここから逃にげるのが先だ。もう一度手を伸ばしながら叫ぶ。……急げ、蜂の巣にされたいのか！




　ガブリエルの叫び声に女性が反応した。

　崖の高さに一瞬躊躇するも、意を決して跳躍。

　そして、ガブリエルがその身体をしっかりと受け止める。




ガブリエル：キャッチしたところで一気にバックだ。……しっかりとつかまってろ！

ＧＭ：瞬く間に姿が小さくなっていくガブリエルたちに、ロボット兵士が崖の上から衝しよう撃げき波はを飛ばしてくるが、離れていくガブリエルたちには当たらない。

ガブリエル：よし、そのまま森の中に飛び込むぞ。

ＧＭ：了解です。森の木々がみなさんの姿を隠し、ロボット兵士からの攻撃がやみます。

アイヴィ：このまま距離を取りましょう。敵が追いかけてくる可能性もありますしね。

ガブリエル：おう、話は安全なところに着いてから、ゆっくりさせてもらおう。

アイヴィ：そうしましょう。

ＧＭ：では、森の中を女性とアイヴィを抱かかえたまま、ガブリエルが飛び去っていったところでシーンを終しゆう了りようします。





＊　　　＊　　　＊






アイヴィ：無事に救出できてよかったですね。

ガブリエル：おう。けど、なんであの女性は俺のことを知ってたんだ？

エミリア：昔会ってた……っていうわけじゃなさそうだけど。

ガブリエル：見覚えは無いらしいからな。昔の知り合いってのはないだろ。

ＧＭ：そこについては、彼女から実じつ際さいに話を聞けばわかりますよ。

アイヴィ：なるほど。

ＧＭ：というわけで、次のシーンに行きましょう。







◆Middle 07◆亡ぼう霊れい再ふたたび


Scene Player ─── 諏訪原真也






　暗くら闇やみに包まれた山中を真也はひとり歩き続ける。

　ざわつく鼓こ動どうを頼たよりに、マスターファントムの姿すがたを捜さがし求めて。




ＧＭ：場面は真也側へ。マスターファントムのもとへ向かっているところからで、エミリアのみ登場可か能のうとなります。

エミリア：ん、頃ころ合あいを見て登場するよ。

ＧＭ：わかりました。ロボット兵士の警けい戒かい網もうを突とつ破ぱした真也がさらに先に進むと、夜の闇に包まれた森の中、ひとりたたずむマスターファントムの姿を見つける。

真也：睨にらみつけて、目の前に飛び出すぞ。……見つけたぞ、マスターファントム！

ＧＭ：姿を現あらわした真也に、マスターファントムは軽く感かん嘆たんする。「包ほう囲い網もうを突破してここまで来たか。またひとつ成長したようだな」

真也：その言葉を遮さえぎって叫さけぶ。……あんたには訊ききたいことがある。今度は逃がさない。僕の質問に答えてもらうぞ！

ＧＭ：「ふむ……。よかろう、ここまで来た褒ほう美びだ。言ってみろ」彼は鷹おう揚ように告げる。

真也：まずはピクシーについてだ。彼をどうした？

ＧＭ：その質しつ問もんに、マスターファントムがぴくりと反はん応のうする。

真也：あいつは自分がファントムセルのスパイだと言った。それは本当なのか？

ＧＭ：では、真也がずばり訊くと、彼の表ひよう情じようが不ふ快かいそうに歪ゆがむ。

アイヴィ：……珍めずらしいですね。

エミリア：いつも自信満々なイメージだったのに。

ＧＭ：彼にとっては予定外のトラブルが続いてますから、不ふ機き嫌げんにもなろうというものです。「そのことをお前が知っているということは、ピクシーは裏うら切ぎったか。反応が消えたと報ほう告こくは受けていたが、自じ壊かいプログラムが発動しては無事でいるはずもない」

真也：ピクシーの言ってたことは本当なんだな。

ＧＭ：「ああ、そうだ。０６はＸナンバーズ計画の歯車のひとつとして生み出したもの。すべてを計画通りに進めるための監かん視し役やくとしてな」

アイヴィ：…………。

ＧＭ：「だが、まさかＥＸレネゲイドとはいえ、たかがプログラムが私の意い志しを逸いつ脱だつし、反はん逆ぎやくしたのは予想外だった」

真也：ギリッと歯は嚙がみしながら、もうひとつ訊く。……お前の本当の狙ねらいは、僕ぼくにエミリアたちを殺させることなのか？

ＧＭ：「……ピクシーから聞いたか」

真也：そうだ。

ＧＭ：「知られてしまったのならば、もはや隠かくしても仕方あるまい。０９、お前の言う通りだ。だからこそ、私はお前の周囲に０２、０５、０８を配し、衝しよう動どうを増ぞう幅ふくして理り性せいを奪うばい取るための処しよ置ちを施ほどこした」

ガブリエル：衝動を増幅する処置ってのは、衝動発生スイッチのことだな。

ＧＭ：その通り。

真也：マスターファントムを睨みつけて言う。……残念だったな。僕はもうあいつらのところへは帰らない。あんたの思い通りになんかならない！

ＧＭ：「ふっ、お前ひとりで何を為なせるというのだ？　お前では私に勝てない。抗あらがったところで苦しみが増ふえるだけだぞ」

真也：言っただろ、あんたの思い通りにはさせないって。あんたはここで倒たおす。そして、父さんと母さんの情じよう報ほうを手に入れさせてもらう！　右みぎ腕うでを変形させて構かまえるぞ。

ＧＭ：するとマスターファントムはその口から吐と息いきをもらして。「あくまで抗うか……。ならば私も少し考えを改めねばなるまい」

真也：むっ、何かするつもりか？

ＧＭ：「お前があの三人と共に行動しないのであれば、あれらは用よう済ずみだ。ならば……生かしておく必要も無かろう？」冷笑を浮うかべ、強きよう烈れつな殺気を放つマスターファントム。

真也：うおっ、いきなりそうくるのか!?

ＧＭ：「まずは０２からだ。次に０５、そして最後に０８を。お前が守りたいすべてを壊こわそう。そうすれば、お前も少しは大人しくなるだろうからな」

真也：させるかよ！　叫んで間かん髪はつ入いれず突とつ撃げきする！

ＧＭ：「愚おろか者ものが……！」ギラリと金色の瞳ひとみを輝かがやかせ、マスターファントムもまた右腕を変形させて───。

エミリア：待った、そこで登場だよ！




「真也っ！」

　真也とマスターファントムが激げき突とつする直前、響ひびき渡わたった少女の声。

　ふたりの動きが止まり、視し線せんが声の主───エミリアへと集まる。




エミリア：真也が戦ってるのを見て、慌あわてて駆かけ寄よろうとする。

真也：来るな、こいつがマスターファントムだ！　叫んで、エミリアとマスターファントムの間に立つ！

エミリア：びっくりして思わず足を止めるよ。……こ、こいつが!?

ＧＭ：エミリアを守るように立つ真也を、マスターファントムは満足そうに見つめます。「そうだ、それでいい」右腕の変形を解ときながら満足そうにつぶやく。

真也：（悔くやしそうに）くっ！

ＧＭ：「決して離はなれぬことだ。もし、再びお前が離れたその時は……」脅きよう迫はくじみた言葉を残して、彼は哄こう笑しようしながら《ワームホール》で退たい場じようする。

真也：……ダメだ、動けない。じっとマスターファントムが去るのを見ている。

ＧＭ：では、完全にマスターファントムの姿は消え去る。彼の哄笑が山やま間あいに木霊こだまするが、それもやがて消えて、後には真也とエミリアだけが取り残されます。

真也：ちくしょう……っ！　ギリッと拳こぶしを握にぎりしめて立ちつくす。

エミリア：悔しそうにしてる真也の後うしろ姿すがたを見て、声をかけたくて手を伸のばすんだけど、伸ばしきれずに空中をさまよわせるよ。

真也：エミリアの方を振ふり向むいて言う。……どうして来たんだ？

エミリア：（ぽつりと）……後こう悔かいしたくなかったの。

真也：えっ？

エミリア：マークの時も、ニーラムの時も、もうダメだってあきらめて失ったんだよ。今度はあきらめたくなかった。これ以上大切な人を失って後悔したくなかったの！

真也：エミリア……。もう何も言えなくなって黙だまり込こむ。

エミリア：あたしもこれ以上どうすればいいのかわからなくて口を閉とざしちゃうかな。

真也＆エミリア：…………。




　言葉が途切れ、痛いほどの沈黙がふたりを包み込む。




真也：沈ちん黙もくに耐たえかねて言う。……マスターファントムが言ってた。僕が一いつ緒しよに行動しないのなら、みんなをひとりずつ殺すって。

エミリア：……っ！

真也：みんなを巻まき込こみたくなかったのに。もう、僕は……どうしていいのか……！




　ひどく弱々しく言葉を紡つむぐ真也。

　今にも崩くずれ落ちそうな彼を、エミリアがそっと支ささえる。




エミリア：じゃあ、一緒に戦おう。

真也：エミリア……。

エミリア：Ｘ島から脱だつ出しゆつする時、みんなで一緒に自分たちの帰るべき場所に帰ろうって約束したじゃない。大だい丈じよう夫ぶ。あたしは死なない。アイヴィもガブリエルも、死んだりしないから。

真也：でも、僕と一緒にいたら、本当にみんな戻もどれなくなるかもしれない……。




　震える声で告げる真也。

　それに対して、エミリアは穏やかに微笑んで見せる。




エミリア：ひとりだけ帰ってもうれしくないんだよ。みんなが幸せになりたいんだよ。みんなで幸せになりたいんだよ！

真也：みんなで……。

エミリア：真也がいなくなってからすごく寂さびしかった。もう離れ離れは嫌いやだよ？

真也：その言葉を聞いて、さっと目をそらして肩かたを震ふるわせる。

エミリア：おずおずと隣となりに寄よってみるけど。

真也：じゃあ、震える声で半分泣きながら一言。……ありがとう。

エミリア：それはこっちのセリフだよ。




　お互たがいに顔を見合わせ、笑えみを交かわす。

　まだ進むべき道は暗いけど───。




　少しだけ、希望の光が見えた気がした。
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＊　　　＊　　　＊






エミリア：（素に戻って）ふう、今のシーン大丈夫でしたか？　あたし、変なところなかったですよね？（オロオロ）

ＧＭ：そんな心配しなくても（笑）。むしろ予想以上にすごかった。

ガブリエル：（同じく）うん、第一話の時の識しき別べつ番号ネタの時も思ったけど、やっぱり藤ふじ澤さわさんうまいわー。

アイヴィ：これは真也さんの心にもかなり響ひびいたのでは？

真也：うん、かなりガツンと来た。なので、エミリアにロイスを結ぶよ。ポジティブは〝幸福感〟、ネガティブは〝恐きよう怖ふ〟で。

エミリア：やったーっ！　じゃあ、あたしも真也への感かん情じようをネガティブからポジティブに変えるね（笑）。

ＧＭ：いいですね。

アイヴィ：次は私たちがロイスを結んでもらえるようにがんばる番ですね、ガブリエル。

ガブリエル：ああ、いっちょ気合い入れていくか。

ＧＭ：では次のシーンに参りましょう。







◆Middle 08◆逃とう亡ぼう者しやの正体


Scene Player ─── ガブリエル・ガルシア






　ファントムセルの追つい跡せきを受けていた女じよ性せいを、無事に保ほ護ごしたガブリエル。

　だが、彼の脳のう裏りには、彼女に対するひとつの疑ぎ念ねんが渦うず巻まいていた。

　───なぜ、彼女は俺おれのことを知っていたんだ。




ＧＭ：アイヴィ＆ガブリエル組に話を戻もどしましょう。ファントムセルに追われていた女性を助けた後、追っ手が来ないように場所を変えたところだと思ってください。

アイヴィ：はーい。

ガブリエル：とりあえず、追っ手は撒まけたんだな？

ＧＭ：はい。ここにいるのはアイヴィとガブリエル、あとは助けた女性だけです。

ガブリエル：なら、まず確かく認にんするぞ。……おい、あんたは何者なんだ。どうして俺のことを知ってる？

ＧＭ：すると女性はこう言う。「そう……知らないのも無理はないですね。私はあなたの担たん当とうじゃありませんでしたから……」

アイヴィ：担当？　それって……。

ガブリエル：もしかして、こいつＸ島の関係者か？

ＧＭ：「なつかしい名前ですね。確たしかに私は十八年前まで、Ｘ島に所しよ属ぞくする研究者のひとりでした」

ガブリエル：ちなみに名前を聞いてもいいか？

ＧＭ：「私は───」と言ったところで。真也、あなたの母親の名前を教えてもらえますか。

真也：うおっ、もしかしてと思ったけど、そうなのか。えーっと、じゃあ友とも恵えで……。

ＧＭ：「私は諏訪原友恵と言います」

エミリア：おお、真也ママだ！

アイヴィ：お父さんだけでなく、お母さんもＸ島関係者だったんですね。

ＧＭ：ええ。彼女は生物学者で十八年前、Ｘ島に誘ゆう拐かいされて研究を強要されていました。

ガブリエル：てことは、Ｘナンバーズの第一世代の研究をしてたんだな。それで俺のことを知ってたわけだ。

ＧＭ：「ええ、私の担当は昌まさ喜きさんでしたから、あなたの開発に関わってはいませんでしたけど、報ほう告こく書しよで何度か見たことがありましたから……」あまり思い出したくない過か去こだと、憂うれいを帯びた表情で友恵は言う。

ガブリエル：まあ、Ｘ島の記き憶おくなんざ、大たい抵ていはろくでもないものだからな。

アイヴィ：まさかとは思いますけど、アマガと仲がよかったりとかは……。

ＧＭ：しません（笑）。むしろ、アマガの愛に辟へき易えきしてた側ですね。

アイヴィ：ほっ、よかったです（笑）。

ガブリエル：友恵さんよ、とりあえずひとつ確認したいんだが。

ＧＭ：「はい、何でしょうか？」

ガブリエル：あんたと諏訪原昌喜は、今までどうしていたんだ？

アイヴィ：あっ、それ私も気になります。

ＧＭ：では、友恵は、「昌喜さんと一緒に、息子むすこを……真也を助けるために活動していました」と言って、ここに来るまでの経けい緯いについて話してくれます。

ガブリエル：ふむ。

ＧＭ：諏訪原夫ふう婦ふは、真也が誘拐された直後にファントムセルの襲しゆう撃げきを受けたため、身を隠かくしていました。

アイヴィ：じゃあ、ベルトルトは無人の家燃もやしてたんですか。

ＧＭ：ええ、あれはブラフです。

エミリア：そりゃ死体が出ないわけだよ。最初からいなかったんだもん。

ＧＭ：真也のことは助けたかったんですが、敵てきの追つい跡せきが厳きびしく、自分たちの身を守るので精せい一いつ杯ぱいだったため、今まで接せつ触しよくすることができずにいたわけです。

ガブリエル：なるほどな。とりあえず、そこまで確認できればＯＫだ。……よし、詳くわしい話は後で聞かせてもらう。今は一いつ刻こくも早く真也のところへ向かおう。

ＧＭ：すると友恵は驚おどろいて、「ガブリエル……あなた、真也の居い場ば所しよを知っているんですか？」

ガブリエル：俺の仲間が今、真也のところに向かってるはずだ。アイヴィ、連れん絡らくを取ってくれ。

アイヴィ：わかりました。じゃあ、携けい帯たいを取り出して連絡しますよ。

ＧＭ：では、アイヴィがエミリアに連絡を取ろうとしたところで、シーン終了です。





＊　　　＊　　　＊






エミリア：ついに出てきたね、真也ママ！

真也：父さんじゃなくて、母さんの方が来たのはちょっと予想外だったな。

アイヴィ：何か新しい情報を持ってるといいんですけど……。

ガブリエル：合流してから、じっくり話を聞かせてもらおうぜ。

エミリア：うん！

ＧＭ：では、全員合流するということで、次のシーンに行きましょう。







◆Middle 09◆希望の光


Scene Player ─── エミリア・ラウラ






　エミリアは何とも落ち着かない気持ちで、隣となりに立つ真也のことを見ていた。

　一度離はなれたお互たがいの距きよ離りだけど、今は少し縮ちぢまったように思う。

　このまま真也が戻ってきてくれるといいのだが……。




ＧＭ：では、次のシーン。ガブリエル＆アイヴィ組からの連絡を受け、真也とエミリアはふたりが来るのを待っているところだと思ってください。

真也：なら、ちょっとそわそわしながらふたりが来るのを待ってる。

エミリア：じゃあ、あたしもそわそわしてるかな（笑）。

真也：…………。

エミリア：…………。

ＧＭ：えー、何やら異様な緊張感がふたりの間に漂い始めてるわけですが（笑）。

エミリア：うー、間が保たないよ～。ふたりとも早く来て～（笑）。

ガブリエル：なら、そこに登場だ。友恵さんを連れて合流するぜ。

アイヴィ：あたしも一緒に出ますよ。

ＧＭ：ではそうすると、真也の姿に気づいた友恵が飛び出し、真也に駆かけ寄よる。

真也：か、母さん!?

ＧＭ：驚おどろく真也をぎゅっと抱だきしめ友恵は涙なみだを流す。「よかった無事で。ごめんね、今まで助けに行くことができなくて……」

真也：会えて嬉うれしいけど、それ以上に驚くよ。……母さん、どうしてここに？

ＧＭ：「昌喜さんがあなたの居場所を調べてくれたの」と、友恵は言う。

真也：父さんが？

ＧＭ：ええ。昌喜がファントムセルの基き地ちのひとつを襲撃して、情報を奪うばってきました。

ガブリエル：おいおい、ひとりでファントムセルの基地を襲撃したってのかよ……。

エミリア：真也のお父さん、どれだけ強いのさ（笑）。

ＧＭ：非ひオーヴァードの友恵を連れて、Ｘ島を脱だつ出しゆつする力量の持ち主ですからね。それなりの戦せん闘とう能のう力りよくはあります。

アイヴィ：そう言われると、納なつ得とくではありますけど。

真也：そういえば父さんは来てるのか？　父さんが僕の居場所をつかんだんなら、一緒にきてると思うんだけど？

ＧＭ：「昌喜さんはたぶん、こっちに向かってる途と中ちゆうだと思うわ」どうやら、友恵は昌喜が襲撃から帰き還かんするのを待たずに、先にひとりで来てしまったらしい。

一同：おいおい（笑）。

ガブリエル：それでファントムセルに襲おそわれても、ひとりで対たい処しよする羽目になってたのか。俺たちが助けに入れたからよかったようなものの……。

アイヴィ：なかなか行動力のあるお母さんですね（笑）。

真也：まあ、無事みたいだしよかったよ。

ガブリエル：一安心できたところで、そろそろ本題に入ろう。友恵さんに訊くぞ。……あんたの知ってることを話してくれないか。俺たちは真也を助けたいんだ。もし、あんたが何かを知っているなら、俺たちにも教えて欲ほしい。

ＧＭ：「……分かりました。あなた方がＸナンバーズ計画に関かかわる人たちである以上、話しておいた方がいいでしょうから」ガブリエルの問いかけに、友恵は神しん妙みような表情で話し始める。「すべては十八年前に始まったのです」




「十八年前に立ち上げられたＸナンバーズ計画。

　秘ひ匿とくされ多くの謎なぞに包まれていたレネゲイドウィルスを解明・研究するために、Ｘ島が作られると同時に、才さい能のう豊ゆたかな生物学者や遺い伝でん子し学がく者しやなどが集められ、計画は始まりました」




ＧＭ：ちなみに研究者の中には誘拐され、強ごう引いんに協力させられていた者も多くいました。

ガブリエル：あれだろ、世界平和のためとか騙だまされてた奴やつもいたんじゃないか。

ＧＭ：そういう研究者もいたでしょうね。そして、友恵は誘拐され強きよう制せい的に研究に従じゆう事じさせられていたひとりになります。

アイヴィ：望んで研究に参加してたわけじゃないんですね。

ＧＭ：友恵はこくりと頷うなずき、話を続ける。




「レネゲイドを研究し、強力なオーヴァードを生み出す研究がされる中、私が担たん当とうさせられたのは、マスターファントムと呼よばれる人物の体たい細さい胞ぼうを元にしたクローンの創そう造ぞうでした」




アイヴィ：クローンの研究？

ＧＭ：「はい……。そのクローンこそ、Ｘ島で初めて完成した実用段だん階かいのオーヴァード。〝Ｘ０１〟の識別番号を与あたえられた最初のＸナンバーズ」彼女は悲しげに告げる。

真也：父さんが……マスターファントムのクローン？

ＧＭ：第一巻かんで諏訪原昌喜が本来は存そん在ざいしない人間だというのは、話しましたよね。

エミリア：そっか……。戸こ籍せきを抹まつ消しようされたとかじゃなくて、クローンだからそういうのが最初からなかったんだ。

ＧＭ：そういうことです。諏訪原という名字も本来は友恵のもので、昌喜という名前と一緒に彼女が与えたものです。

ガブリエル：なるほど。話を続けてくれ。

ＧＭ：分かりました。友恵は記憶を思い返すように、一度大きく呼吸してから再び語り出す。




「計画は順調に進んでいました。

　Ｘ０１───昌喜さんの完成後、続いて〝Ｘ０２〟〝Ｘ０３〟が完成。

　ですが、その直後、問題が起こりました。

　成長した昌喜さんが自じ我がを持ち、人にん間げん性せいに目覚めたんです」




アイヴィ：それでファントムセルと袂たもとを分かった？

ＧＭ：その通り。昌喜はファントムセルに反発して、友恵もそれに共感。ふたりはＸ島を脱出したわけです。その後、ふたりは各地を転々として、暮くれ林ばやし市しにたどり着きました。そして、そこに根を下ろして、ようやく生活が落ち着いた時に───。

ガブリエル：真也が生まれたわけか。ただ、その陰かげではファントムセルの監かん視しは続いていて、真也が成長したところでさらわれた。そして、現げん在ざいに至いたると。

ＧＭ：友恵がこくりと頷く。

真也：……ちなみに母さんは僕が古代種を持っているって知ってたのか？

ＧＭ：知っていて、その上で隠かくしていました。彼女は真也に頭を下げて謝あやまる。「ごめんなさい、真也。ずっと黙だまっていて」

真也：そっか、知ってたのか。ちょっとショックだけど、仕方ないか。そんなこと教えるわけにもいかないもんな。

ＧＭ：「あなたが古代種を身体に宿しているとわかった時、何故なぜと私も昌喜さんも嘆なげいたわ」そして、友恵はそれからひとつの研究を始めることになります。

アイヴィ：研究……ですか？

ＧＭ：ええ。真也を古代種ではなくするための研究です。ルール的にいうなら、古代種のＤロイスを昇しよう華かする方法の確かく立りつですね。

エミリア：えっ!?

真也：それはちょっと話を遮さえぎって、勢いきおい込こんで訊くよ。……もし、僕から古代種の力がなくなれば、僕はみんなを殺すようなことはなくなる？

ＧＭ：友恵はこくりと頷うなずく。古代種じゃなくなれば、自然とレネゲイドを吸きゆう収しゆうする能力も失います。そうなってしまえば、真也はマスターファントムの計画にとってのキーパーソンではなくなりますから。

一同：おおっ！

ＧＭ：ただし！

エミリア：た、ただし？

ＧＭ：この研究は未いまだに未完成なんです。

アイヴィ：未完成……。

ＧＭ：真也が生まれてから十七年間研究してなお、古代種を完全に変へん異いさせられるための条じよう件けんを満たせていない。

ガブリエル：施し設せつも金もないだろうしなあ。

真也：うう……やっぱりダメなのか。

ＧＭ：いや、諦あきらめるのは早い。子を想おもう親の愛が為せる業わざでしょうか。友恵の研究はかなり進んでいるんです。理り論ろん的てきには完成に近い。あとひとつ、古代種に負けない強力な因いん子しさえ発見できれば研究は完成する。

アイヴィ：強力な因子というのは？

ＧＭ：古代種自体が強力なレネゲイドなので、普ふ通つうのレネゲイドでそれを上書きしようとしても弾はじかれてしまう。古代種に負けない要よう素そがひとつ必要なんです。

エミリア：ふむふむ。

ＧＭ：友恵は古代種を変異させる理り論ろんを構こう築ちくしてから、長い間その強力な因子を探さがしてきました。しかしそれは未だに見つかってない。

アイヴィ：じゃあ、その強力な因子っていうのが見つかれば、真也さんの古代種を何とかできるんですか？

ＧＭ：「少なくとも真也を古代種でなくすることはできます」データ的にはＤロイスを昇華する条件を満たし、古代種を消すことができるようになるという意味ですね。

ガブリエル：ふーむ。強力な因子か……。

真也：ちょっと雲をつかむような話だな。

エミリア：うーん…………。




　悩む一同。




アイヴィ：……強力な因子＝古代種に負けない要素ってことですよね？

ＧＭ：はい、その通りです。

アイヴィ：……一いち応おう、心当たりがないわけでもない……ような。

真也：おっ？

アイヴィ：あんまり自信はないんですが……。

ガブリエル：構わんさ。今はとにかく意見が欲しい。聞かせてくれ。

アイヴィ：エミリアさんの対たい抗こう種……とかどうですか？

エミリア：あたし？

アイヴィ：エミリアさんが真也さんに触れたとき、対抗種の力で怪我をさせたことがあるじゃないですか。

エミリア：う、うん。

アイヴィ：つまりエミリアさんの対抗種は、真也さんの持つ古代種も侵蝕するぐらい強い力を持ってるってことです。

真也：そうか……確かにそうなるな。

アイヴィ：ただ、友恵さんは昔、Ｘ島にいましたから、対抗種についてはもう試してそうな気もしますし……。

ガブリエル：……いや、たぶんそれはないぞ。

アイヴィ：えっ？

ガブリエル：彼女がＸ島にいたのは十八年前だろ？　つまり、第二世代の０４以い降こうについてはノータッチのはずだ。

エミリア：あっ、そっか！　対抗種については知らないってこともありえるんだ！

ガブリエル：そういうことだ。

アイヴィ：とりあえず友恵さんに訊きいてみますか？

エミリア：そうだね。もし、あたしの力で真也が助けられるなら力になりたいし。真也ママに訊いてみる！　実は───。

ＧＭ：では、彼女はエミリアの話に強い興きよう味みを示しめします。首を傾げながら。「対抗種……。そんなものがあるんですか？」

真也：ここは実じつ際さいに見せた方が早そうだな。ちょっと痛いたいけど……エミリア、手を貸かしてもらえるかな。

エミリア：ん、わかった！

真也：というわけで、母さんの前でエミリアの手にそっと触れるよ。

ＧＭ：では、そうすると対抗種の力によって、真也の指先に火傷やけどのような傷が走る。そして、それを見た友恵は驚おどろき、次いで冷静な研究者としての顔をのぞかせる。

真也：ああ、母さんが僕の知らない顔をしてる（笑）。

ＧＭ：じっと真也の傷ついた指から、対抗種が古代種を持つ身体からだを侵しん蝕しよくする様子を観察した、友恵の瞳ひとみが希望に輝かがやく。そして、エミリアの方へ駆かけ寄よって手をガシッと握る。

エミリア：わわっ！

ＧＭ：「素す晴ばらしいわ！　これならきっと行ける！」と、友恵は興こう奮ふんした様子で言う。

ガブリエル：大人しい人だと思ってたんだが、こういうところは研究者なんだな（笑）。

エミリア：ものすごく複ふく雑ざつな顔をしながら。……あの。あたし、お役に立てますか？

ＧＭ：「むしろ、あなたこそ希望の光よ！　あなたの持つ対抗種。これならきっと古代種を変異させることができる！」

真也：興奮してる母さんをポカンと見て、呆ぼう然ぜんと訊くよ。ほんとに、僕はみんなを殺さなくて済すむのか？

ＧＭ：その質しつ問もんに友恵は力強く頷うなずき。「そのために私は研究してきたのよ。エミリアさんが見せてくれた可か能のう性せい、絶ぜつ対たいに未来に結びつけて見せます」




　涙なみだを流しながら、友恵が真也を抱だきしめる。

　呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた真也だが、その瞳からも涙がこぼれた。




真也：涙をぬぐいながら、みんなの方に向き直るよ。そして、謝あやまる。……みんな、勝手に出てってごめん。

アイヴィ：うんうんと頷きながら言いますよ。分かればいいんです。

ガブリエル：なーに、気にしなくていいさ。子こ供どもを守るのも大人の仕事だからな。

エミリア：ちょっと得意げに言うね。……だから言ったでしょ、みんなと一緒なら何とかなるって！

真也：そうだね……。僕は間ま違ちがってたみたいだ。そう言って、僕の方からエミリアに手を差し出す。……僕を助けてくれるかな？

エミリア：うん、もちろんだよ！　こっちも手を差し出すよ。

真也：じゃあ、ぎゅっと握あく手しゆする。対抗種の力で傷ついても、そんなの気にしない。

ガブリエル：ようやく、これで元通りだな。

アイヴィ：よかったです（笑）。

真也：今まで心配かけてごめん。……ＧＭ、ここでアイヴィとガブリエルにもロイスを取るよ。

ＧＭ：了解です。これでみんなとの絆を取り戻したことになりますね。

ガブリエル：さて、そうとなればＵＧＮに戻もどって、研究を進めてもらおうぜ。携けい帯たいを取り出して霧谷に連れん絡らくだ。迎むかえのヘリをよこしてもらおう。

ＧＭ：了りよう解かい。では、霧谷はすぐさま迎えをよこすことを了りよう承しようしてくれます。しかし、その直後、背後に新たな気配が出現し、強烈な敵意が叩きつけられる！

エミリア：えっ？

ＧＭ：さらに、いきなり突とつ風ぷうが吹ふき抜ぬけてガブリエルの携帯を直ちよく撃げき、木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだき散ちらす。

ガブリエル：うおっ!?　慌あわてて、その場から飛び退すさるぞ。

ＧＭ：そして次の瞬しゆん間かん、周囲に《ワーディング》が展てん開かいされて、すさまじい圧あつ迫ぱく感がみなさんに襲おそいかかる。これにより一いつ般ぱん人じんの友恵は気を失います。

アイヴィ：周囲を警けい戒かいして、《ワーディング》を張はった人物を捜します！

ＧＭ：すると、《ワーディング》の主はすぐに見つかる。暗闇の中、突とつ如じよ現あらわれた人ひと影かげ。その金色の瞳がみなさんを睨にらみつけている。

真也：マスター……ファントム！




　絞しぼり出すような声で、真也が目の前に現れた敵の名を呼よぶ。




　それに応こたえるようにマスターファントムは───。




　悪あく魔まのような笑みを浮うかべた。







　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆支し配はいを打うち砕くだけ


Scene Player ─── 諏訪原真也






　突風がガブリエルの携けい帯たい電話を打ち抜ぬき、粉々に砕いた。

　恐おそろしいほどの殺気を身に纏まとい、風を放った者が姿すがたを現あらわす。

　マスターファントム───真也たちを縛しばるファントムセルの象しよう徴ちようとも言える男が、妖あやしく輝かがやく金色の瞳ひとみで、こちらを見ていた。




ＧＭ：ではクライマックス。全員登場になります。

一同：はーい。

ＧＭ：ＵＧＮへの連れん絡らくの途と中ちゆう、突とつ如じよ強烈な風が吹き抜けて携帯を砕く。そして、夜の闇やみの中から、金色の瞳を輝かせマスターファントムが姿を現す。

ガブリエル：さすがに見み逃のがしちゃくれないか。

エミリア：ＵＧＮの迎むかえは？

ＧＭ：先ほど連絡したばかりなので、到とう着ちやくにはまだ時間がかかります。

アイヴィ：戦うしかない……みたいですね。

ＧＭ：マスターファントムはみなさんを睥へい睨げいしながら、「まさか、路ろ傍ぼうの石と思っていたものに足をすくわれるとはな」忌いま々いましげに告げる。

真也：母さんを守るように立って、マスターファントムを睨にらむ。……あんたの計画にだって穴あなはあるってことさ。

ＧＭ：「どうやらそのようだ……。だが、まだ修しゆう正せい可か能のうな範はん囲いではある」ミシリッと拳こぶしが軋きしむほど強く握にぎりしめる。

ガブリエル：やる気満々だな。

エミリア：すぐに動けるように身み構がまえて、話を聞いてるよ。

ＧＭ：「確たしかに、０９……お前が古代種としての力を失うことになれば、私の計画は崩くずれ去さるだろう」もう一度、Ｘナンバーズに相当する存そん在ざいを作りだして新たに仕切り直すとしても、それには膨ぼう大だいな時間がかかる。

ガブリエル：あんたに取っちゃ、真也が古代種でなくなられちゃ困こまるわけだ。

ＧＭ：「そうだ。それはとても望ましくない」右手を異い形ぎよう化させ、禍まが々まがしい歯車を手の甲こうに展てん開かいさせる。

真也：こっちも右手を変形させて、歯車を高速で回転させる！

ＧＭ：戦せん闘とう態たい勢せいを取る真也を前にしても、マスターファントムは余よ裕ゆうの表ひよう情じようで、「今後の憂うれいを断たつためにも、災わざわいの芽はここで摘つませてもらうとしよう」と告げてエミリアを見る。

真也：狙ねらいはエミリアの方か。

ＧＭ：マスターファントムは冷笑を浮かべ、「対たい抗こう種たる０８がいなくなれば、古代種を変異させる要よう素そは失われるからな」と。

ガブリエル：たしかに、エミリアが死んだ時点でこっちは古代種を変異させる可能性を失う。たとえマスターファントムに勝てても、それじゃ意味がない。

アイヴィ：エミリアさんを守れるかどうかも、この戦いの鍵かぎになりますね。

真也：前に一歩踏ふみ出して言う。……エミリアに手出しはさせない！

ＧＭ：「邪じや魔まをするか、０９。ならば、お前といえども容よう赦しやせん」背せ筋すじが凍こおるほどの殺意を放ちながら、マスターファントムは地を這はうように低い声で告げる。




　並の者なら、対峙するだけで心臓が止まるほどのプレッシャー。

　真也がひとりならば耐えられなかっただろう。

　だが、今の彼には自分を支えてくれる仲間がいた。




エミリア：真也の隣となりに並ならんで支える。……大だい丈じよう夫ぶだよ、真也。あたしたちはひとりじゃない。あたしだって守られてばかりじゃない！

アイヴィ：ひとりでは無理でも、私たち四人ならきっと勝てます。

ガブリエル：ようやく希望が見えたんだ。きっちり勝って凱がい旋せんと行こうぜ。

真也：みんな……ありがとう。マスターファントムを睨みつけて言う。……マスターファントム、あんたを……倒す！

ＧＭ：「愚おろか者ものが。よかろう、お前らの心に絶ぜつ望ぼうを刻きざんでやるとしよう！」周囲を満たすマスターファントムの《ワーディング》が、殺意を帯びていく！　さあ、衝しよう動どう判はん定ていを。ちなみにスイッチの音波によるものではないので、失敗しても強きよう制せい力りよくはないですよ。

エミリア：おっ、ラッキー！

真也：こんな安心できる衝動判定、第一話以来だな

ＧＭ：マスターファントムはファントムセルのトップであり強大な力を持つマスタークラスのオーヴァード。衝動発生スイッチのような小細工は無用！

一同：（衝動判定を行ない、侵しん蝕しよく率りつを上げる）

ＧＭ：衝動判定は終わりましたね？　では戦闘を開始しましょう。敵てきはマスターファントムと新型ロボット兵士四体！




◆第一ラウンド

[image: ]

真也：よし、侵蝕率94％。かなり理想的だ。

エミリア：[image: ]％、メッチャ高いよ。

アイヴィ：96％です。

ガブリエル：俺おれは[image: ]％だな。

ＧＭ：なんかエミリアとガブリエルだけ飛とび抜ぬけてるな。

エミリア：全部ダイスのせいだよ！（笑）

ＧＭ：ちなみに準じゆん備び系けいのエフェクトは使って構かまいません。マスターファントムは自分の力に絶ぜつ対たいの自信を持っているので、それぐらいは待つ。

ガブリエル：なら、遠えん慮りよ無なく電でん磁じシールドを起動させてもらおう。

エミリア：あたしも《インフィニティウェポン》で死神のタロットから鎌かまを作る！

ＧＭ：準備できましたね？　では最初のセットアップ。マスターファントムは《ヴァイタルアップ》を使用。

エミリア：あたしは《サポートデバイス》使うよ。タロットを取り出して精せい神しん集中！

真也：こっちはまだ侵蝕率[image: ]％超こえてないから、《フルインストール》は使えない。

ＧＭ：では行動順番ですが、マスターファントムのイニシアティブは26！

エミリア：メチャクチャ速いじゃん！

アイヴィ：くうっ、こちらは24でわずかに及およびません。

ＧＭ：ＦＨの中でも最強のマスタークラス。速さひとつをとっても、今までとは違ちがう。マスターファントムが右みぎ腕うでを異形化させ、歯車を高速回転させ始めますよ。

ガブリエル：みんな、来るぞ！

ＧＭ：マイナーで《早業》＋《バトルビート》＋《ダークマター》。さらにメジャーで《獅し子し奮ふん迅じん》＋《かまいたち》＋《漆しつ黒こくの拳こぶし》その他で範囲攻こう撃げき！

ガブリエル：やっぱり範囲攻撃が来たか……。

エミリア：もう侵蝕率[image: ]％超えてるから、いきなりやばーい！

真也：大丈夫だ。《孤こ独どくの魔ま眼がん》を使って、対象を僕ぼくだけに変へん更こうする！

ＧＭ：荒あれ狂くるう風を纏まとった巨きよ大だい重力球がみなさんに襲おそいかかろうとした瞬しゆん間かん、真也の歯車が回転してその規き模ぼを縮しゆく小しようさせる。命中の達たつ成せい値ちは37！

真也：回かい避ひは……ダメだ、避さけられない。

ＧＭ：ならばダメージは54点装そう甲こう値ち無む視し。

真也：《リザレクト》！　重力球に吹ふっ飛とばされるけど、傷きずを再さい生せいさせて立ち上がる。

ＧＭ：肉体を再生する真也に、マスターファントムが感かん嘆たんの声をもらす。「私の力に干かん渉しようするだけでなく、受けてなお立つか」

真也：キッと睨にらみ返す。……お前の思い通りにするわけにはいかないんだよ。

ＧＭ：鋭するどい視し線せんに、彼かれは嘲あざけるような笑えみを返すのみ。次はアイヴィの手番。

アイヴィ：まずは確かく実じつに邪魔な雑魚ざこを潰つぶします。マイナーで《光の衣》、《サイレンの魔ま女じよ》コンボに《マシラのごとく》を組み合わせて攻撃！

ＧＭ：やはり撃ってきますか！

アイヴィ：命中は28。ただし、《光の衣》で不意打ち扱あつかいなので、防御行動のクリティカル値＋１。回避系エフェクトがなければ必中になりますよ！

ＧＭ：むぐっ、ならば全員命中になります。

アイヴィ：ダメージは《マシラのごとく》で＋30されて……55点の装甲値無む視しです！

ＧＭ：55点!?　いきなり強きよう烈れつだな！　アイヴィを中心に、台風に匹ひつ敵てきするほどの強烈な突とつ風ぷうが吹き荒れ、ロボット兵士が一瞬で粉ふん砕さいされて全ぜん滅めつ！

エミリア：おおっ、アイヴィすごいじゃん！

ＧＭ：マスターファントムも55点直ちよく撃げき。だが、彼は身体からだを切きり裂さかれ、血を流しながらも悠ゆう然ぜんと立っている。その表情から余裕は微み塵じんも失われていない。

アイヴィ：ううっ、なんだか堪こたえてないみたいですぞ～。

ＧＭ：まだまだＨＰに余裕はありますからね。マスターファントムは笑みすら浮かべて言う。「そよ風程てい度どにしか感じんな。お前たちの力はこの程度か？」

エミリア：まだまだ、次はあたしの番！　最初から全力全開だ。接せつ敵てきして、《コントロールソート》＋《オウガバトル》＋《クリスタライズ》その他で攻撃。これで侵蝕率[image: ]％！

ガブリエル：いきなり侵蝕率がやばいことになってるな（笑）。

エミリア：たぶん、あと一撃が限げん界かいだと思う。さて、命中は……うわっ、低い！　２と３ばっかりだーっ！

アイヴィ：大だい丈じよう夫ぶですよ。９もいっぱい出てますから（笑）。

エミリア：あっ、本当だ（笑）。この調子で……30……40……50っ！　よし、達成値59までいった。これなら行けるでしょ！

ＧＭ：むうっ、それは避けられない。

エミリア：ダメージは、えいっ……61点の装甲値無視だよ。対抗種の力で自分も口元から血を流しながら、鎌で一撃を打うち込こむ！

ＧＭ：それも直撃です。これでダメージ累るい積せき[image: ]点。だが、まだまだ！

エミリア：噓うそっ、今ので倒たおれないの!?

ＧＭ：切り裂かれた肉体は結けつ晶しよう化かを始めるが、侵蝕はものの数秒で止まる。「わざわざ殺されに来るとは……愚おろかだな、０８」肉にく食しよく獣じゆうのように鋭するどいマスターファントムの視線が、エミリアを射い貫ぬく。

エミリア：ううー。対抗種の効こう果かでＨＰ３点減へらすよ。けほけほ。

ガブリエル：次は俺か。射しや撃げきか、それとも真也に《解かい放ほうの雷かみなり》か……。

アイヴィ：どちらも十分な効果を得られそうですけど。

真也：いや、攻撃した方がいいと思う。僕は《フルインストール》を使えないから、まだダイスが増ふえてないしね。

エミリア：あっ、そっか！

ガブリエル：わかった、支し援えんは次のラウンドに回そう。《ガンマウント》＋《カスタマイズ》＋《錬れん成せいの掟おきて》で、ＰＤＷを使って攻撃だ。命中は28！

ＧＭ：それぐらいなら何とか……ダメか。回避失敗。

ガブリエル：ダメージは……そこそこだな。30点、装甲値５点まで無効だ。

ＧＭ：放たれた無数の弾だん丸がんが次々と着弾。さらにマスターファントムの身体に傷が刻きざまれていく。これで累積[image: ]点。だが、まだ倒たおれない！

ガブリエル：ちっ、頑がん丈じような野や郎ろうだぜ。

真也：だけど、確実に追おい詰つめていってるはず。ガブリエルに続くよ。《漆黒の拳》＋《巨神の斧おの》その他で攻撃。命中は39！

ＧＭ：回かい避ひ失敗！

真也：ダメージは34点の装甲値無視！　歯車を高速回転させて、漆黒の稲いな妻ずまを纏まとわせた拳こぶしを叩たたき込こむ！

ＧＭ：雷らい鳴めいが轟とどろき、漆しつ黒こくの雷が敵てきの身体を突つき抜ぬける。これで累るい積せき[image: ]点。だが───。




　怒ど濤とうの四連撃を受けてなお、マスターファントムは崩くずれない。




ＧＭ：「これで終わりか？」マスターファントムはなおも揺るがない！

真也：マジかよ……！

エミリア：今までなら、これだけやれば倒れてたのに……。

アイヴィ：[image: ]点与あたえても、まだ倒れないなんて。

ガブリエル：ファントムセルのトップ、しかもＦＨ最強のオーヴァードに与えられるマスタークラスの称しよう号ごうは伊達だてじゃないってことか。

ＧＭ：ええ、今までの敵とは格かくが違ちがいます。油ゆ断だんしていると全滅させられますよ。さて、これで全員行動終しゆう了りようですね。

アイヴィ：ううっ、次のラウンドでまた先手を取られて───。

ＧＭ：おっと、まだラウンドは終了しませんよ。ここでマスターファントムが再ふたたび動く。《停てい滞たい空間》でセカンドアクションを宣せん言げん！

一同：ええ───っ!?

真也：こいつ、セカンドアクションもするのか！

ＧＭ：敵の大ボスですからね。容よう赦しやなく強くさせてもらっております（笑）。マイナーで《バトルビート》、メジャーで《サイレンの魔女》＋《マインドエンハンス》＋《アタックボーナス》＋《リミットリリース》でシーン攻撃！

ガブリエル：くっ、しかもシーン攻撃かよ！

ＧＭ：時間の遅おそくなった空間の中、マスターファントムだけが、いつもと変わらぬ速さで動く。命中の達成値は38！

一同：回避失敗！

ＧＭ：全員に装甲値無視の33点ダメージ！　マスターファントムを中心に衝しよう撃げき波はが膨ふくれあがり、周囲の木々を薙なぎ払はらいながら、みなさんに襲おそいかかる！

ガブリエル：させるか！　《砂さ塵じんの城じよう壁へき》でダメージをキャンセルだ。大量の砂すなで巨大な壁かべを作りだして、衝撃波をすべて弾はじき返す！

アイヴィ：助かりました、ガブリエル！

ＧＭ：やはり確かく定ていでダメージを止められるのは強いな。マスターファントムが感かん嘆たんするように言う。「やるな、０２。重大な欠けつ陥かんありと報ほう告こくを受けていたのだが、それは間ま違ちがいであったか」

ガブリエル：いや、確かに俺は欠陥品さ。だが、あんたの出す耳みみ障ざわりな音は聞きたくないんでな。まったく、アイヴィのピアノとは天と地の差だ。

アイヴィ：ガブリエル……。ちょっとじんっと来ちゃいました（笑）。

ＧＭ：「言ってくれる。だが、その耳障りな音こそが、お前に死を運ぶ葬そう送そう曲きよくとなる」自身の勝利を微塵も疑うたがわぬまま、絶対の自信とともに彼は言い放つ。

エミリア：うー、こっちだって負けるつもりはないんだから！

ＧＭ：いい気合いです。ではクリンナップ。《停てい滞たい空間》の使用でダメージを受けます。（ダイスを振ふり）……６点食らいました。さあ、第二ラウンドへ行きますよ。




◆第二ラウンド

[image: ]

ＧＭ：第二ラウンドのセットアップ。こちらはエフェクトの使用はなし。

真也：《フルインストール》！　これでようやく全力が出せる！




　髪かみが白く染そまり、瞳が金色に輝く。

　漆黒の雷と外がい装そうを身に纏い、真也は強い意い志しを秘ひめた瞳で敵を睨みつける。




ＧＭ：「折れぬ瞳……あくまで足あ搔がくか。だが、結末は変わらぬ！」異形の右腕を構かまえるマスターファントム。マイナーで《早業》＋《ダークマター》＋《ライトスピード》！

アイヴィ：今度は連続攻撃ですか！

ＧＭ：歯車が甲かん高だかい音を立てて回転し、彼の時が加速！　《獅子奮迅》＋《漆黒の拳》その他で、真也とエミリアに二連発だ！　まず一発目！

真也：くっ、《孤独の魔眼》！　重力を操そう作さして、攻撃を自分の方に引きつける。

ＧＭ：では対象は真也のみに。命中は……よしっ、絶ぜつ好こう調ちよう！　達成値61！

真也：そんなのダイスが増えても避さけられるか！

ＧＭ：ダメージは66点、装甲値無視。高重力を宿した拳が、目に見えぬほどの超ちよう高速で真也の身体からだに打ち込こまれる！

真也：《イモータルライフ》！　自分の時間を巻まき戻もどして、強ごう引いんに傷きずを治す。これで侵蝕率[image: ]％。そろそろやばくなってきたな。

エミリア：なんだかあたしと数字が似にてきたね。

アイヴィ：みんな、だんだんと限界が近づいてきてるってことですよ。

ＧＭ：だが容よう赦しやはしませんよ。さあ、二発目。今度こそ真也とエミリアに攻撃！

真也：さっきので《孤独の魔眼》を使い切った。エミリア、何とか耐たえてくれ。

エミリア：オッケー。一発フォローしてもらえただけで十分！

ＧＭ：さあ、命中は……よし、また回った。達成値52だ！

真也：マジか！

ガブリエル：なんか、さっきからＧＭの出目良すぎないか？（笑）

ＧＭ：自分でもびっくりしてます（笑）。さあ、マスターファントムの怒ど濤とうの攻せめ、避けられるかな？

真也：さすがにそれは……ダメだ、避けられない！

エミリア：こっちもダメ！　あたしの得意な出目は８と９なんだよ～（一同爆ばく笑しよう）。

アイヴィ：10が出ないところがポイントですか（笑）。

ＧＭ：嬉うれしいような、嬉しくないような（笑）。さて、ダメージは53点、装甲値無視。

真也：倒たおれるけど、マスターファントムのロイスをタイタスにして即そく昇しよう華か。満まん身しん創そう痍いになりながら立ち上がる。……まだだ、そう簡かん単たんに僕を止められると思うな！

エミリア：あたしもピクシーのロイスをタイタスにして昇華。彼は死んだんだって、戦いの中で気づいて、泣きながら立ち上がるよ。……ピクシーが命を懸かけてくれた、真也を助けるチャンス。あんたなんかに潰つぶさせないんだから！

ＧＭ：「なぜそこまで抗あらがい続ける。それが無む駄だなのだと、どうして分からない……！」戦い続けるふたりに、彼の声に微かすかにだが苛いら立だちが混まじる。次はアイヴィの手番だ。

アイヴィ：先ほどのコンボの《マシラのごとく》を《リミットリリース》に変えて攻撃！　これで侵蝕率[image: ]％。侵蝕率ボーナスも増えて……命中は49！

ＧＭ：くっ、回避は失敗。アイヴィが限界まで力を振ふり絞しぼり放った風と光が、マスターファントムへと迫せまる！

アイヴィ：ダメージは46点、装甲値無視です。これで倒れてください！

ＧＭ：祈いのるように放たれた一撃。しかし、ここで《黒星招しよう来らい》！　突如出現した重力球が、風も光も一瞬で吞のみ込む。ダメージは０！

アイヴィ：くっ！　でも切り札は使わせました。エミリアさん、チャンスです！

エミリア：任まかせて！　さっきと同じコンボで攻撃。これで侵蝕率[image: ]％！　たぶんこれが最後の一撃になるね。

真也：確かに、少なくとも自律判定で三倍振ぶりするのはほぼ確かく定ていだな。

ガブリエル：真也を古代種でなくするためにはエミリアの力が必要だし、これ以上無茶はしない方がよさそうだな。

エミリア：うん。だから、もう一回さっきと同じいい目出てっ！　えいっ！　……って、出目悪っ！　２とか３ばっかりだよ……命中28。みんな、ごめーん！

アイヴィ：そんな謝あやまらないでください。こればかりは運ですから。

ＧＭ：ダイスゲームの恐ろしさというやつですね。そして、28なら今日の俺には回避できる気がする！

ガブリエル：いやいや、ＧＭなら当たってくれると信じてるぜ？（笑）

ＧＭ：こっちもマスタークラスの意地があるので（笑）。ダイス21個こで……５個回ってまずは10。よし、１個クリティカルした！　これで20！

エミリア：ええっ!?

真也：やばい、本当に避けられるか？

ＧＭ：８以上で回避……おりゃ！　ぐっ……22で回避失敗！

一同：ふう───っ！

ガブリエル：ビビらせやがって（笑）。

アイヴィ：ここまで盛もり上げて失敗……完かん璧ぺきですね（笑）。

ＧＭ：むう、残念。迫せまり来る大おお鎌がまをマスターファントムは後ろに跳ちよう躍やくして回避しようとするが、エミリアの踏ふみ込みの方がわずかに速い！

エミリア：ダメージは53点の装甲値無視！　今度こそどうだ！

ＧＭ：ならば、《空蟬うつせみ》でダメージを消す！　大鎌がマスターファントムを切きり裂さいた直後、その姿がかき消える。斬きったのは本体ではなく残ざん像ぞうだ。

エミリア：くうっ、当たったと思ったのに避けられたーっ！

アイヴィ：でも連続でダメージをキャンセルしてきたということは、追おい詰つめられてる証しよう拠こです。勝機はまだあります。

ガブリエル：よし、次は俺だな。真也も本気モードになったし《解放の雷》＋《ＭＡＸボルテージ》で支援だ。

真也：おっ、助かる！

ガブリエル：判定は……成功！　次の攻撃はクリティカル値-1、ダメージ＋２Ｄ10だ。身体から電でん撃げきを放って、真也のパワーを強化するぜ。

真也：ガブリエルの雷を吸収しながら動く。マイナーで《雷らい撃げき収しゆう束そく》、《漆黒の拳こぶし》＋《雷らい光こう撃》その他で攻撃だ。支援も入って、ダイス19個のクリティカル値は６！

ＧＭ：それを通すとやばい！　《時の棺ひつぎ》を使って、命中判定を失敗させる！

エミリア：また止められた！　いったいいくつ切り札持ってるのよ！

ＧＭ：最初に言ったはずですよ。今までの敵とは格が違うと！　唸うなりを上げて迫せまる拳を、マスターファントムは時を止めて回避。気づいた時には、真也の拳は空を切っている。

真也：このラウンド、ついに一発も入れられなかったか。こいつ、本当に強い！

ＧＭ：そして、全員の行動が終了したところで《停滞空間》。セカンドアクション！

アイヴィ：また来た！

ＧＭ：《サイレンの魔女》コンボから、《アタックボーナス》と《リミットリリース》を抜ぬいてシーン攻撃。命中は58！

一同：回避失敗！

ガブリエル：アイヴィを《砂の結界》でカバーリング！

ＧＭ：「お前たちの戦意が果てぬのならば、その意い識しきごと闇やみに堕おとしてくれるわっ！」荒あれ狂くるう暴ぼう風ふう。ダメージは40点、装甲無視！

エミリア：ダメ、昏こん倒とうだよ！

ガブリエル：俺もだ。

真也：こっちも倒れるけど……ようやく取れたＰＣのロイスは切れない。すまん、亮りよう太た！　亮太のロイスをタイタスにして復ふつ活かつ。《フルインストール》があるから、ここで起きるしかない。

アイヴィ：次の先手はマスターファントムなのに……。

ＧＭ：《フルインストール》の弱点ですな。マスターファントムのセカンドアクション分のダメージは５点。累積ダメージ[image: ]点になって、第三ラウンドに突とつ入にゆうです！




◆第三ラウンド

[image: ]

ＧＭ：まずはセットアップから。

真也：《フルインストール》二発目！

ガブリエル：このラウンドで決めたいが……。

エミリア：相手の切り札がいくつ残ってるかだね。

アイヴィ：ダメージキャンセル二発と《時の棺》を使ってますし、残りは多く無いと思いますけど……。

真也：こっちも限げん界かいが近いしな……。

ＧＭ：そして、行動順番はこちらが先手。マスターファントムが物ぶつ騒そうな笑みを浮かべながら言う。「０９、お前の心を折ってやろう。見ていろ、お前の仲間が倒たおれる様を！」

アイヴィ：えっ？

ＧＭ：マイナーで《早はや業わざ》＋《ダークマター》＋《リアクティブダッシュ》！　重力を制せい御ぎよして飛行状じよう態たいになり、エンゲージを離り脱だつ！

真也：うおっ、まさか!?

ＧＭ：《一いつ閃せん》＋《獅し子し奮ふん迅じん》＋《漆黒の拳》その他で移い動どうしつつ、アイヴィに攻撃だ！

真也：ここでアイヴィに狙ねらいを変えるのか！

ＧＭ：地を蹴けり、マスターファントムが猛もう然ぜんとアイヴィに迫る！　命中は51！

アイヴィ：くっ、ダメです。避けられません！

ガブリエル：ダメージソースのアイヴィが削けずられるのはやばいな。初期ロイスの戦友をタイタス化して昇華して復ふつ活かつ。アイヴィを《砂すなの盾たて》でカバーリングする！

ＧＭ：ダメージ57点、装甲値無視！

ガブリエル：アイヴィとマスターファントムの間に割わって入って、身体を盾にして攻撃を受け止める。そして、また昏倒だ。……お前にこれ以上仲間はやらせねえ！

ＧＭ：「この死に損ぞこないが！」どこまでも思い通りにならない相手に、マスターファントムが、ついに余よ裕ゆうの仮か面めんを外して怒いかりの声をあげる。

アイヴィ：ガブリエルがくれたチャンス。ここで決めます！　《サイレンの魔女》コンボ、さらにピクシーのロイスをタイタスにしてクリティカル値を下げます！

ＧＭ：ここに来てまだ、攻せめの勢いきおいを衰おとろえさせないか！

アイヴィ：命中は達成値28！

ＧＭ：その程てい度どなら……くっ、回避できない！

アイヴィ：ダメージは23点です！

ＧＭ：《ショックアブソーブ》！　25点まで防ふせいで、ダメージは０点！

ガブリエル：まだまだ！　初期ロイスの姉をタイタス化にして起きる。《解放の雷》＋《ＭＡＸボルテージ》を真也に。マスターファントムを羽は交がい締じめにして叫ぶぜ。……今だ真也、やれっ！

真也：ガブリエルが作ってくれた隙をついて動く！　戦闘移動で接せつ敵てき、《フラットシフト》をコンボに組み込こんで攻撃！　命中は65！

ＧＭ：回避は……失敗！　ガブリエルに羽交い締めにされ、マスターファントムは動くことができない。

真也：全力で突とつ撃げきして、拳を突き出す！　ダメージ67点、装甲値無視！

ＧＭ：これで累積[image: ]点。マスターファントムのＨＰは[image: ]点。さすがに耐たえられん！

一同：よしっ！

ＧＭ：身動きできぬまま、真也の放った漆黒の雷に身体からだを焼かれ、マスターファントムの身体がぐらりと揺ゆれる。しかし───。




　崩くずれ落ちるかに見えた身体が、ギリギリで持もち堪こたえる。

「ふざけるな……。このマスターファントムに……敗北などありえぬ！」




ＧＭ：激はげしい怒りを込こめてマスターファントムが叫ぶ。その直後、彼の時間が巻まき戻もどり、傷きずが治っていく。《イモータルライフ》、８点回かい復ふくで復活！

アイヴィ：やっぱり真也さんと同じく持ってましたか……。

ガブリエル：だけど、ようやくここまで追おい詰つめたぜ。

アイヴィ：たぶん、これ以上の復活やダメージキャンセルはないと思います。

エミリア：……よし、だったらここでタイタスを使って起き上がろう！

アイヴィ：えっ！　エミリアさん、起き上がっても大丈夫ですか？

エミリア：みんなが守ってくれたから、ロイスにはまだ余裕があるもん。それにここで倒さないとやばいでしょ？

ガブリエル：確かにな……。実質このあと二回連続で攻撃が来ることになる。

エミリア：だから、ここで一気に決めるよ！

真也：……分かった。エミリア、頼んだ！

エミリア：うん！　真也ママのロイスをタイタス化して起き上がるよ！




　希望を未来に繫ぐために、死力を尽くして立ち上がるエミリア。

　だが、しかし───。




ＧＭ：ならば、エミリアが立ち上がった直後に《時間凍結》！

一同：な、なに───っ!?

アイヴィ：こ、このタイミングで追加行動だなんて……！

ＧＭ：《サイレンの魔女》＋《マインドエンハンス》でシーン攻撃。命中は……91！

エミリア：きゅ……！

一同：91っ!?




　灰はい色いろに染そまる時間停止した世界の中、放たれる絶望の衝撃波。




エミリア：そんなの避けられないって！

ガブリエル：くそっ、エミリアをかばえねえ。せめて真也を《砂の結界》でカバーリングだ！　時が止まる直前、真也を守るように砂を展開しておく！

ＧＭ：マスターファントムの放った殺意に満ちた衝撃波が周囲一帯を薙ぎ払う！　ダメージは69点、装甲値無視！

エミリア：ダメ、倒れちゃう！

アイヴィ：同じく倒れます……！

ガブリエル：俺もだ！

真也：残ったのは僕だけか……。

ＧＭ：世界は色を取り戻し、時は動き出す。エミリア、アイヴィ、ガブリエルは倒れ、真也とマスターファントムが一対一で対峙する。

真也：…………。

ガブリエル：……こいつは本格的にやばいな。

エミリア：ううん、まだだよ！　もう一回ロイスで起き上がれば行ける！

真也：いや……。それをしたらエミリアが戻って来れなくなるかもしれない。

エミリア：うっ……。

真也：だから……ここで僕が《時間凍結》を使おう。

一同：……っ!?




　真也の提案に息を吞む一同。




アイヴィ：……侵蝕率は大丈夫なんですか？

真也：攻撃すれば[image: ]％になる。ちょっと厳しいけど、ロイスはまだ四つ残ってるから、自律判定で三倍振りすれば期待値で戻ってこられる。

ガブリエル：エミリアがもう一回立ってロイスを三つに減らすよりはマシ……か。

真也：うん。これ以上、エミリアに無理させられないし、僕が行くよ。

エミリア：真也……。

ガブリエル：……分かった、ぶっとばしてやれ真也！

真也：任せとけ！　ＧＭ、《時間凍結》だ！

ＧＭ：……分かりました。こちらにはもう対応できる切り札がありません。攻撃をどうぞ！




　止まった時間が動き出した直後───。

　今度は真也が時を止める。

　それに気づいたマスターファントムの表情に、焦燥がはっきりと浮かぶ。




真也：こいつで決める！　《漆黒の拳》＋《魔ま王おうの理ことわり》で攻撃、これで侵蝕率は[image: ]％！

ガブリエル：本当に限界ギリギリだな……！

真也：だから、ここで終わらせる！　命中は37！　ガブリエルの砂の壁をぶち破るように飛び出して、一気にマスターファントムに拳を打ち込む！

ＧＭ：厳しいが……今こそマスターファントムの意地を見せる時！　回避は……よしっ、３個回った！　さらに回って、これで20！

ガブリエル：この土ど壇たん場ばでも出目が冴さえてやがる！

ＧＭ：あと一度回れば、回避の可能性はある。おりゃっ！

エミリア：お願い、当たって！




　エミリアの祈いのるような言葉と共に振ふられたダイス。

　テーブルの上を転がり、止まったその結果は───。




ＧＭ：出目６か……！　一歩及およばず、達成値26で回避失敗！

一同：よっしゃあ────っ！

真也：これで終わりだ！　ダメージは16点、装甲値無視！




　真也が限界を超えて前に突つき進すすむ。

　対するマスターファントムの顔に浮かんだのは驚愕。




　今まで出会い、自分を支ささえてくれた人たちへの思いを乗せて、真也が拳を解とき放はなつ。

　そして、最後の一撃が。




　マスターファントムの身体を撃うち抜ぬいた。







《早業》　高速で動くことで、ふたつのエフェクトを同時に発動させるハヌマーンのエフェクト。

《バトルビート》　独特のリズムを刻み、戦いを自分のペースに巻き込むハヌマーンのエフェクト。

《ダークマター》　魔眼に意識を集中することで、より大きな力を使う準備を整えるバロールのエフェクト。

《獅子奮迅》　連続で攻撃を行ない、周囲にいる敵すべてに攻撃するハヌマーンのエフェクト。

《ガンマウント》　体内に射撃武器を内蔵するブラックドッグのエフェクト。

《カスタマイズ》　武器をより自分が扱いやすいように変形させるモルフェウスのエフェクト。

《巨神の斧》　武器の重量を上げて、攻撃の威力を上げるバロールのエフェクト。

《停滞空間》　時間の流れを停滞させ、普通ならば行動不可能なタイミングで動くバロールのエフェクト。

セカンドアクション　特定のエフェクトを取得しているキャラクターだけが得られる追加行動。

《マインドエンハンス》　レネゲイドにより精神力を強化するエフェクト。

《アタックボーナス》　レネゲイドによってエフェクトの威力を上げるエフェクト。

《ライトスピード》　高速で動くことで、二回連続で攻撃を行なうハヌマーンのエフェクト。

《黒星招来》　ブラックホールに攻撃を吞み込ませて無効化するバロールのエフェクト。

《空蟬》　高速移動による残像によって攻撃を逸らすハヌマーンのエフェクト。

《時の棺》　一瞬だけ時間を止めることで、行動を妨害するバロールのエフェクト。

《リアクティブダッシュ》　重力を制御して空中に浮かび上がるバロールのエフェクト。

《一閃》　相手の懐に飛び込みつつ攻撃を行なうハヌマーンのエフェクト。











　　　ENDING PHASE




　周囲一帯を押し包んでいた強大なプレッシャーが消え、静寂が訪れる。

　マスターファントムは地面に倒れ、ぴくりとも動かない。

　戦いの緊張感から解放され、思わず真也はその場にへたり込んだ。身体中傷だらけ、疲労のせいで指一本動かせそうにない。

　そんな彼のもとにエミリアとアイヴィはふらつく身体を互いに支えつつ、ガブリエルは破損した義肢の調子を確かめながら歩み寄る。




ガブリエル：よくやった真也っ！

アイヴィ：ギリギリでしたけど、何とか倒せましたね！

エミリア：本当にきつかったーっ！

真也：最後に何とか押し込めてよかったよ。あと一撃来てたら、マジでやばかった。

ＧＭ：おっと、みなさんまだ安心するのは早いですよ。エンディングへ移うつる前に、まず自じ律りつ判はん定ていをお願いします。

アイヴィ：じゃあ、まず私から行かせてもらいましょう。ロイスは五個残せましたけど、侵蝕率[image: ]％なので二倍振りで行きます。

ガブリエル：そんな無茶してるようには見えなかったが、意外と上がってるな。

アイヴィ：攻撃一回するたびにがつんと上がりますから。では、行きます。（ダイスを振る）……うん、いい感じですね。76％まで下がって無事に帰還できました。

エミリア：じゃあ、次はあたし！　侵蝕率は[image: ]％、ロイスは四個！　まずは二倍振りから行くね。えいっ！　……て、うわっ、出目悪っ！

真也：なんか……３とか４がいっぱい出てるな。

エミリア：うう～、８個振って32％。19％届かなかった！

ガブリル：ちょいとやばいか？

ＧＭ：エミリアの心の中で、〝加虐〟の衝動が膨れあがり暴れる。さあ、人間としての理性を保てるか、三倍振りをどうぞ！

エミリア：ここまで来てジャーム化するわけには。高い目出ろ～……えいっ！

ガブリエル：おっ、今度はいいんじゃないか？

エミリア：８・10・２・３で……23％下がった！　95％で生還だよ！

アイヴィ：ふぅ～、ちょっとドキドキでしたね（笑）。

ガブリエル：よし、俺も続くぜ。三倍振りで……ＯＫ、79％で復帰だ。

ＧＭ：お見事。アイヴィ、エミリア、ガブリエルは、自分の内側で暴れる衝動を抑え込むことに成功します。これで残るは真也だけですね。

エミリア：真也の今の侵蝕率は？

真也：[image: ]％だな。ロイスは４個だから、三倍振りでダイス12個振れる。

アイヴィ：期待値よりちょっと高いですね。

ガブリエル：ここでジャーム化しちまったら洒落にならねえ。気合い入れろよ。

真也：うん。じゃあ、まずは二倍振りで行くよ。それっ！




　テーブルの上を回る８個のダイス。

　全員が真剣な表情でその様子を睨む。




ＧＭ：むっ、これは……。

真也：出目がちょっと低い……か？　10の20の……42％下がったよ。

アイヴィ：ほっ、よかった。ほぼ期待値ですね。これで残り22％です。

真也：４個で22％は微妙に厳しいな……。

ＧＭ：ですが、そこを切り抜けてこそ、本当の勝利です。真也の脳裏に浮かぶマスターファントムの幻影。それは強烈な〝飢餓〟の衝動を引き起こし、あなたを苛む。

真也：ここまで来て負けてたまるか。三倍振りにして、さらにダイス４個追加する！

ガブリエル：頼むぜ、真也。バッチリ決めてくれよ。

アイヴィ：高い目出てください……！

エミリア：真也、気合いだよ、気合い！

真也：おう！　それじゃあ行くぞ。（ダイスを握りしめて念じ）……おりゃっ！




　勢いよくテーブルの上を転がる４個のダイス。

　その行方を、固唾を吞んで見守る一同。




　ダイスの勢いが失われるにしたがい増していく緊張感。

　そして、運命のダイスが指し示した結果は───。




一同：（止まったダイスを見て）…………うっ………………うわ───っ!?







◆Ending 01◆獣けものの目覚め


Scene Player ─── 諏訪原真也






　死力を尽つくした戦いに勝利した真也たち。

　そしてひとつの物語が結末を迎える。




一同：………………。




　その場にいる全員が沈黙したまま、テーブルの上にある４個のダイスを見ていた。

　真也の運命を決める４個のダイス。その出目は───。




真也：６、５、６…………２……か。合計は……19だ。

アイヴィ：そんな……！

エミリア：う、噓……。真也、ジャーム化しちゃった……の？

真也：みんな、ごめん……。あと一歩足りなかった。あと３％……。

ガブリエル：だが、大きな３％だったな……。

エミリア：…………。

アイヴィ：…………。

ＧＭ：…………残念ですが、真也はジャーム化します。総合のエンディング。彼にとってはＰＣとしての最後のエンディングになりますが、何か希望はありますか？

真也：……演えん出しゆつについては一いち応おう、考えがあるんだけど───（相談中）。

ＧＭ：なるほど……。わかりました。その方向で演出して行きましょう。




　これですべてが終わったと、誰もが安堵したその瞬間───。

　悲劇は始まった。




真也：僕ぼくは胸むねを押おさえて、苦く悶もんの声を上げながらうずくまる。

エミリア：様子がおかしいことに気づいて駆かけ寄よるよ。……真也？

真也：……近寄るな！




　鋭するどい制せい止しの言葉に、思わず足を止めるエミリア。

　アイヴィとガブリエルも異い変へんに気づき、集まってくる。




アイヴィ：真也さん？

ガブリエル：おい、どうした真也！

真也：自分を呼よぶ声に応こたえることもできずにうめく。今まで右みぎ腕うでだけ変へん異いしていたのが、左腕も変異して新しい歯車が展てん開かいされる。さらに胸を押さえていた手を離はなすと、そこにも歯車が出しゆつ現げんする。

[image: ]

エミリア：変へん貌ぼうしていく真也の姿すがたに驚おどろくよ。……な、何が起こってるのよっ!?

ＧＭ：展開された三つの歯車が回転を始め、真也を中心に膨ぼう大だいなエネルギーが渦うず巻まき始める。そして、それは大気を、大地を揺ゆるがし始める。

真也：その瞬間、僕は獣じみた咆ほう哮こうを上げて、周囲に電でん撃げきを迸ほとばしらせる！

ガブリエル：やばい！　とっさに友恵さんを守るぞ！




　次の瞬間、漆しつ黒こくの雷らい光こうが、その場にいた者すべての視し界かいを覆おおい尽くした。

　破は壊かいの嵐あらしが吹ふき抜ぬけ、すべてを打うち壊こわしていく！




ＧＭ：吹っ飛ばされたショックで友恵は気き絶ぜつ。みなさんも少なからず傷きずを負います。

エミリア：目の前で起こってることが信じられなくて呆ぼう然ぜんとつぶやく。……真也、どうして！

真也：名前を呼ばれてエミリアを睨にらむ。左目は獣のように変化してるんだけど、右はまだ普ふ通つうの瞳ひとみで、残った理り性せいを振ふり絞しぼって言う。……逃にゲテ……クレ！

ＧＭ：真也が血を吐はくように告げると同時、上空にＵＧＮのヘリが現あらわれる。縄なわばしごが下ろされ、霧谷が中から身を乗り出して叫さけぶ。「みなさん、早く乗ってください！」

ガブリエル：友恵さんを担かついで縄ばしごに駆け寄る。……みんな、早くヘリに乗れ！

エミリア：真也をおいていけないよ！

アイヴィ：エミリアさんを引っぱって行こうとしますよ。エミリアさん、早く！

エミリア：で、でも！

ＧＭ：頭上からヘリの操そう縦じゆう士しの叫び声が聞こえてくる。「なんてエネルギーだ、ありえない……！　このまま、ここにいたらヘリがバラバラにされます！」

ガブリエル：聞こえただろう、早くするんだ！

ＧＭ：さらに霧谷もみなさんに向かって叫ぶ。「彼はジャーム化しています！　いつ暴ぼう走そうしてもおかしくない。この場に残るのは危き険けんです！」

エミリア：そんな！

ＧＭ：エミリアが逡しゆん巡じゆんしている間にも、真也を中心にエネルギーが膨ふくれあがり、風が唸うなりを上げて荒あれ狂くるう。ヘリの機体が大きく揺れ、ヘリの操縦士が叫ぶ。「くっ、これ以上ここに留とどまるのは無理です！」

ガブリエル：揺れるヘリを見て、エミリアを強引に引っぱっていくぞ。……早く乗るんだ！




　友恵をヘリに乗せたガブリエルが、今度はエミリアをかつぎ上げた。

　嫌いやがるエミリアを強引にヘリの中へ放ほうり込こむ。




ガブリエル：全員乗ったぞ。出してくれ！

ＧＭ：その叫びに応こたえ、ヘリが全速で離り脱だつを開始。瞬またたく間に真也の姿が小さくなっていく。

真也：まともな方の右目でヘリが飛び去ったのを確かく認にんしたところで、両目が獣のそれに変化する。そして───。




　ヘリが離脱した直後、極大の稲いな妻ずまが天に向かって昇のぼった。

　雷らい鳴めいが轟とどろき、まばゆい閃せん光こうが空を白く染そめ上あげ───。

　次の瞬間、真也の立っていた場所を中心に大だい爆ばく発はつが巻まき起おこる。




ＧＭ：すさまじい爆風が吹ふき荒あれ、ヘリの機体が一ひと際きわ大きく揺れる！

一同：わあっ!?

エミリア：必死にヘリにしがみつきながら叫ぶよ。……真也───っ！




　爆風に煽あおられ揺れるヘリの中、叫ぶエミリア。

　だが、その声は爆風にかき消され、真也に届とどくことなく……かき消えた。







◆Ending 02◆失われたもの


Scene Player ─── エミリア・ラウラ






　誰だれもが身じろぎすることもなく、口を閉とざしていた。

　目の前にあったはずの希望は消え、ただ絶ぜつ望ぼうだけが重く肩かたにのしかかる。




ＧＭ：先ほどのシーンから数時間後。真也以外は登場してください。

一同：…………。

ＧＭ：ＵＧＮのヘリで離脱したみなさんは、霧谷と共にＵＧＮ日本支し部ぶへ帰き還かんします。戻ってきた会議室の風景は出発した時と変わっていない。静せい寂じやくに包まれ、テーブルの上には、電でん源げんの消えたピクシーの端たん末まつが置かれている。

一同：……っ！

アイヴィ：ピクシーの端末が変わらずに電源が入っていないままなのを見て、泣き出しそうになるけど必死に耐たえます。

エミリア：あたしも膝ひざを抱かかえて、涙なみだを堪こらえるよ。

ガブリエル：俺おれは言葉もない。椅い子すにぐったりと座すわり込こんでうつむく。

ＧＭ：未いまだ真也ジャーム化のショックも冷めやらぬ中、霧谷もどう声をかけていいのかわからず、沈ちん黙もくする。

エミリア：霧谷さんに訊きくよ。……霧谷さんが知る中で、ジャーム化したオーヴァードが元に戻ったことはないの？

ＧＭ：その問いに霧谷は沈ちん痛つうな面おも持もちを浮うかべるが、きっぱりと答える。「残念ですが、ジャーム化したオーヴァードが戻った例は存そん在ざいしません……」




　その一言で、室内の空気が凍こおりついた。




ガブリエル：ジャーム化したオーヴァードはどういう行動を取る？

ＧＭ：「身に秘ひめた衝しよう動どうを解かい放ほうし、ただそれを満たすためだけに動きます」真也の衝動は〝飢き餓が〟。無む限げんの飢うえを満たすために動くことになるでしょう。

ガブリエル：そうか……。おもむろに立って、エミリアとアイヴィに言おう。……泣くのを我が慢まんするな。泣けるのは今だけだ。

アイヴィ：ガブリエル……。

ガブリエル：まだ終わっちゃいない。真也は必ず俺たちのもとへ来る！




　身を焦こがす飢餓感を満たすため。

　かつて絆きずなを結んだ者を殺してレネゲイドを吸きゆう収しゆうし、究きゆう極きよくのレネゲイドを得るために。




ガブリエル：まったく、しんどいことになったぜ。苦々しく言ったところで、この場に留まるのがつらくて外へ出て行く。

ＧＭ：すると霧谷もまた静かに外に出て行きます。部屋に残されるエミリアとアイヴィ。

アイヴィ：ふたりが出て行ったところで、耐たえられなくなって大泣きします。……ううっ、うう───っ！

エミリア：ダメだ……。そんな泣かれたらあたしも我慢できなくなっちゃうよ。




　涙を流しながらアイヴィがエミリアに抱だきつく。

　みずからの身に宿る対たい抗こう種という呪のろいからエミリアは身体からだを硬かたくしたが、アイヴィをはね除のけることはできなかった。

　自分も誰だれかに寄より添そっていないと、崩くずれ落おちてしまいそうだったから。




　泣きじゃくるアイヴィを、エミリアがそっと抱だきしめる。




　脳のう裏りに浮うかぶのは、真也と共に過すごした思い出の日々。

　だが、それは二度と取り戻すことができないのだと理り解かいして───。




　エミリアはそっと涙を流した。





ダブルクロス・リプレイ・エクソダス『愛しきプレシャスタイム』

fin

And continues to "Double Cross exodus 3rd"
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　　　あとがき




　本書を読んでいただき、ありがとうございます。

　この本の著者の伊藤和幸です。




　まえがきでも書きましたが、この場を借りて改めてひとつご忠告を。

　もし、あなたがまだ本編を読まないまま、このあとがきに来てしまったのでしたら、今すぐ引き返して本編をご覧いただくことを強く、強く推奨いたします。

　ですが、読者のみなさまの中には、「自分はあとがきから読む派なんだけど……」という方もいらっしゃると思いますので、なぜ本編から読んでいただきたいのかについて、軽く触れさせていただこうと思います。




　ＴＲＰＧは友人・知人、同好の士が集まって、楽しく騒ぎながら遊ぶゲームです。

　複数の人間がコミュニケーションを交わすことによって、思いがけないハプニングが起こり、場を盛り上げることが多々あります。

　予想外の出来事は参加者に先の展開を読めなくさせ、「これからどうなるんだろう？」という、ドキドキする気持ちが物語をより刺激的にしてくれます。




　そして、本書『ダブルクロス・リプレイ・エクソダス②　愛しきプレシャスタイム』は、そんなハプニングが盛りだくさんな一冊となっております。




　人々に夢やロマンを与えるイリュージョンが、タネが分かった瞬間「何だ、そういうことか」と気持ちが醒めてしまうように、ハプニングというものも先に結末を知ってしまうと途端に面白さが減じてしまいます。




　もし、あなたが「それでも構わない！　やっぱり本編より先にあとがきからを読む！」と不退転の決意をお持ちでないのであれば、ここで一度本を閉じて、今度は最初から読み始めていただいた方が、本書をより楽しんでいただけると思います。




　というわけで、ここから先はシナリオの重大なネタバレを含みます。

　そこを先に知ってしまうと、この第二巻の楽しみが半減してしまいますので、是非とも本編を読んでから、先にお進みください。




■第三話

　前巻『悲しきランナウェイ』はハードな展開の連続だったため、ＰＣたちの日常的な部分にあまり触れることができませんでした。そこで物語に変化をつけるためにも日常を描こうと作られたのが第三話になります。




・加賀宮学園について

　ＰＣが日常を過ごすために用意した舞台です。

　学校という形態を取ったのは、真也たちのような少年少女にとって、もっとも多くの時間を過ごす場所であり、日常の象徴たりえる場所だからです。また、ガブリエルのような大人であっても、職員として行動を共にできるという利点もありました。

　プレイヤーの方々には今までのハードな展開とは違う、平穏な日常の雰囲気を楽しんでもらえたようで、ほっと胸をなで下ろしております。




・ユーリについて

　ＰＣたちの日常を描くに当たって、ただ普通の学校生活を演出するだけではおもしろくありません。やはりハプニングがあった方が盛り上がります。

　そこで登場させたのが、エミリアに一目惚れする少年、ユーリです。

　このサプライズに対して、プレイヤーたちも乗ってくれて物語は大いに盛り上がりました。その様子は本編を読んでいただければ分かると思います。




・バスジャックについて

　ＰＣをおびき寄せる手段は他にも案がありましたが、バスジャックは悪の組織が取る行動としては王道！　ヒーローものでは、世界征服を狙う組織ですら幼稚園バスなどをジャックするのですから、ファントムセルとしてもやっておかねばと思った次第！




・真也の単独行動について

　こちらは俺ではなく、プレイヤーからの発案が生んだハプニングになります。

　この案が提案された際、プレイヤーのみんなも驚いていましたが、「それは面白いかも」とノリノリだったため、これは行けると採用させてもらいました。

　セッション終了後、参加者全員で打ち上げに行った際のこと。

　次のシナリオでこんなイベントがやりたい、この試練を乗り越えて絆を育めたらなど、積極的に意見を出していたのが記憶に残っています。なお、その時に出た意見は、第四話を作る際に参考にさせていただきました。




■第四話

　当初はここでさらに試練を与えて、真也に仲間と共に行動するかを問う予定でしたが、第三話で単独行動することになったため、展開が早まったシナリオです。

　ピクシーがスパイだという秘密、真也と母親との再会、マスターファントムとの対決。第三巻でやろうと思っていた物語の多くが、こちらに移されています。




・ピクシーについて

　彼は最初からファントムセルのスパイとして設定していましたが、最終的にＰＣ側についたのは今までのＰＣたちの行動を受けての結論です。

　これまでＰＣたちは事件を乗り越え、絆を深めてきました。第三話の最後───真也が自分の危険よりも、仲間の安全のためにひとりで行動することを選んだ時、彼がスパイであることを伝え、ＰＣたちの本当の協力者として動かすことを決めたのです。




・真也のジャーム化について

　これはＧＭもプレイヤーも予想していなかった、本書最大のハプニングです。

　あの時、自律判定が終わった瞬間、しんっと静まり返ったＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室の様子は、今でもはっきりと思い出すことができます。




　運命の分かれ目は間違いなく、真也の《時間凍結》でしょう。

　セッション終了後、他にもっといい選択はなかったかとみんなで悩みました。ですが、改めて考えるとやはりあの選択が一番、全員生還する確率は高かったのではないかと思います。

　もし、エミリアが攻撃していた場合、ロイス３個の侵蝕率[image: ]％になり、彼女の方が危険になります。一番余裕があったのはアイヴィですが、彼女にもう一度行動を回そうとした場合、マスターファントムの二回連続攻撃が来ますから、ＰＣのロイスはさらに削られて、やはりじり貧になります。




　勝算は十分にありました。ですが、結果は───真也のジャーム化。

　残念ながら、ダイスの神様は最後の最後で微笑んではくれませんでした。

　ダイスゲームの本当の恐ろしさを痛感した一幕です。




『エクソダス』シリーズはもともと『ＤＸ２』の版上げ（第三版への移行）前に終了させる計画で、全三巻構成の予定で作成されていたので、何とかシリーズを続けることはできそうです。ただ、もし全四巻以上だったとしたら……。

　正直、どう物語を展開していいのかと、途方にくれていたと思います。




　ちなみに社内で真也ジャーム化の話をした際の反応は、「さすが！」でした。

　矢野さんは社内でも最も多くのリプレイに参加しているプレイヤーであり、自然と他の人に比べてハプニングと遭遇する経験が多いんですね。




　しかし、次回の展開をどうしたものか……。

　いろいろ考えてはいたものの、それは真也を中心にしたものでしたし。




　…………ラスボス変えようかなぁ。





＊　　　＊　　　＊






　日常を求める仲間は失われましたが、物語は続きます。

　ジャーム化した真也はどうなるのか。彼に対するエミリアの、仲間の思いはどんな決着を迎えるのか。次巻にご期待ください。

　それでは、また会えるその日まで。





二〇〇八年十月二十一日　伊藤和幸
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